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　　プロローグ







《枯かれ山さん水すい乃の愛あ　──　学園内／路上》




　新しい服を、他人に無理矢理着せられたような感覚ではあった。

　だから当然のように愛着もなく、似合っているかどうかもわからず、着こなしに興味もなく、自分が見られているという感覚自体が希き薄はくで、ある意味投げやりでぞんざいな扱いになってしまうのは当然。

　なので別に下着はもう探さなくてもいいかなという気分になっていた。

　今までジャージを着ていたのは単に足が寒かったからだが、この身体は寒さの感じ方が違うのか、風がスカートを解放感と共にはためかせてもあまり気にならない。体脂肪率がどうこうとかの関係だろうか。

「まぁ……腹はともかく、あからさまにムネには肉ついてっからなァ。意外と感度もよかったし。うーん──よし、重くなったのと相殺、プラマイゼロ！　許す！」

　自分が選んだわけではない新しい服も、時間が経たつにつれ慣れてはくる。これはこれで悪くないのではないかという気もしてくる。そんなものだ。

　乃愛は短いスカートを気ままに揺らしつつ、適当な独り言を呟つぶやきながらいつものように無防備に歩く。たとえスカートの下の肌色を見るモノがいようとも気にしない。そもそも乃愛は気にしないし、見てくるのは生きていないものが大半だし、珍しく生きているものが見てきたとしてもすぐに生きていないものになる。

「あ……ウゥゥ……」

「リハビリリハビリ、っと」

　歩調は乱さないまま、道端に生なっていた柿かきをもぎ取るような適当さで、彼女は接近してきた《首割れ》の頭部をメスで切り飛ばした。

「うーん……やっぱアレだなぁ……」

　乃愛はそのメスの先端を見つつ、軽く首を傾かしげる。しかし足は止めない。止める必要もない。

　とりあえずの目的は決まっている。

　パンツを探さないのであれば、それと同程度にはどうでもいい存在であるペットを探しにかかるのは当然の流れだ──パンツのようにいつ「別になくてもいいか」という気分になってしまうのかはわからないが。今のところは、暇ひま潰つぶしがてら探してやるかねェ、と思っている。

　とはいえ、そのペットの居場所の手がかりは少ない──だから、おそらくガセ情報である気はしていたが、今までにゲットできていた最新のヒントをしつこくツンツンしてみるぐらいしか方策が思いつかなかった。

　つまりは──武たけ田だ猫ねこ啼なきという女を。

　一度、元の自分の身体が死ぬ前に彼女を追い詰めてはいたが、結局のところ本人からの回答は聞けないままだった。関係のない保健委員らしき男子がペットの居場所を知ってるだの知ってないだの言っていたこともあり（おそらくあれはこちらに隙すきを作るためだけの噓うそだったのだろうが）、答えが出ないままゴチャゴチャと結論が流れた感じになってしまっている。

「ガセならガセだってはっきりさせなきゃなァ……やっぱ、直接本人を解剖バラしながら訊きかなきゃわかんねえって感じデース」

　武田猫啼は放送部である。そして放送部は放送室にいるものである。

　かつて水泳部の女に武田猫啼を探させたときにはいなかったようだが、今は戻っているかもしれない。この枯かれ山さん水すい乃の愛あが死んだと安心して、いつもの生活をしているかもしれない。

　放送室は学内にいくつも存在する。けれど無限ではない。

　だから、それは当然の帰結だった。

　解剖遊びのついでに一つずつ潰つぶしていけば、いつかは、当たりに辿たどり着く。
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《林はやし凜りん　──　ロ号放送室》




　緑化委員であるマナミリィ・メアアのＥＣ能力は《祖国の皆のためにプランテイングドライヴ》といい、『植物の生育を制御し操作する』ことができる。近くの蔦つたなどを伸ばして《首割れ》の足を引っかけて転ばせる、などという使い方ができるのは勿もち論ろんだが、この状況下においては、それより遙はるかに有用な用途が存在する──至極単純、土に撒まいた野菜の種をハイスピードで実らせることだ。

　閉へい鎖さされた学園生活における、生命線。文字通り、命を繫つなぐもの。

　だから今日も凜達たちは、放送室の屋上に作った野菜畑で作業に勤いそしんでいた。

「リン。こちらの畑に水が不足。やり直し」

「ありゃ、そうだった？　いつも通りのつもりだったんだけどなぁ」

「今日は少し気温が高い。蒸発分を加味すべき」

　なるほどね、と頷うなずきつつ、凜はくるりとＵターン。さっき通過した畑に戻り、手にした如じよ雨う露ろを改めて傾ける。その気になればマナミリィの《祖国の皆のためにプランテイングドライヴ》を使って一いつ瞬しゆんで生育させることができるとはいえ、それには疲労が伴うし、野菜の一つ一つにそれを使っていてはコストパフォーマンスが悪すぎる。なので基本的には『広く浅く』──ＥＣは自然成長力のようなものを全体的に早めるためにのみ使い、あとは普通に手作業で育てるということにしていた。つまりは凄すごくよく効く肥料、のような意味合いだ。

「これでいいのかしら……」

「どれ……うむ。上出来だ、ネコナキ。筋がいい。卒業したら我の国に来て植林を手伝うのはどうか。勧誘」

　褐色肌の留学生は真ま面じ目めな顔でこくこくと頷うなずいた。彼女は砂漠化する故郷を救うべく、この国で緑化技術を学ぶことを最終目標に留学してきたのだ。おそらく心の底から本気で言っている。

　畑の横にスカートを折ってしゃがみ込んでいた猫ねこ啼なきは困ったように笑って「考えておくわ」と答えた。マナの指導のもと彼女も軍手で土を弄いじっていたのだが、家庭菜園で趣しゆ味みに勤いそしんでいる主婦のような雰囲気で、なんというか──見ているだけで、落ち着く。

（……おっとっと）

　今度は水のやりすぎに注意だ。凜りんは慌てて如じよ雨う露ろを持ち上げ、次の畑に向かおうとする。

　そのとき──ざり、と土を踏ふみしめる音が下方から聞こえ、凜は目を細めた。如雨露をそっと足下に置き、声を潜ひそめ、

「マナ。辺りに張ってる蔦つたに反応は？」

「──ない」

　この放送室の周囲には、敷しき地ちをぐるりと囲むように、マナミリィの能力で蔦が張り巡らされているのだった。《首割れ》が好き勝手に近付いてこないようにだ。それに反応がなく、しかし足音が聞こえるとなると──蔦をまたいで乗り越えたということになる。

「だったら……《首割れ》じゃない。人間ね」

　凜の様子で、二人も素早く事態を悟ったようだった。軍手を脱ぐ。スコップを置く。身を屈かがめるようにして、放送室の屋上の端に移動。三人で並んで、そっと下方を窺うかがった。

　そこにある人ひと影かげは──スカートを穿はいた、女子だ。緊張感などは見えず、むしろ鼻歌でも歌いそうな軽い足取りですたすたと放送室に近付いてくる。

　その顔を見て、凜はさらに表情を険しくした。

「あいつは……！」

　見覚えは、あった。数日前。枯かれ山さん水すい乃の愛あをどうにかしようという作戦会議を提案されたとき、集合場所に現れた女子。そして自分達を罠に嵌めて拘束した女子。

　名前は──そう。確か、刃は桜ざくら真ま百合ゆり、だ。

　あの武道場に連れ去られて以降は姿を見なくなり、大騒動の中、その存在を意識することもなかったが──こうして目にしてしまえば、思い出さざるをえない。

　それは猫啼も同じだったらしく、眉まゆを寄せて、

「彼女は、あのときの……どうしてここに……？」

「その態度からして、友好関係の相手ではなさそうだ。我はリン達たちの判断に従う。どうする」

　凜は素早く考えた。勿もち論ろん、対処はする必要があるだろう。しかもできるだけ早く、何かをされるより早く。後手には回りたくない。

　思い出すのは、あの教室での出来事だ──彼女がまた何かを企たくらんでいるとするなら、二人をここに残してはおけない。自分の注意を引きつけている間に伏兵が何かをする、とかの可能性もある。手の届くところにいてもらったほうがまだマシだ。

「一緒に下りよう。武たけ田だはあたしが運ぶとして、マナは──」

「自力で可だ。《祖国の皆のためにプランテイングドライヴ》」

　凜りんは《殴打娘々おーだーにやんにやん》を発動して姿を変え、武田の身体をお姫様だっこで抱きかかえた。マナミリィは手近なキュウリの蔦つたを何本かまとめて伸ばし、それを自らの身体に絡みつかせる。植物の強度もある程度は制御できるので、その蔦は自動伸張するロープの役割を果たすのだ。

　そして凜は武田を抱えたまま、屋上の縁を蹴けって跳ちよう躍やく──膝ひざを曲げて着地、衝しよう撃げきを受け流す。それから武田の身体を横に立たせたところで、するするとマナが蔦ロープに運ばれるようにして下りてきた。

「おっとお？」

　眼前の彼女は一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたような顔を見せたが、すぐに唇を曲げてヘラヘラと笑い、

「ニャハ、わざわざ出てきてくれたのか。ありがとさんーってカンジ」

「……？」

　違和感。凜は眉まゆ根ねを寄せる。こんな雰囲気、こんな口調だっただろうか？

　武田も同じ違和感を覚えているようで、少しばかり不審そうに目を細めながら、

「刃は桜ざくら真ま百合ゆりさん……よね。覚えているわ。貴女あなたが私達たちに何をしたのかも。ここに来た目的は何？　返答によっては、悪いけれど──」

　眼前の彼女は、なぜか、目をぱちくりとさせて。

　それから大だい爆ばく笑しようした。

「あー。あーあーあー！　そっかそっか、アヒャヒャヒャ！　そういうことになンのか！　ていうかお前らとも面識あったんだな、何やったんだコイツ？」

　違和感。不吉な違和感。彼女のことは知っていて、しかし今の彼女はそれとは違っていて、それでいて──この違っている彼女の雰囲気は誰かに似ていると感じる。

「目的ねェ。改めて言う？　武田猫ねこ啼なきチャンにさー。ちょっと訊ききたいことあってさー。や、知らないなら知らないで全然いいんだけどよ？　その真実味を確かめるためにゃ、ちょっとしなきゃいけないことがあってさー。それやりながら訊かないとダメっつーかさ？」

　彼女が足を踏ふみ出した。舌を伸ばして、情欲に満ちた目で、ぺろりと自分の唇を舐なめながら。

　──なに。こいつ。何か。何か──

「リン。ネコナキ。問うておく。こいつのＥＣ能力は知っているか」

「ええ。確か、《四番のクロスオーバーイーザーハンド・アライク》……右手で触れてるものと左手で触れてるものを入れ替える能力、だったはず」

　武田は記き憶おく力りよくもさすがだ。凜も頷うなずいて、

「前は、それで教室の空気を催眠ガスのようなものに入れ替えられたの。ここではそんな心配はなさそうだけどさ。気をつけるとしたら、あいつ本人じゃなくてやっぱ伏兵とか」

「わかっ──」

　瞬しゆん間かんだった。

　凜りんの視界の端を閃せん光こうが疾はしった。

　その視覚情報が──脳に伝達──した刹せつ那な──なぜどうしてありえないありえないありえないありえない。だが確かに。確かに！

　飛んできたのは、メスだ。

　柔らかい何かに刃が刺さる音。マナミリィの小さな身体が地面に倒れる。凜の喉のど奥おくで悲鳴が暴れ回った。外に出せ。外に出せ。しかしそれが実際に空気を震ふるわせる一瞬前、

「やはり、緑は……我を助く。故郷の家族も、救うだろう……」

「マナ！」

　よろよろとマナミリィが上半身を起こし、それに猫ねこ啼なきが駆け寄る。どうやら、屋上から下りるために使った蔦つたのロープを垂らしたままにしていたのが功を奏したらしい──咄とつ嗟さに顔の前で盾にして、高速で飛んできたメスの刃を代わりに受け止めたようだ。さすがに驚おどろいて尻しり餅もちをついてしまったようだが。

　凜は安あん堵どの息を飲み込み、改めて眼前の女子に視線を向けた。

「あん、たっ……まさか……」

「ありゃりゃー、まずは関係ない褐色解剖の予約しとこっかなーって思ったのに。なかなかやるじゃん」

　息をするようにマナミリィを殺しかけたことはまったく意に介さず。それが失敗したことも意に介さず。ただ、彼女は──その手に新たなメスを生み出して。かつて対たい峙じしたときと同じ、人間を解剖用の楽しい動物としか思っていないような目で、こちらに笑みを向けてきた。

「枯かれ山さん水すい、乃の愛あッ……!?」

「にゃっはー、いやーん、バレちゃった？　実はその通り！　枯山水乃愛ちゃん、おっぱいをでかくして大復活の巻！　ここだけの話──感度もいいよ！　ウヒャヒャ！」

　その狂気。下品さ。そして、圧倒的な、威圧感。

　背筋を伝うこの冷や汗も──かつて彼女と相対していたときに感じていたものと、同じ。

　ああ。顔は違うが。顔が違うだけで。

　本能的に、悟る。間違いない。彼女の中身は、あの、殺人鬼だ。

「死んだはずなのに、なんでっ……」

「わからないわ。けれど、ＥＣ能力が関与しているのだけは確かでしょうね。そうじゃなきゃ、こんなこと……」

「お、知りたい？　よーしわかった、あたしの知りたいこと教えてくれたら教えてあげよう。等価交換。なんて平等！　でもさっき言った通り、あたしはアンタ解剖しながらじゃないとダメなことだからさー。その頭から離はなれた耳に囁ささやいてあげるカンジになるけど別にいいよね」

「……」

「ああ、よしわかった、サービスだ！　せっかく放送室に来たんだから、マイクのスイッチ入れて全校に実況中継を聞かせながらいろいろやることにしよう！　放送部部長の綺き麗れいなボイスでの悲鳴が響ひびいてこりゃリスナー大だい歓かん喜きの流れ！　おたよりが多量に来るぜ！　やったね！」

　手甲に包まれた拳こぶしを握って凜りんは踏ふみ込んだ。なぜこうなっているのかはよくわからないが──確かなことは、こいつが枯かれ山さん水すい乃の愛あであることと、猫ねこ啼なきを狙ねらっていること。阻止のために全力を尽くさねばならないのは、これまでの経験でわかりきっていた。

「にゃはーっい！　来た来た、チャイナカエルちゃん来たーっ！　久しぶり！」

　唇を嚙かみつつ、メスと拳を打ち合わせる。もう二度と味わうことはないだろうと思っていた感覚。その安あん堵どを手に入れるために、かつて自分達たちは多大なる犠ぎ牲せいを支払った。

　しかし今は傷を治せる保健室の少女はいない。保健委員の男子もいない。最強の女剣士もいない。自分一人だけで、どこまでできるか──

「……？」

　乱打。流れるようなコンビネーションで手足の攻こう撃げきを繫つなげて攻める。不思議なことに、思ったよりも相手からの圧力は感じなかった。メスの生成量、数、速度、力──予想していたほどではない。それはどうやら乃愛自身も感じていることらしく、口を尖とがらせるようにしながら首を傾かしげていた。

「あっるぇー？　んー、まだやっぱこの身体に慣れてないのかねェ……」

（……よくわかんないけど……これなら、いける！）

　とはいえ、それは簡単に打ち勝てるということを意味するわけではない。現状でようやく互角。以前のような絶望的な戦力差は感じないというだけだ。

　しかし今は──以前とは違う部分が、こちらにも、ある。

　かつての戦いで手に入れた戦利品。ＥＣ能力で姿が変わっても、なぜかそれだけは首にかかったままのペンダント。乃愛もその存在を目に留めたか、

「ああ……？　なんだ、テメェが持ってたのかよ。それ、あたしんだぞー」

「元々は、あんたじゃなくてあの子のでしょうがっ！」

　ＥＣ増幅器エキスパンダー。この身体になる前の乃愛が持っていた、【課カ外ガイ活カツ動ドウ】の最後尾にいる人間に《校マス長ター》が与えた特殊装備。乃愛を石いし堂どう幸ゆき也や達と協力して倒し、その報酬として手に入れたもの。

　今までは軽く試してみただけで、本格的に稼か働どうさせるのはこれが初めてだったが──自分の《殴打娘々おーだーにやんにやん》に対しての効果はわかっていた。筋力や速度の単純なパワーアップ。そもそも身体強化の作用がある《殴打娘々おーだーにやんにやん》自体の力がそのまま伸びる、といった感じだ。ただし副作用も出る。それも単純、ＥＣを使っているときの疲労感が増すというものだったから、短時間で決着をつければ問題はないはずだった。

「あんたみたいな奴に、武たけ田だを好きにさせるわけにはいかないからね……使わせてもらうわ！」

　胸元のペンダントに触れ、《これを使う》と意識するだけでモードが切り替わる。瞬しゆん間かん、四肢に力が溢あふれてくるのを凜りんは感じた。

「リンリン！　気をつけて！」

「わかってる！　さっさと片付けるから！」

　背後から届く猫ねこ啼なきの声に応こたえつつ、力強さを増した足でさらに乃の愛あの間合いに踏ふみ込む。

「オイオイ、パワーアップかよ。こっちゃか弱い生物部員だぜェ？　体育会系がマジになって殴ってくるとか勘弁してくんねー？」

「普通の生物部員は、メスで人殺したりしないわよっ！」

　怖くはない。ＥＣ増幅器エキスパンダーのせいだろうか。心地ここち良よい猫啼の声をまた聞いたからだろうか。

　高揚感があった。全能感があった。

　今なら、何だってできそうな──誰だれにだって勝てそうな、そんな感覚。

　拳こぶしの力が頼たのもしく。身体の軽さが心地良い。

（さあ……行こうか、あたし）

[image: ]

　拳こぶしを繰くり出しながら、凜りんは意識せず、舌を伸ばして自分の唇を舐なめる。

　そのときの表情は、彼女自身も、そして背後の親友達たちも見ることはなく。

「……ふうん？」

　彼女に相対する殺人鬼だけが、何か面おも白しろいものを見たかのように、片目を眇すがめていた。
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《？？？　──　ロ号放送室・周辺》




　枯かれ山さん水すい乃の愛あと林はやし凜の戦いを、見ているものがいる。

　メスを生み出す少女。中華風の衣装で拳けん法ぽうを繰り出す少女。

　それらは等価値の《見るべきもの》。だからただ彼は見ている。

　当然のように、呼吸はできるだけ控えめに。在るのは微かすかな吐息だけ。

　当然のように、動きはできるだけ控えめに。在るのは微かな身じろぎだけ。

　それらは抑えきれるものではない──少なくとも、彼に出来ないのであれば、誰であっても。

　等価値の二人を見続ける視線は、しかし、そのうちに新たな《見るべきもの》を見つける──気付く──特殊行動条件に抵触したと判断する。

　林凜の胸元で揺れている、一つのペンダント。

　ＥＣ能力を強化・増幅する効果がある、唯一無二の物品。ＥＣ増幅器エキスパンダー。

　それは戦い続ける二人の少女達よりも注意を向けるべきものだった。等価値ではない。この場で最も見る価値があるもの。そして──伝えなくてはならないもの。

　彼は無言で二人の戦いを見続ける。どちらが優勢か。どちらが劣勢か。それには意味はなく、判断もしない。ただ視界の中の運動量が、ある瞬しゆん間かんを経て低下し、ゼロになり、そして再び微細に上昇し、彼女らの姿が一人残らずその場から消え──そこで彼はようやく、自分のここでの役目は終わったと判断した。

　では次は？　それも組み込まれている。見たなら、報告だ。

「……ア……」

　さっきまでと同じ、吐息のような呻うめきと、死後硬直に支配された身じろぎだけをその場に漏らして。

　千切れかけの首を揺らしながら、名も無き彼はのたのたと動き始めた。
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《林凜　──　ロ号放送室・周辺》




（もう少し……もう少しッ……！）

　調子はいい。快適だ。快楽だ。押している。さすがＥＣ増幅器エキスパンダー。

　だが──相手もさるもの。さすがの殺人鬼。粘る。のらりくらりと。やはり以前よりはメスの精度も力も若干ながら落ちているように思える。なのに押し切れない。嫌な奴。

「せぇいっ！」

「っとぉ！」

　充分な撒まき餌えを行ってから、一いち撃げき必殺を狙ねらって踹たん脚きやくを繰くり出すが、やはりガードされて大きく弾はじき飛ばすだけになった。追撃の踏ふみ込みを狙って放たれたメスの投とう擲てきを、首を捻ひねって避よける。乃の愛あは脚を開いて地面を滑り、衝しよう撃げきを吸収。これまでの戦いの最中、ずっと気になっていたことをついに口に出した。

「なんで穿はいてないのよ！」

「ンフ？　気持ちＥからに決まってんだろォ？」

　やはり変態だ。凜りんは眉まゆを寄せる。一刻も早くぶっ飛ばしたいが──さて。

「リンリン……」

　背後から聞こえる、武たけ田だの声。その呼びかけだけで、彼女が何かを提案しているのがわかった。当然だ、親友なのだから。自分達たちは誰だれよりも深く繫つながっている。

　乃愛との間合いはある程度開いていた。やるなら今しかない。

　乃愛の動向を注意しながら素早く後退し、

「武田……いい？　一気にケリをつける」

「……わかったわ。気をつけて」

「我に目を閉じていて欲しければ言え。善処する──眼前に殺人鬼がいなければ、の話だが」

　どこかジト目でマナミリィが呟つぶやく。

　どうしてか、今ばかりは、むしろ見せつけたいような気分だった。

　眼前、こちらの顔を軽く見上げていた猫ねこ啼なきが、そっと目を閉じる。鼓動。許可。

　彼女の精気を借り受け──さらなるブーストを。そして一いつ瞬しゆんで倒してやる。

「んっ……」

　何かに急せかされるように、凜はその猫啼の唇に自分の口を合わせた。柔らかな圧迫。粘膜の接触。温度の交換と合一。ああ。ああ。力が精気が彼女が自分の中に入ってくるのを感じる。もっと欲しい。もっと欲しい。新しくこの身体に取りつけられた機能が自分の根本に食い込んでただ貪どん欲よくに存在意義を叫んでいる。

　これが自分を強くする。とても自分を強くする。

　そうだ。強くなりたいから自分は中国拳けん法ぽう同好会に入ったのだ。強くなって、誰だれよりも強くなって、それで──それで──？　ああ、今はそれよりも唇だ。貪むさぼれ。貪る。啜すすれ。啜る。

「──っ!?」

　そっと凜の肩に触れていた猫啼の手に、どうしてか、くっと力が込められた。目も見開いているような。びくんと背筋を跳ねさせているような。

　しかし、だが、欲しいのは力だ。それを可能とするエンジンが今は充分に暖まってガンガンに回転し続けているもっと動けもっと奔はしれと唸うなっている。だから。燃料。必要。心地ここち良よくキモチイイから。もっと、もっと、もっともっともっと──

「リン！　汝なんじ！」

「え？」

　軽い衝しよう撃げき。気付けば凜りんはマナミリィに押し倒されるようにして地面に寝ていた。運動部でもない彼女の体当たりをまともに喰くらうとは、ぼーっとしていた。視界の端で彼女の制御していた蔦つたが蠢うごめき、盾のようにしてメスを何本か受け止めるのが見えた。そうだまだ戦っている最中だったのに。どうして。自分は……ええと、何を？

　身体の上のマナミリィは、真剣な──そしてどこか哀かなしそうな目で、凜を見ていた。

「吞まれていたな。リン」

　絞り出すような声。マナミリィがちらりと動かした視線に導かれるように、凜は首を捻ひねる。自分の真横、同じく地面に倒れている彼女のことにようやく気付いた。

「──あ」

　彼女は。林はやし凜の親友の武たけ田だ猫ねこ啼なきは。

　白目を剝むいて。涎よだれを零こぼして。全身を痙けい攣れんさせて。

　人形のような無機物感で放ほうり出されているその白い太ふと股ももの間から、小便を漏らしていて。

「ああ……！」

　彼女は生命体として最低限必要な何かまでを、貪どん欲よくで愚かでバカな誰だれかのせいで奪われたのだと。だからこうなってしまっているのだと、誰に説明されるまでもなく一いつ瞬しゆんで理解できて。

　凜は絶叫した。










　　第一章







　　　　　　　　　　[image: ‡][image: ‡][image: ‡]

《石いし堂どう幸ゆき也や　──　路上／第七保健室近辺》




　懺ざん悔げするように、猫ねこ啼なきを背におぶった凜りんの言葉は続いていた。

「……それからはもう戦うどころじゃなかった。よく覚えてないんだけど、無我夢中で武たけ田だを抱えて逃げて、乃の愛あをなんとか振り切って──気付いたら、あんた達たちがいて」

「僥ぎよう倖こう。危うく我も追いつけずにはぐれるところであった」

「ごめんね、マナ……」

　気にするな、というように、褐色肌の少女は歩みを止めないまま首を横に振った。

　幸也は凜の背中で目を閉じている猫啼の顔をちらりと見てから、横を歩く背の低い少女に対して問いかける。

「まあでも、先せん輩ぱいの命に別状はないんだろ」

　彼女は──幼おさな馴な染じみであり保健室の養護教きよう諭ゆである薬やく園えん坂ざか優ゆう理りは、定期的に猫啼の様子を窺うかがう視線を送っていた。腕組みしつつ軽く頷うなずき、

「おそらくはね。怪け我がとかじゃないぶん、わたしのＥＣはあんまり効果出ないわ……やっぱり、どこかで休ませて自然回復を待つしかないと思う。現状ではそれが一番の治ち療りよう法ほうね」

「私という新たな犠ぎ牲せい者しやが生まれる前に早く辿たどり着きたいものだ。自然回復を待たない限り、私の体力も減る一方なのだから」

　のたのたと歩いていた陰気な女子生徒、才さい連れん夜や子こが魔ま女じよめいた嘆息を漏らす。

「はあ……歩かなくてよかったという一点においては、《園》が恋しいと言えなくもないね。少なくともあそこでは歩き死にする危険性はなかった……」

　こいつは《園》にいた時間の大半を地ち下か牢ろうじみた空間で過ごしていたはずだが。その記き憶おくがあったうえでこんなことが言えるのだから、ある意味大物ではあるのだろう。

「我は軽く問う。ところで保健室はまだか」

「えと、マナミリィ……だっけ。大丈夫、もうすぐのはずよ。でも、あまり期待はしないほうがいいかもね。わたし達が本拠地にしてた第八保健室も、結局は略奪にあってぐちゃぐちゃになった。今から行く第七も同じ状況になってないとは言えないわ。むしろまともに使えない可能性のほうが高いとは思う」

「だとしても、こっから一番近いベッドがそこなのは確実なんでしょ。確かめてみないわけにもいかないわ」

　唇を嚙かむような表情で凜りんがそう言い、僅わずかに歩調を上げた。その背中を見つつ、優ゆう理りがさりげなく幸ゆき也やに近寄ってきて、耳元で囁ささやいた。

「──心構えはしておいたほうがいいかもしれないわ」

「何の？」

「いろんなことの」

「いろんなじゃわかんねぇよ」

「保健室が使えなくなってるだけならまだいいけど。ひょっとしたら、それ以上に悪い状況になってる可能性もあるってこと。敵対的な別の人間が根城にしてるかもしれないし、《首割れ》達たちがわんさか詰まってるかもしれない。油断は禁物」

「……あいよ。確かに、何が待ってても不思議はないか。今の凜はあんま戦力にならなさそうだしな。心構えはしておくよ」




　それからほどなくして、第七保健室に辿たどり着いた。位置的には学園の東部。馴な染じみの第八保健室の最寄りの別保健室であるのは確かだが、やはりかなりの距きよ離り感かんを感じる。霧きりが出て視界が悪くなければフリー自転車を使うという選択肢もあったのだが。

　立地的には、第八保健室とそれほど変わりはなかった。周囲の建物とは少し離はなれた場所にある、独立した診しん療りよう所じよのような建物。細部は違うが、雰囲気はやはり似ていて、どこか懐なつかしさを覚えた。

　しかし懐かしんでばかりもいられない。通りすがりの《首割れ》をできるだけ音を立てないように対処しつつ、保健室に接近。自分達が仕掛けていたような鳴子トラップもなさそうだ。あえて仕掛けていないのか、それとも既に何かがあって意味を為なさなくなったのか。

「……」

　接近するにつれて一同の口数は少なくなる。保健室の窓が見えるようになった。カーテンが引かれていて中の様子は見えない。少なくとも窓が割られまくっているということはなかった。

　──静かだ。幸也達は顔を見合わせてから、意を決して入り口の方に向かった。

　鍵かぎはかかっていない。するりと侵入。人気があればまずは友好的に「ごめんください」から入ろうと思ったが。

　足音を殺して廊下を歩き、メインとなる処置室、大部屋の前で一旦足を止める。戸に耳を当てて中の様子を窺うかがう。やはり静かだ。物音一つない。

　さらに顔を見合わせてから、みんなの心の準備ができたのを見計らい、戸を滑らせる。そして見えたのは──

「っ」

　誰だれかが息を吞のむ。おそらく夜や子こ。誰かが尻しり餅もちをついたような音。おそらく優理。誰かが異国語で祈りじみた言葉を呟つぶやく。おそらくマナミリィ。

　ああ、この保健室の状況は──予想通りで、予想以上。

　予想通りに、保健室の中は乱雑に荒れていて。

　しかしそこで幸ゆき也や達たちを待っていたのは、予想以上に意地の悪かった無音。

　女子生徒の首くび吊つり死体を吊り下げたロープは、映画のようにわかりやすく軋きしむ音を立てていたりはしなかった。




　──なんとか日が暮れる前に、彼女を埋葬することができた。

　第七保健室の裏手。スコップを適当に突き刺し、汗の浮いた額を腕で拭ぬぐって、幸也は息を吐はく。眼前には、微かすかに盛り上がった細長い土の跡。慣れているとは言いがたいが、初めてでもない、生者のみが行える行為の結果。そう、初めてではない。たとえば──

（……）

　意識的に考えるのを止やめ、最後の仕上げに入る。適当に木ぎれを組み合わせた十字架を、その土の先端部に刺して立てた。彼女の宗教など知らないし、自分だって宗教を持っていない。ここに誰だれかが眠っているのだというシンボルとしての効果があればそれでよかった。

　──田た奈な花かひより。

　ただの形けい骸がいでしかない墓標の代わりに、その名前を頭に思い浮かべる。保健室の机の上には彼女が書いたと思おぼしき遺書があり、そこに彼女の名前も記されていたのだ。

　中身は──言い方は悪いが、特筆すべき内容ではなかった。いろいろな体験を経て、ひとりぼっちになり、隠れて保健室で暮らしていた彼女。ある日外に出て帰ってみると保健室の中が滅め茶ちや苦く茶ちやになり、物資が全すべて奪われていた。ただでさえ神経をすり減らして限界の生活を続けていたところに、その出来事がとどめとなったのだろう──そこで彼女はこれからも生き続けることを諦あきらめた。ここで終わったほうが楽だと考えてしまった。だから──

「もうちょい粘っててくれたら、な……」

　救えたとは言わない。彼女の苦しみが消せたという確証もない。生きるのが苦しいと一度感じてしまったなら、それ以降はずっとそれが続くだけなのかもしれない。それでも、話ができていれば、言葉を交わすことができれば、何かが変わっていたかもしれなかった。

　意味のない、鎮ちん魂こんの言葉のようなものだった。

　幸也はそれからしばらく墓標を見つめてから、スコップを肩に担いで踵きびすを返した。

　何よりも先に、空き缶と糸で作った簡単な警報装置を周りに仕掛けてはいた。それらの具合をもう一度確かめてから、保健室に戻る。

「幸也……終わった？」

「ああ」

　保健室の中は、さっき見たときと比べてそれなりに片付けられていた。医薬品などはほとんどが持ち去られているようだったが、奇跡的に布団などに関しては使える状態のものが残っていたので、今は一番被害が少ないベッドに猫ねこ啼なきが寝かされている。言うまでもなく二番目に被害が少ないベッドは夜や子こが満足げに占拠中だ。

　凜りんは所在なさげに保健室の中を歩き回ったり壁かべに背中を預けたりしている。マナミリィは椅い子すに座り、近くの観葉植物の鉢植えの土を撫なでたりしている。二人とも、ベッドの上の猫啼にしょっちゅう目を向けて容態を確かめているのは同じだ。

　そんな二人を安心させるように、

「やっぱり、武たけ田だは精力を異様に失っているだけね。呼吸は安定してるし、熱もない。たっぷり休息を取らせればいずれは目を覚ますでしょう。そんなにピリピリすることはないわよ」

「ピリピリ……してたつもりはないんだけど、さ……」

　頭を搔かきながら凜が息を吐はく。優ゆう理りの言葉でようやく安あん堵どが不安を上回ったか、声と態度に若干ながら落ち着きが取り戻されたように思えた。

「していた。気を張りすぎだ。リンも休めるときに休んでおいたほうが良い。提案」

「ん……」

　マナミリィの言葉には曖あい昧まいに頷うなずくだけで、リンは腰を下ろすことすらしなかった。窓際に置かれている、腰の高さほどの書類棚に少し体重を預けるようにしただけ。

　代わりというわけではないが、幸ゆき也やは空いているソファーに腰を下ろす。ぽんぽんと自分のベッドの横を叩たたいている夜子はとりあえず見なかったことにした。

「休めるときに休んどけってのは同感だ。特にあんた、戦ってきたんだろ……まだ信じられないけど、乃の愛あと」

「我が証人となる。顔は異なるが、あのＥＣは間違いなく枯かれ山さん水すい乃愛だ」

「──無理して戦わなきゃよかったって思ってるよ」

　どこか吐き捨てるように。後悔をたっぷり含んだ言葉で、凜は言った。

「最初から全力で逃げてればよかった。最初は別人だと思ってたから仕方ないにしても──あれが乃愛だってわかったら。そう、あたし、調子に乗ってたんだ。多分、ＥＣ増幅器エキスパンダーがあったから、心のどこかで……」

　保健室の床を見つめていた凜は、そっと視線を動かした。依然として眠り姫の猫啼を経由し、背後の窓へ。カーテンの隙すき間まから、つい今し方日が暮れたばかりの、霧きりに包まれた暗い空を見上げる。つまりは何も見たくないということなのだろう。

「ＥＣ増幅器についてはまだわかんないことだらけなんだろ。それを持ってた奴やつはそれこそ乃愛ぐらいしかいない」

「そう。だからこそ、もっと気をつけなくちゃいけなかったのに。あんな簡単に、不用意に使ったらいけないものだった。疲れやすくなるだけじゃなくて、他人の精気を吸う力も強くなってるって気付くべきだった。だから、あたしのせいで、武田は──」

　凜は言葉を止める。小さく小さく、喉のどが引き攣つれるような音。

　しばしの沈ちん黙もくがあり、ようやく続けられた言葉は、以前の文脈とは繫つながらないものだった。

「あたしは……もう。ＥＣ増幅器エキスパンダーは、使えない。ごめん」

　夜よ闇やみに包まれていく世界の中、凜りんの表情は見えない。見ていいのかもわからない。けれど、ずっとこのままというわけにもいかなかった。たとえこれから夜が訪れるのだとしても、永遠に続くわけではない。これからのことを、考えなくてはならなかった。

「──あまり気に病むな。とりあえず電気を点つけよう。いいか？　リン」

「なんであたしに聞くのよ……いいに決まってんでしょ。点けなきゃ武たけ田だの顔色がいいのかも悪いのかもわかんないじゃない。せめて消灯時間まではしっかり見てなきゃ」

　ほとんどシルエットだけだが、凜の手がぐしぐしと自らの顔をなぞったのがわかった。言葉は空元気だろうが──たとえ空っぽでも、彼女には早く元気になってほしいものだと思う。

　マナミリィが壁かべのスイッチで保健室の電気を点ける。

　グワーッおのれ人間め、と夜や子こが吸血鬼ごっこ的に悶もだえながらシーツを頭から被かぶり、それにマナミリィがビクッとし、優ゆう理りが呆あきれたように肩を竦すくめる。

　幸ゆき也やが窓際の凜に目を向けると、彼女も小さく頰ほおを緩ゆるめて、お尻しりを乗せていた書類棚から軽くその脚を床に下ろしたところだった。

　目が合って。彼女が照れ隠しのように口を開いて、何かを言いかけて、

　──ばさり、と羽音。




（羽音？）




　一いつ瞬しゆん後、それは窓ガラスが割れる音で塗り替えられた。

　窓の向こうから。カーテン越しに。ガラスを割って。

　一本の西洋剣が、凜の身体を貫いている。

　その剣の柄つかを握っているのは。

　狩りを行う猛もう禽きんのように、空の高みから翼つばさでこの場に舞まい降りたのは──

「あら残念。違ったようね」

　氷のような微笑の上に、片目を閉ざす深い傷跡を走らせた、復ふく讐しゆうの戦乙女。

　識しき神がみ練ねり亜あだった。
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《似に捌さばき一いち春はる　──　第七保健室・上空》




　夜空で風を感じる。

　それは彼女達たちの日課であった。それなりに涼しく、心地ここち良よく、気分の晴れる行為ではあったが──その実、けっしてそれだけで満たされることはない。本当に欲するものはその先だ。飛行はただそれに必要な助走にすぎない。

　識しき神がみ練ねり亜あの翼つばさで、彼女の腕に抱えられて、飛ぶ。

　恋の強敵ライバルである彼女にこの身の全すべてを預けるのにはいささか微妙な悔しさのようなものがなくもなかった（それはたとえば彼女の作ってきたお弁当を味見して思わず美味おいしいと言ってしまったときのような悔しさだ）が、それはそれとして、とても得をしていると思う部分もなくはなかった。

　このときに限っては──自分が、彼を、独占できる。

（うふ……）

　落とさないように大事に大事に、頭一つ分の重みしかない彼を抱えている腕に、そっと力を込めた。首は息苦しさを訴えない苦しいよ一春と彼は恥ずかしそうにもがいた。チャンスだ。合法的におっぱいを押しつけるのだ。これで彼もメロメロ。地上に降りたらまた取り合いになって結局二人で抱きしめて寝るようなことになってしまうから、今のうちだ。

「一いち春はる。ちゃんと見てる？」

「わかってるよぅ」

　高く飛びすぎるとこの学園を包む見えない障しよう壁へきに激突してしまう。高度は最低限。

　見て、確かめられればそれでいい。

　この夕暮れ直後に飛ぶのには理由があった。自分達たちは最重要ポイントを確かめるのを日課としている。もしそこがヒットしたならば一目瞭りよう然ぜん。そう、一目──

　ぐん、と身体に圧がかかった。無言のまま、練亜が翼をはためかせたのだ。ほとんど垂直に、落下するように、高度を下げていく。怖くはなかった。

　練亜と同じように、一春も、笑っていた。

　ああ。ついに来た。あそこにいるのだろうか。いや、きっといると思う。

　奴やつらは養護教きよう諭ゆと保健委員なのだから、保健室に現れるのが当然。

　眼下の保健室に明かりが点ついたということは、確実に、あそこには誰だれかがいる。自分達は位置を知っている保健室を毎日巡回し、そこに明かりが点くのをずっと待っていたのだ。

「一春。界かい人とをよろしく。離はなすと殺すわよ」

「練亜さんこそ、しくじるとハル子の代わりに界くんに怒ってもらうからねっ」

　急降下しつつ、練亜は腰の鞘さやから片手で剣を抜き放った。ぶらんとバランスが崩れ、一春は必死に練亜のもう片方の手にしがみつく。勿もち論ろん愛する彼の身体首も全力で保持。そして練亜は地面に叩たたきつけられる寸前で翼を動かし、強引にベクトルを制御し、カーテンに映し出されていた窓際の人ひと影かげを、窓ガラスごとその剣で貫いて──

「あら残念。違ったようね」




　勢いのままに保健室の中に飛び込んでいった練ねり亜あは、当然のように抱きかかえていた一いち春はるの身体から手を離はなした。おとと、とたたらを踏ふみつつ、一春もなんとか保健室の中に着地を果たす。言うまでもなく彼はしっかりと腕の中。

　散らばった保健室の中。見覚えのあるお団子頭の少女が胸から血を流しぐったりしている。間違えたとわかるや否や、剣を引き抜きがてら練亜がその身体を蹴けり飛ばしたのだ。ベッドに寝ているのは、確か、武たけ田だ猫ねこ啼なき。褐色肌の女子が、彼女を守ろうとするかのようにその前に立っている。怯おびえているのは丸わかりだ。武田猫啼とお団子頭の近くには中学生じみた矮わい軀くの少女がいて、これはよくわからないが保健室の先生でわりと優先的に殺さなくてはならない。陰気な黒くろ髪かみの少女ももう一つのベッドから下りようとしていてこちらも勿もち論ろん殺す。というかこの場にいる全員殺すのだけれど。

　そして勿論、一番最高に最優先でノリノリで殺さなければならない石いし堂どう幸ゆき也やは、

「ぐ、おっ……」

「ついに、ついについにっ！　このときがッ！　界かい人との仇かたき！」

　スコップを無様に振り回して練亜と撃うち合っている、石堂幸也。愚かだ。勝てるわけがないのに。笑える。ぞくぞくする。まだ死んでいないだけ頑張っているほうだが、頑張らせない。自分も彼にいいところを見せておきたい。

「《監督権限ワン・マン・インデイー・ムービー》……」

　映像と音声を記録し、さらにそれをプロジェクターのように自由に投とう影えい再生できることが一春のＥＣ能力だ。今はあらかじめ記録していた音声と映像を再生するだけでいい。場所は彼らの横手。

「う……アア……」

「!?」

　はっと彼が顔色を変えて注意をそちらに向ける。この世界に長く生きてきた人間であればこそ、突然現れた《首割れ》に反応しないわけにはいかない。だがそれは保健室の壁かべに投影された、ただの記録映像だ。その映像の中の《首割れ》に彼が意識を向けた瞬しゆん間かん、練亜が剣を一振り、また彼の肩を深々と裂いた。惜しくも首ではない。間合いを取って彼は傷を保存する。

「一春！　余計な！」

「ぶー。ハル子だって見てるだけは嫌なんですぅー」

　まだまだできることはある。幸也の耳の近くで、ガラスの割れる音を瞬間的に大音量で再生。人間の反射として彼はびくりとせざるをえない。あるいは単純にドアが開く音。どうしても本来の保健室のドアが開いたのかと目を向けてしまう。隙すき。同じ保健室の光景を重ねて投影し、距きよ離りと位置の感覚を混乱させることも試みた。ほらほらそっちに逃げていいのかなそこはもう壁だよ。

　──時間の問題だろうと思えた。ただでさえ実力は練亜のほうが上だし、障害となる可能性のあった拳けん法ぽう女は既に倒れている。そして自分の能力で思いつく限りの邪じや魔まをしている。全身全ぜん霊れいを使わねば立ち向かえないような強い相手と戦っているときだからこそ、この《監督権限ワン・マン・インデイー・ムービー》の些さ細さいな邪魔は大きな効果を生むのだ。

　そして──

「あは」

　保健室の隅に、彼らはどうしようもなく、追いやられていた。

　寝ている武たけ田だ猫ねこ啼なきを守るように固まっている、愚かで惨めな一団。血を流している拳法女は優ゆう理りがＥＣで治ち療りようしようとしているが、とても復帰は間に合うまい。他ほかの人間には戦せん闘とう力りよくはなさそうで、肉の盾として猫啼の前に立っているばかり。そして唯一の男手である石いし堂どう幸ゆき也やは、

「あははは、あはははは！」

　一いち春はるは笑う。とても楽しい光景だった。彼の姿はとても楽しいものだった。

　もう死ぬ。もうすぐ死ぬ。練ねり亜あの剣で嬲なぶられ、幾度も致命傷を負い、なんとかＥＣで治し、しかし今は左腕を肩から失っている。右足首から先をどこかに置き忘れている。純粋に物理的な四肢の欠損は、どうやら切り離はなされた部位が近くにないと治せないようだ。保健室のどこかに転がっているであろう彼の部位を取ってきてやるつもりは、少なくとも一春にはない。

「はあ、はぁぁっ……」

　荒い呼気。切断部から垂れ流される血液。絶望を抱きかけている瞳ひとみ。ぞくぞくした。とても。とても、とても、子宮が疼うずくぐらいぞくぞくした。だから共有したくなり、

「あは、見てる？　ねえ見てる界かいくん？　石いし堂どうくん死にそうだよ？　界くん殺した最低男が死ぬところがもうすぐ見れるよ！　やったね！」

　手中の愛する人に話しかけた。照れたように首は何も答えなかった彼は一春のおかげだよ愛してると言つたので、一春はもうたまらなくなり彼の唇を軽く奪った。前にいる練亜に振り向いて見られたらまたややこしいことになるのでその一いつ瞬しゆんで我慢するしかなかった。残念。

　不思議なことに、彼らは何かおぞましいものを見るような目をこちらに向けていた。

「そう──一番大事なのは、界かい人とが満足すること。でも、確かにもういいと思うわ。お前を殺して殺して殺しても。そうすれば界人は喜んで私の胸にまた飛び込んできてくれて愛してる界人を愛してるから界人を殺して未来の界人と私の赤ちゃんを殺したお前は死ね！」

　油断できない恋のライバルではあれど（普通に近親相そう姦かんなんていけないことだと思う）、今の自分達たちの状況においては、とりあえず石堂幸也という人間を殺してぐちゃぐちゃにして史上最大の悪行の報いを受けさせるという目的達成には、識しき神がみ練亜という人間はとても信しん頼らいが置けた。だから確定した。確信した。安あん堵どした。

　これで、終わり。

　大罪人である石堂幸也は死んで、そして自分は幸せになるのだ。めでたしめでたし。

「お前らは、マジで、おかしすぎるっ……界人は、もう──」

[image: ]

「おかしなことを言うねえ。石いし堂どうくんは、本当に愛してた誰かが死んじゃった程度で、その人を愛するのを止められるの？」

　一いち春はるがにこりと言うと、彼は──ついでに後ろの何人かも──瞬しゆん間かん的てきに表情を変えた。はっと目を見開き、あるいは瞳ひとみを揺らし、あるいは沈痛そうに目を細めた。

　それが、彼らにできた最後の行動。この状況下では未来はもう確定している。

　逃げ場のなくなった彼らに向けて、練ねり亜あが最後の一歩を踏ふみ込む。殺意と血に塗まみれた剣を振り上げる──




　そして一春は彼らの悪運を呪のろった。

　その未来から彼らが逃れるための、唯一の手段。

　彼女の登場で、この保健室の状況そのものが、変わる。

「ちーっす。やってるー？」

　どこかで見たことのあるような女子が、平然と保健室の戸を開けて入ってきたのだ。

　手の上でメスをお手玉しながら。
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《枯かれ山さん水すい乃の愛あ　──　第七保健室》




「ほー。ほーほー」

　軽く保健室を見回し、事態を把握しようとする。なんか楽しそうなことしてんなー、ということぐらいしかわからなかった。見たことのある気がする戦乙女の剣士。それと比べればあまり記き憶おくにないほえほえ顔の女。やたら前衛的なファッションアイテムを胸の前でしっかりと抱きしめている。自分が知らないだけで、今の女子高生には干ひ涸からびかけた生首がぬいぐるみ代わりに大人気とかだろうか。

　そしてその二人に、部屋の隅に追い詰められるようにしている──目当ての人間達たち。

　突然武たけ田だ猫ねこ啼なきが調子悪そうに倒れ、そこから中華女達に一目散に逃げられた。調子悪い奴やつといえば保健室だろうと適当にアタリをつけて追ってきたのだが、どうやら正解だったようだ。ついでに言えばさらに見たことのあるような奴らもいる。はて、と首を捻ひねって、

「確か……おお！　そーだ、解剖バラしても解剖バラしても治るカエルちゃんじゃねぇか！　ヒューウ、やっぱ縁えんがあるじゃんー？　ナニナニ、あたしの切開くぱあが忘れらんなくて待ってたのかぁ？」

「っ──話には聞いてたけどよ。やっぱり、お前、枯かれ山さん水すい乃の愛あ、か……！」

　既に勿もつ体たいなくも血を流してフラついている少年が、こちらを睨にらむようにして言った。

「ひひひ、そーそう。だいぶイメチェンしちゃったけどさー。この身体も悪くないかもしんねーぜェ、オッパイもレベルアップしたしよ」

「枯山水、乃愛……？」

　ロボットのように機械的な動作で首を回してきたのは、戦乙女の剣士。顔に深々と残る傷跡は、この自分のメスがかつて走った結果だ。結局それが解剖に繫つながらなかったことは生物部として恥ずべきことである。メスは解剖に使うからこそメスなのだ。

　バイザーのような兜かぶとの奥から、視線。そして──殺気が、徐々に。後ろにいるほえほえ顔の女の瞳ひとみにも、さらなる冷気が宿ったように思えた。

「死んでいなかった、か」

「それは──困るね、練ねり亜あさん。ハル子は知ってるよ。界かいくんの首を切り落としたのは、とどめを刺したのは、枯山水乃愛のメスだよ」

「ええ。ええ。界かい人とを殺した大罪人のもう一人。私が直接手を下す前に死んでしまったと思っていたけど……生きていたのね」

　語調が変わる。スコップを持った彼に向けられていた剣先が、揺れる。

「ふふ。うふふ。これも日ひ頃ごろの行いだわ。界人を愛している私の素晴らしさに神様か誰だれかが応こたえてくれたんだわ。もう一度。ちゃんと。自分の手で。界人を殺した原因を作った石いし堂どう幸ゆき也やと、界人の首を刎はねた枯山水乃愛を殺しなさいって」

「ていうか界くん本人のパワーじゃないかな！　さすが界くん、ありがとう！　全すべて計算ずくで、この場にこいつらを集めてくれたんだよね！　あったまいいー！　惚ほれるー！　もう惚れてますけどー！」

　瞳ひとみに冷気と狂気を宿したまま、陽気なテンションで生首を掲げる女子。世の中には変わった奴やつらがいるものだなと乃の愛あは思った。というか首を刎はねたとか何の話だ。全然覚えてない。

「あー……いろいろわからんので、とりあえずあたしの都合で話すな？　お前らさあ、そこにいる面おも白しろエンドレスカエルちゃん殺そうとしてたみたいだけど、それが終わったら後ろで寝てる女も殺すか？」

　戦乙女はあっさりと、首を傾かしげるようにしながら答えた。

「ええ勿もち論ろん。石いし堂どう幸ゆき也やを殺しただけでは仇かたきを取ったことにはならないわ。仲間も皆殺しよ」

「さっきも言ったけど貴女あなたも勿論対象！　つまりこの場にいる人間は全員殺しまっす……練ねり亜あさんが！　怖いね、バイオレンスだね界かいくん。やっぱりハル子のほうがいいって？　そんな本当のこと言ったら悪いよぉ。もっと言って！」

「そうね、この場にいる全員殺すというのには同意だわ。手が滑って一いち春はるも殺してしまうかもしれないけど、多分界かい人となら許してくれると思う」

　むむー、と頰ほおを膨ふくらませた少女が戦乙女と睨にらみ合う。乃愛は肩を竦すくめた。色々な意味で、付き合ってはいられない。

「ハハーン。とにかくあたしの都合としては、武たけ田だ猫ねこ啼なきを殺されちゃ困る……んで、あたし自身も解剖バラしたいってんならそりゃ楽しく解剖バラしっこしましょ、って感じなワケよ。つまり」

　そんな気はしていたが、やっぱりだった。やることは単純シンプル。

　乃愛は空いた手にもメスを生み出し──楽しい解剖の予感に、唇を舐なめた。

「あたしも交ぜてくれよ。もう何Ｐになるかもわかんねーが、解剖バラしながら解剖バラされたりとか、きっとムッチャ楽しいぜェ!?」
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《隠お岐き陽よう花か　──　第七保健室・外》




　派手な戦乙女が窓を破ったおかげで、ずいぶん見通しがよくなっていた。

　外から保健室の様子を窺うかがっていた隠岐陽花は、喉のどを鳴らして小さく笑う。

　くす。くすくす。くすくすくす。

　こうなることは、当然の帰結。予想の範はん囲い内ない。想像の範はん疇ちゆう。

　──楽しくなってきた。動くならば、今だ。

「さあて……そろそろ始めましょうか。ちなみに氷ひよう花か、訊きくまでもないけど、あなたの役目はわかってるわよね？」

　すぐ隣となりで手を繫つないでいる、自分と同じ顔をした少女に声をかける。彼女はいつものように無表情に、一言だけ、

「──何もしないドウ・ナツシング」

「せいかーい！　さすがね、あとでヨシヨシしてあげるわ」

　満足して頷うなずき、陽よう花かは隠れていた茂みから膝ひざを伸ばして立ち上がった。

　軽く周囲を見回し、準備ができているか確認。

　そこにはいるべきもの達たちがいる──この世界なのだから当たり前に。

　そしてすべきことをしている──陽花の命令を待っている。

「一番槍やりは、うん、勿もち論ろんあなたね。なんだか面白そうだから。二番手以降は適当でいいわ」

　とりあえずの順番が決まれば、あとは流れのまま。

「さあ、行くわよカワイコちゃん達。あそこにいるカワイコちゃん達に存分に遊んでもらってきなさい！」

　その号令で足を動かし始めるのは、自分ではない。

　隣となりにいる、同じ顔をした双子の妹でもない。




「うう……アア……あ……ウ……」




　不吉な呻うめき声を重ね合わせる、何十体もの──
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《石いし堂どう幸ゆき也や　──　第七保健室》




　死臭に満ちていた。

　最も身近な場所──自らの身体からは、流れ出る血液の形をとって。視界が明滅する。切断された片腕と片足の喪失感と痛みはとどまるところを知らない。

《治療記録インジユアリーレコード》の唯一の弱点と言ってもよかった。大きく身体から引き剝はがされた部位、それに付随する傷は、元の部位をくっつけるようにして能力を使わない限り治せないのだ。刃で傷つけられた瞬しゆん間かん、あるいは切断された瞬間に記録すれば治せていただろうが、識しき神がみ練ねり亜あの剣はそれを許さないほど速かった。気付けば自分の腕は遙はるか彼方かなたに吹き飛んでいて、さらにはバーベキューのように彼女の剣先に自分の足首が刺さっているのを見ることになった。

（くそ……）

　二つ目の死臭は、眼前に立つ存在が身に纏まとうもの。それは識神練亜という最強の剣士が周囲に振りまくものであり──あるいは、その後ろにいる似に捌さばき一いち春はるが抱いている生首からの移り香でもある。純然たる不吉さと狂気の結晶。

　そして三つ目──この目で見るまでは信じられなかったが、もはや認めざるをえない。

　現れた少女が持っているメスからの、死臭。これは間違いなく、枯かれ山さん水すい乃の愛あのものだ。快楽解剖主義者。壊こわれた殺人鬼。顔や姿が変わっていても、彼女という根本の存在が発する威圧感は変わっていなかった。

　三つの死臭に囲まれて、部屋の端に追い詰められているのが、自分達たちだ。最後尾には意識のない武たけ田だ猫ねこ啼なき。奇き襲しゆうを受けた凜りんも半死半生で、優ゆう理りが必死に傷を治そうとしている。外国人の留学生、マナミリィは何かを探すように視線を周囲に向けており、一方、夜や子こはつい先程練ねり亜あの剣が戦せん闘とうの最中に真っ二つにしたベッドを恨めしそうに見ている。

（どう……する……!?）

　乃の愛あが来たことによって、このまま練亜に押し切られることだけは避さけられた。だが練亜はただ、乃愛を殺してから幸ゆき也やを殺すか、幸也を殺してから乃愛を殺すかの二択で迷い箸ばしをしているだけにすぎないのだろう。

　自分達がこの状況を乗り越えるには戦力が明らかに足りない。なんとか凜が復活するまでの時間を稼かせがなくてはならない。死んでいないのならばもうすぐのはずだ。もう数分。いや数十秒。何かが。何かが、あれば──

　そこで四つ目の死臭が増えた。

「っ!?」

　練亜が割った窓から、何かが飛び込んでくる。制服を着た存在。言葉未満の呻うめき声。獣けもののように跳ちよう躍やくし、それは最も手近なところにいた練亜に襲おそいかかる。

《首割れ》か、と幸也は思った。

　だが違う。

「っ、これは──」

　反射的に練亜が繰くり出した剣を、硬質な音を立てた何かが受け止める。

　そうだ。《首割れ》は、あのように身軽には動かないし。

　両手の爪つめを、まるでホラー映画の悪役のように伸ばしてもいない──

　剣を爪で防いだその存在は、しかし勢いで弾はじかれ空中を滑る。壁かべに足をつけ衝しよう撃げきを吸収、バランスを崩しながら床に落ちる。

「ア……ああ……」

　虚うつろな瞳ひとみと、呻き声と、そうして立ち上がる緩かん慢まんな動作は似たようなもの。しかし動きのメリハリが違っていた。《首割れ》は決して、今見たような動的な飛びかかりなど行ったりはしない。

　そして、何よりも。その外見。

《校マス長ター》が最初の講堂で行った間引きの証あかし、首を断たれた傷跡はなく、そこを牙きばの生えた第二の口にもしておらず。千切れかけの首を後ろに垂らしてもいない。

　ただの死体。

　いや──ただの、ではない。そこには明確な特徴があった。

「ああん？　なんだありゃ」

　首を傾かしげながら、乃の愛あがどこかきょとんとした調子で呟つぶやいた。

　一同の視線を集めているのは、幸ゆき也やが最後に見たときのままの──つまりは血ち塗まみれで死んでいたときのままの──スカートの下にジャージを着込んだ女子生徒の姿。

「あたしじゃねぇか」

　枯かれ山さん水すい乃愛の死体であった。




　五、六、七。

　死臭は四つどころではない。新たな死体が、続けざまにこの保健室に飛び込んでくる。

「オイオイオイ、どーなってんだぁ？」

　それを訊ききたいのはこっちだ。現れた死体は、そのどれもが《首割れ》のように頭部を垂らしていない。獣けもののような爪つめを長く伸ばしている──旧・枯山水乃愛の死体と同様に。

　乃愛の反応を見るに、どうやらその死体の存在は彼女にとっても予想外であるようだ。しかし死体のほうは彼女のような怪け訝げんさを見せることも戸惑うこともなく、ただ──襲おそいかかる。ぶつかり合う爪とメス。

「マジかよ？　さすがに自分の身体の解剖とかはしたことねぇぞ？　ハッ……わけわかんなすぎて笑えてきたぜェ!?」

　乃愛ではない別の死体も、当然のように動いている。手近な生者へと。

「きゃあっ！」

「っ！」

　一いち春はるに襲いかかった死体に対し、練ねり亜あが剣を一いつ閃せん。それは爪で受けられることなく、片腕を切り飛ばす。だが死体は勿もち論ろん悲鳴を上げることなく、再び不気味な呻うめき声を上げて、濁にごった瞳ひとみを前に向けるだけだった。

（チャンス、だ……）

　わからない。何もかもがわからない。だがこの混乱を利用することでしか自分達たちに生き残る方策はないだろう。それだけはわかった。

　幸也は後ろを振り向きつつ、

「今のうちだ、あいつらの意識が逸それてる間に、逃げ──」

　言葉が止まった。

　動きの素早い死体、などというものを目にしたのは一いつ瞬しゆん前のことなのだ。そんなことを予期できるわけがなかった。実際目にしてもまだ認めたくなかった。

　一匹の死体が、自分の頭の上を跳ちよう躍やくして跳び越えたのだ。

　まるで意志を持っているかのように、依然として意識を失ったままの凜りんに向けて、爪の生えた腕を突き出す。彼女の治ち療りように当たっていた優ゆう理りが顔を歪ゆがめ、何かを決意したように、その身体を盾として──

「させ、るかッ！」

　幸ゆき也やはバランスの崩れた身体を強引に動かし、スコップで死体を一いち撃げきした。そしてなんとか弾はじき飛ばす。

　戦せん慄りつした。今の動きは、まるで──意志を持って、凜りんだけを狙ねらったようではないか。

　意志。思考。目的。それは融ゆう通ずうが利くということだ。状況により行動を変化させられるということだ。

「しまっ……」

　だからその死体は、吹き飛ばされた先で身を起こしたあと。僅わずかに何かを考えるような間があってから──凜の代わりに、最も近くにあった無防備な人間に向けて手を伸ばした。

　依然として眠ったままの猫ねこ啼なきの身体に。

　位置的に、それを咎とがめられる人間はいなかった。戦慄──しかし死体は長い爪つめで刺し殺すのではなく、どういうわけか、身体の下に手を入れて、彼女を抱え上げるようにする。

「ネコナキ！」

　マナミリィが率先して動いた。飛びつくようにして、保健室の床に置かれていた観葉植物の鉢植えを持ち上げる。と、そこに植えられていた植物の茎が一いつ瞬しゆんで太くなり、

「《祖国の皆のためにプランテイングドライヴ》！」

　猫啼の身体を持ち上げた死体に向けて伸びていく。しかし死体の伸びた爪は刃物の切れ味。容易たやすくその蔦つたは断ち切られた。異国語で吐き捨てるような罵ののしりの言葉。

　幸也はさらに前進し、再びスコップを繰くり出すが──死体は再度の跳ちよう躍やく。

　保健室の割れた窓枠の上に着地した。マナミリィが鉢植えから植物を伸ばすが、やはり爪がそれを阻止し、猫啼の身体を捉とらえるまでには至らない。

　明確だ。あれには意志がある。意志を持って──猫啼を連れ去ろうとしている。

　幸也は唇を嚙かみ、

「優理、凜はまだ起きないか!?」

「もうすぐの、はずだけどっ……！」

「幸也、まずいぞ。普通の《首割れ》も団体でお越しだ。騒さわがしくしすぎたか」

　夜や子この言葉に見れば、保健室の戸から、のっそりとした動作で見慣れた一団が進んできていた。腐臭のする手足。

　こちらの最大戦力が目覚めないまま、事態は一気に混迷を極めた。なだれ込んでくる《首割れ》。次々と窓から侵入してくる、爪の伸びた《首割れ》ではない謎なぞの死体群。

　そうこうしているうちに、猫啼を抱えた死体が窓から外に飛び出した。

「くそっ、外に出たぞ！」

「あ、おーい！　ちょっと待て、そいつとも遊びたいんだけどあたし！　ああもう、遊びたい奴やつが多すぎて嬉うれしい悲鳴だなァ！」

「一いち春はる！　貴女あなたは死んでもいいけど界かい人とだけは守って！」

「界くん界くん、あんなひどいこと言う人とはもう家族の縁えん切ってもいいんじゃないかなっ」

　乃の愛あは冷たい自分の身体と打ち合っており、練ねり亜あと一春も死体にたかられている。動くなら今しかなかった。

「俺おれ達たちも出よう。先せん輩ぱいを追う！」

「異論は無。むしろ頼たのみ。追わせてくれ」

「凜りんの身体は……俺が運ぶと戦えない。悪いが夜や子こ、おぶってくれ」

「……私か。私なのか。いや、体格的に他ほかにいないのはわかるが、なんという……逆適材適所……はぁ。重みで潰つぶれないよう祈っておいてくれたまえ」

「林はやしはあんたの背中で治し続けるわ。できるだけ早く目覚めるようにするから頑張って！」

　それからマナミリィは茎を伸ばし、保健室の混乱に乗じて、床に転がっていた幸ゆき也やの腕と足を拾い上げた。茎に運ばれてくる人体の部位というのはスプラッタな光景ではあるが気にしていられる場合ではない。

「助、かる……《治療記録インジユアリーレコード》！」

　正直に言えば、おそらく失血死寸前だった。切断面をくっつけるようにして素早く傷を保存し、バランスを取り戻した身体で窓枠に飛び乗る。

「行け、早く！」

　けっして運動神経がよくはない優ゆう理り達を先に脱出させる。伸びてきた《首割れ》の手をスコップで弾はじいて時間稼かせぎ。勿もち論ろん練亜もこちらの行動に気付いた。

「逃げるかッ……そこに！　残って！　死ね！」

　彼女と相対していた爪つめの長い死体の上半身が斬きり飛ばされ、しかもそれがどういう技術かこちらに飛んでくる。まだ動くその死体の爪を、窓枠の上にしゃがみ込んだ姿勢のまま慌ててスコップで受け止めた。練亜は別の死体にたかられて追つい撃げきはなさそうだが、その隙すきに新たな《首割れ》がこちらに首を近付けており──

　ぐん、と身体が引っ張られるような感覚があり、幸也は強引に窓から引っこ抜かれるようにして外に出た。依然として鉢植えを抱えているマナミリィの茎が腰こし紐ひものように幸也の身体を引っ張ったのだ。

「助かった！」

「礼は不要！」

　外は夜。月明かりじみた空の光源、いつもの霧きり。視界はけっしてよくはない。それでも──周囲の状況の厳しさは、よくわかった。

　絶え間なく聞こえる呼吸音。全方位から聞こえる呻うめき声。

　──囲まれている。死体に。あるいは《首割れ》に。

　前方には、猫ねこ啼なきを抱えて走る一匹の死体の影かげ。

　追おうとする。だが追えない。無数の──保健室の中にいた数よりさらに無数の人影が、そちら側に見えていた。《首割れ》ではないシルエット。ただ手中の爪つめだけが不格好に長い、別種の異形。霧きりの向こうから迫り来る、死者の行進──唇を嚙かんだマナミリィが茎を伸ばすが、結果は決まっている。死者の爪と比べれば、彼女の能力はあまりにも優しく脆もろすぎた。

「ネコナキ……！」

「マナミリィ！　それ以上進むと危険だ！」

「だがっ！」

　死者の列とすれ違うように、霧の向こうに、猫啼を抱えた死体の姿が消えていく。

　その一いつ瞬しゆん──猫啼を運ぶ死体を待ち受けているような位置に、何者かの姿が見えた。

　死体ではない。立ち姿から、明らかに生きた人間。

　同じ顔をした、二人の女子生徒だった。




「くすくす──」

「……」




　小さな笑い声と無言。楽しげな顔と無表情。

　それは不気味なまでに対照的な同一。

　その視線と興味の行く先は、自分ではない。そう幸ゆき也やは感じた。近くにいる、自分以外の誰だれかだ。優ゆう理りか、夜や子こか、マナミリィか、あるいは、夜子の背にいる、凜りんか──

　そのとき背後から窓ガラスが割れる音、何かが砕け散る音、金属音、肉が地面に落ちる音。

「あーおいちょい待て、どこ行くんだテメェ!?　カエルちゃん達たちが好き勝手に行動したら解剖計画もぐっちゃんぐっちゃんだろォー？　順番に並べ！　足と腹開いたポーズで！」

「どこに行った……！　界かい人との仇かたき、逃がすわけにはいかない！」

　眼前の少女達のうち、笑っていた一人は──肩を竦すくめたようだった。

　猫啼を抱えた死体を迎え入れるように、踵きびすを返して歩き始める。それと同時に、霧が再び彼女らの姿を隠していく。

　代わりに幸也が感じたのは、周囲、腐臭の距きよ離り感かんが狭まっていく気配。このままでは完全に死体達に包囲されて抜け出せなくなる。背後の音から、絶望的な力を持つあの二人も保健室を脱出したのだとわかった。もういつ襲おそわれても不思議はない。

　幸也は歯嚙みしながら言った。

「……逃げるぞ。包囲の突破に全力だ。先せん輩ぱいは──もう追えない」




　　　　　　　　　　[image: ‡][image: ‡][image: ‡]

《檜ひ山やま田だ孝たか臣おみ　──　第七保健室・外》




　日が暮れたので、今日はどこで寝ようかと適当に散策していたら、

「むっ……新たな場所発見。実績解除、ピコン、《保健室へようこそ》……」

　使えそうな建物を見つけた。

　外から見ると、明かりは点ついているが、どうやら窓は割れているようだった。誰か先客がいるかどうかは──五分五分といったところか。

　そのあたりをうろついていた《首割れ》を適当に倒しつつ、巨体を揺らしてのしのしと進み、孝臣は建物の中に入ってみる。

「やあ。俺おれは檜山田孝臣、陸上部だ。ここを寝場所に使わせてもらいたいんだが──」

　などと言いながら一番大きな部屋に向かう。そこまでの廊下の惨状を見て想像はついたが、部屋の戸も完全に破は壊かいされていて、ぐちゃぐちゃになった部屋の内部の様子がすぐに見て取れた。そして予想は半分当たっていた。生きている先客はいなかったが、死んでいる先客ならここにすし詰めになっている。

「あア……う……」

「むおっと。なんでこんなにいるんだ？」

　どういうわけか、保健室の中には十体以上の《首割れ》がひしめいていた。何かの目的があって集められたのだろうか？　いやまさか《首割れ》を思い通りに操ることなどできるわけがないので、たまたまここに何か好物でもあったのだろう。それを食べ尽くしてみんなでぼーっとしていたところとかだ。

「ってか、なんか見たことない敵がいるな！　実績解除チャンス！」

　そしてその中には、微妙に他ほかの《首割れ》とは姿の異なるものもいた。死臭がするのは同じだが、喉のど元もとは別に割れてはおらず、手の爪つめだけが長く伸びた死体。

　それはどうやら通常の《首割れ》よりもハイスペックらしく、いち早く孝臣に気付いてずるりとその腐りかけの足を動かしていた。同じ死体としての鈍感さは勿もち論ろん持っているが、それと同時に、《首割れ》にはない力強さと精密性があるように感じられる。映画的に言えば、走るゾンビと走らないゾンビの違い──といった感じだろうか。どちらにしても、孝臣としてはゾンビは映画で見るものではなく、やはりゲーム中でぶっ殺すものなのだが。

「こいつは間違いねえ。レア敵だ。いいぞいいぞ……」

　ゲームが大好きな孝臣にとって──この【課外活動】は、それほど悪いものではなかった。ただ自分がゾンビサバイバルゲーの中に放ほうり込まれたというだけ。普段からそんな世界に憧あこがれてゲームをしていたのだから、実際そこに入っても必要以上に怯おびえたり脱出方法に悩んだりはしない。そもそも悩めるほど頭がよくない。

　だから自分は自分にできることをするだけだ、というのが孝臣のスタンスだった。ゲームみたいな世界の中に入ってしまったことを楽しんで適当に生きていれば、そのうちどうにかなるだろう。他ほかの人にとっては違うのかもしれないが、幸い、自分にはゲームの主人公として行動しても不都合がない程度の力は与えられている。

「《大回転不正球アンチエインド・チエインドウエイト》！」

　自分に与えられたＥＣ──鎖くさりに繫つながれた鉄球を生み出す能力。これは《首割れ》達たちの頭を叩たたき潰つぶすには充分すぎる武器となる。さらに言えば、それを扱うにふさわしい肉体。

「よおッし……ステージ開始ィ！」

　鉄球を振り回し、飛びかかってきた爪つめの長い死体に叩きつける。細かいことは考えない。とにかくパワーだ。中学から続けて入った陸上部で、身体は充分に鍛きたえられている。孝たか臣おみはゲームも好きだが、身体を鍛えるのも好きなのだ。鍛たん錬れんを繰くり返して自分の思い通りにパラメータが上がっていくのは楽しいものだ。

「よっしゃ一匹ー！　ピコン！　続いて二匹目、おお雑魚ざこも来た！　まとめて大だい攻こう撃げき！」

　爪の長い死体だけでなく、見慣れた《首割れ》も襲おそいかかってきた。構わず対処する。孝臣の生み出す鉄球は、そのサイズをある程度自由に変えることができるのだ。素早く叩きつけたいときにはサイズを小さくすればいいし、破は壊かい力りよくを出したいときにはデカくすればいい。

　そうして孝臣はいつも通りに楽しく、ゲームのように死体を破壊していき──




「よーし、ステージクリアー。簡単すぎてクリア実績はないなこりゃ」

　本日の寝床を確保した。保健室の中は元からぼろぼろで、さらにこの掃除のおかげで臓物塗まみれになってしまったので、ここで快適に眠るのは難しそうだが。

（二階にも倉庫みたいな部屋がありそうだったな……寝るのはそこにするか。毛布とか布団運んで、バリケードで階段塞ふさいで……）

　のんびりしてもいられない。夜の九時ぐらいになると学内の電気は使えなくなってしまう。保健室の中を適当に歩き回り、使えそうなものをかき集めることにした。あまり汚れていない毛布。バリケードに使えそうな机。ベッドの下を覗のぞき込むと、そこには一つ黒玉が転がっていた。誰だれか人間がここで死んだのだろう。ここにいた《首割れ》達のせいか、それ以外の要因かはわからないが。

　その黒玉をつまみ上げたとき──ぐー、という変な音が背後から聞こえた。

「ん？」

　振り向くと、そこには。

　薄うす汚よごれたゴスロリ服に身を包んだ少女がいた。

　可愛かわいらしい顔立ち。孝臣とは対照的な、線の細い身体。ぼんやりとした瞳ひとみ。

　しばらく無言で見つめ合う。勿もち論ろん、ここまでの時間で、【課外活動】における敵が《首割れ》だけでないのはわかりきっていた。ゾンビゲーだってほぼ確実に自分以外の人間と戦うことになる。なので孝たか臣おみも当然のように今までそうして動いてきた。敵であれば──仕方がない。

　ほどなくして。彼女の唇がゆっくりと動き、

「おなか……へった……」

　ぐー。

　再びの異音で、それが彼女の腹が鳴る音だと気付く。

　がっくりと肩の力が抜けた。武器も持っていないし、悪い人間ではなさそうだ。

「あー。メシか？　俺おれもあんま持ってるわけじゃねーんだけど……」

「舐なめたい……飴あめ……舐めたい……」

　そこで気付いたが、彼女の視線は孝臣の顔ではなく、手に持ったものに向けられていた。先程拾ったばかりの黒玉に。

「……これ、飴じゃねーだろ」

「飴……」

　フラ、と彼女が足を前に出した。本当に、それしか見えていないというように、孝臣の持つ黒玉に向かって。

　孝臣は口をへの字にした。正直に言って、孝臣は黒玉のことはわりとどうでもいいと思っている。五百個とか千個とか気の遠くなるような数を集めるということに現実味が湧わかないのだ。まあ集めたら実績が解除できるのは確かだとしても、今はこのリアルゾンビサバイバルゲームを心の底から楽しむだけで精一杯。そのうちに黒玉などは勝手に溜たまっていくだろう、という考えだ。

　だから──惜しくもなく。ボケーッとしたこの少女に教えてやるべく。

　近寄ってきた彼女に向けて、その黒玉をひょいと軽く差し出した。

「あ……！」

　彼女ははっと目を見開いて。孝臣の指の上にあるそれに──直接、口を近付けてきた。

「おうっ!?」

　柔らかな感触が孝臣の指先に触れる。唾だ液えきの温度。舌で黒玉が掬すくい取られ、空気に触れた肌の涼やかさがどこか名残なごり惜しさを発する。動揺を抑えつつ、

「……な？　飴じゃねえだろ？　喰くっても腹は膨ふくれねぇから……」

「ん、美味おいしい……」

　しかし彼女は満足げに、とろんとした表情で頰ほおを動かしていた。

　それは──本当に、幸せそうな。心の底から、美味しいものを食べているような表情で。

　見ているこちらのほうが、幸せになるような顔で。

　孝臣は言葉を止めて、ぽりぽりと頭を搔かくしかなくなった。

（まあ……いろいろあったんだろうなあ……）

　この【課外活動】では、人間の精神など如何いか様ようにも変わりうる。ゾンビよりも敵サイコパスのキャラの濃こさのほうが有名なゾンビゲーにも引けを取らない。孝たか臣おみもこれまでに赤ちゃん言葉の茶道部とか世の中の全すべてがフィギュアに見えているアニ研男子などに殺されそうになって鉄球をぶちこんできた。

　それと比べれば──黒玉を舐なめる彼女など、可愛かわいいものだ。二重の意味で。

　もごもごと口を動かしながら、そこで初めて、彼女は視線を孝臣の顔に向けた。依然としてぼーっとした目ではあったが、かくりと首を傾けるようにして、

「飴あめ……くれた……せんせー……？」

「いや先生違う。俺おれは体育科二年九組、檜ひ山やま田だ孝臣だ！　まあぶっちゃけ、昔からジャージ姿のときとかよく先生に間違われてたけどな！　がはははは！」

　おっと、と口を押さえる。昔から笑い声がうるさいともよく言われていた。音を聞きつけて集まってくる《首割れ》がいる今、騒さわがしくしていいことはあまりない。

「たかおみ……」

　ころり、と口の中の黒玉を転がしながらそう呟つぶやいた彼女は、また逆方向に首を傾かしげて。

「せんせーじゃない、けど……飴、くれた。また……くれる……？」

　彼女の言う飴とは。やはり黒玉のことだろう。勿もち論ろん、まだ何個か持っている。彼女はそれを飲み込むのだろうか？　あるいは飽きたら吐き捨てるのだろうか？　ともあれそれは、今舐めている一個だけでは足りないという意思表示。

　孝臣は少し考えて、しかし頭が悪いので何も考えられずにただこちらを見上げている小動物のような彼女の瞳ひとみを見つめ返すだけの時間を使って、結局脊せき髄ずい反射で答えた。

「あ……ああ。欲しけりゃ、また、やろうか。元手はタダだしな！　がはははは！」

「ん」

　ふ、と彼女が頰ほおを緩ゆるめたように思えた。そして──

　何をするでもなく。何を言うでもなく。

　ただ、孝臣の身体にその身を寄せてきた。軽く頭を傾けて、孝臣の脇わき腹ばらに触れさせて、そうして立つだけ。従順な小動物のように、同じ方向を向いて、ただ立つだけ。

　ふわりといい匂においが届いてきた、ような気がする。

「えと……俺、今から上の倉庫に寝床を作ろうと思ってたんだが」

「……」

「お前も、そこで寝るか？」

「うん」

　黒玉を舐めながら、ぼんやりと、頷うなずき。

　相変わらず、よくわからない子だ。まったくわからない子だ。けれども、まあ、悪い奴やつでも危険な奴でもなさそうだし──何よりも、可愛いし。

　とりあえず、一緒に行動してみることにしようかと、孝臣は思った。

「あー。ところで……お前の名前は？」

　脇わき腹ばらに押し当てられていた髪かみが滑って、彼女の顔が孝たか臣おみを見上げる。

　何かを思い出すような、長い長い間があって──

「みつがい、こいぬ」

　ぴったりの名前だなと思った。
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《武たけ田だ猫ねこ啼なき　──　大講堂／壇だん上じよう》




　目覚めてすぐ、武田猫啼は、自分が窮きゆう地ちに陥っていることを知った。

　それ以外のことはまったくわからなかった。

　最後に頭にある記き憶おくは、一番の親友である、凜りんの顔。唇。けれど今眼前にあるのは、暗い板張りの床、その木目だ。手足は動かせない。何かで縛しばられている。

「っ……」

　うつぶせになっていた姿勢から、なんとか身体を回して身を起こす。薄うす暗ぐらい空間──風の流れ──無数の吐息──

　そのとき背後で淡い光が生まれ、猫啼は慌てて首を回す。

「ようこそ、武田猫啼せんぱい。あたし達たちの城へ」

　教卓のような台の上に、一人の少女が足を組んで座っていた。光源はその教卓の上に置かれたランタンだ。いや──あれは教卓ではない。そう、教師達が行事のときに使う──壇上にある、講演台。

　つまりここは講堂か、と猫啼は驚おどろきと共に理解した。

　全すべてが始まった場所。あの講演台で話をしていた本当の校長が《校マス長ター》と名乗る超存在にあっさりと殺されたあの瞬しゆん間かんから、全てが始まったのだ。それは過去で、過去は懐なつかしい。【課外活動】以前と以後の、純然たる境目がここだ。しかし猫啼は懐かしさよりも疑問を抱く。なぜ大講堂にいるのか。いられるのか。ここは、確か──

　そこで講演台の横にもう一人の人ひと影かげがあることに気付き、猫啼ははっとする。最初はそこに鏡があるのかと思った──だが違う。顔は同じでも、姿勢は違う。表情も違う。講演台に座る少女と同じ顔の存在が、その台の横でただ無表情に立っている。感情なく、猫啼を見下ろしている。

「……あなた達は？」

　猫啼の言葉に、台に腰掛けている少女がにっこりと笑って答えた。どこか優雅で、それでいて小こ悪あく魔ま的てきな笑み。

「へー、さっすがー。落ち着いてるのね、泣いて暴れたりしないのね。いいわ、ヨシヨシしてあげたくなっちゃう。でも先に質問に答えておくと──私は普通科二年五組、隠お岐き陽よう花か。こっちは二年十二組、隠岐氷ひよう花か。双子の妹よ」
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「──その通りザツツライト」

　ぽつりと、無表情なほうの彼女が言った。なぜ英語かはわからなかったが。

「ここは……大講堂、かしら。あなたはさっき城だと言っていたけれど」

「そうそう。文字通りに根城って意味ね。まあ魔ま王おう城じようとかそういう感じのニュアンスだと思ってくれても別にいいけど？　ていうかそうね、これからはそう考える人間のほうが多くなるのかもしれないわ」

　くすくすと喉のどを鳴らすようにしながら、やはり楽しそうに彼女──陽花は言う。猫ねこ啼なきは眉まゆを寄せて、先程から気になっていたことを訊きいてみることにする。

「正直に言って、信じられないわ。大講堂は使えないものとばかり思っていた」

「へー。理由をどうぞ？」

「ここは全すべてが始まった場所。この広い学園の中心。私達たちも【課外活動】が始まってから大講堂に行こうとしたことはあったわ。出発点に戻れば、同じことを考えた他ほかの生存者と合流できるかもしれないもの」

「うーん、やっぱりいい声ねぇ。ああ、続けて続けて？」

「──でも、大講堂には辿たどり着けなかった。中には入れなかった。きっと、他の誰だれも入れないだろうと判断して、私達たちは別の場所に向かった」

「どうして？」

　挑発的な、挑戦的な、にやにやとした笑み。

　猫ねこ啼なきはそのときの光景を思い出しつつ、

「《首割れ》が多すぎたから。ここは、あの《校マス長ター》による間引きが行われた場所。全校集会に集まっていた全校生徒の四分の三ほどが一いつ瞬しゆんで首を切られて、【課外活動】に参加するものとそうでないものに分けられた──」

「──その通りザツツライト」

　もう一人の彼女、隠お岐き氷ひよう花かの、先程と同じ言葉での小さな呟つぶやき。賞賛も嘲あざけりもない、ただ呟く機会だったから呟いたのだというような言葉。視線すら合わない。まるでそういうプログラムで口を動かすだけの人形のようでもある。

　対照的な陽よう花かは、依然としてにやにやとしている。猫啼の言葉の続きを待っている。

「だから、ここには学内のどこよりも《首割れ》の数が多かったわ。ここから学園全域に歩いて広がったとも考えられないから、《校長》がある程度は動かしたのかもしれないけれど──とにかく、ここは巣のようなレベルで何十体、何百体の《首割れ》がいた。講堂を外から見ただけでそう感じたのだから、多分中も同じようなものだろうと判断したの。そんなところに入るのは自殺行為よ」

「ふふ。うふふ。だから、私達が中に入れるわけがないってことね。根城になんてできるわけないってことね」

「……そう。あれだけの《首割れ》を全すべて排除したとは、とても考えられな──」

　そこで陽花はさらに笑い声をあげつつ、ぴょんと講演台から飛び降りた。

「排除？　あはは、排除？　あなた、前提からして間違ってるのよ。それじゃあ理解できないでしょうね。《首割れ》を何だと思ってるのかしら？　知性のない化け物？　ただ学園をうろつくゾンビ？　生徒達の可哀かわい想そうななれの果て？　違うわ──」

　台の上のランタンに手を伸ばし、つまみを捻ひねる。光量を上げる。

　すると、今まではこの壇だん上じようを淡く照らし出していただけの光が、周囲にある広大な空間までも照らし出すようになって──

「《首割れ》は、ただの飼育動物よ。私にとってはね」

「──っ！」

　悲鳴を飲み込む。

　猫啼の背後。猫啼が縛しばられて転がされていた壇の下。まるで偉人の講演を聴きく信奉者のように、最前列の席に、数十体の《首割れ》が整然と並んで座っていた。

　身体が揺動してはいる。不気味な吐息と呻うめき声を発してはいる。けれど好き勝手に歩みを進ませることはなく、ただ、その場で千切れかけの首をぶらぶらと揺らせて座っていた。

「ああ、大丈夫大丈夫。襲おそいかかってきたりしないから。むしろ私の言うことならなんでも聞くカワイコちゃんばかりよ。ほら、拍手拍手ー」

「……！」

　目を見開くしかなかった。陽よう花かの言葉が聞こえたかのように、椅い子すに座っていた《首割れ》達たちは──その土気色の腕をのっそりと持ち上げて。

　べち、べち、とその手を打ち合わせたのだ。

「《首割れ》を操る、ＥＣ能力……!?」

「おー、鋭するどい。でも……はい氷ひよう花か、言ってあげなさい」

「──不正確インアキユラシー」

「そういうこと。あの後ろのほうにいるカワイコちゃん、見える？」

　陽花の視線を追って、猫ねこ啼なきは座っている彼らの後方、ランタンの光が届いているぎりぎりの範はん囲いにも目を向ける。動く影かげがあったのだ。ああ、そこにも死体がいる。無数にいる。いつも見ているようにのたのたと歩いているもの。背もたれに膝ひざをぶつけて倒れ、座席の上で泳ぐようにもがいているもの。

　ただし──違う。《首割れ》ではない。動きや雰囲気は同じだが、首が裂かれてはいない。あれは、ただの死体だ。ぱっと見てわかる異常としては、爪つめが獣けもののように長く伸びていること──

「あのコ達は拍手しにくい手になっちゃうのよねー。まあ特徴があるのはいいことだけど」

　猫啼は唾つばを吞のんだ。眼前にある光景。それから想像できることは。

「《首割れ》を含んだ、死体を操る能力……」

「せいかーい。《死育部デツドブリード》──飼育部だった私のＥＣ能力。細かい理屈は私にもよくわかんないんだけど、とにかく触った死体を支配下におけるのよね。で、支配した死体には簡単な命令とか与えて制御することができる、と」

「それが……《首割れ》だけではなく、普通の死体にも適用できるというわけかしら」

「そう。《首割れ》じゃない普通の死体に対して私の能力を使うと、あーいうふうに爪が伸びてパワーアップした状態で私のシモベ、カワイコちゃんになっちゃうの。命令してないときは普通のゾンビみたいな感じになるけどね。そう言えば《首割れ》って名前つけて広めたの先せん輩ぱいだっけ？　あれは《爪長》ってそのまんまの名前で私は呼んでるからそれもまぁ広めてくれていいわ」

「広、める……」

　猫啼はじっと陽花の目を見つめた。陽花も薄うすい微笑で見返してきた。

　訊きかなくてはならないことは、他ほかにもあった。それはある意味、訊く必要もないものなのかもしれなかったが。半ば予想はついていて、今この瞬しゆん間かんにその予想がさらに確信へと近付き、それでも問わざるをえない。

「私に……何をさせるつもりなの？」

「決まってるじゃない。放送部部長、武たけ田だ猫ねこ啼なき先せん輩ぱい。あなたの《歩く放送室アラウンドトーカー》を使って喋しやべってほしいことがあるのよ」

　やっぱり、と猫啼は目を細めた。今までの流れはよくわからないが、自分がどういうわけか攫さらわれたのだということだけは理解できた。誘拐には必ず目的がある。

「カンタンなことよ。あなたは学園がこうなる前、生徒から寄せられた面おも白しろいお手紙とかを放送で読んだりしてたんじゃない？　それと同じことをしてほしいだけ。私がこれから言うことを、私が伝えたいことを全校に向けて発信してほしいだけ」

「──内容によるわ。こんなことしなくても、きちんと話してくれれば……」

「あはは、さすがにそれはバッカじゃないの？　バカなふりよね？　わかってるけど少しだけ段取りを踏ふんでみただけよね？　あなたが喜んで協力してくれそうにない内容だからこうしたの。そもそも実力でどうにかできればそれでよかったんだけど、あそこに強い邪じや魔ま者ものが二人もいたから厳しくてね。さすがにカワイコちゃん達たち総動員しても難しそうだったから、作戦変更してあなたを連れ去ることにしたの。結果的に手に入れられれば同じだから」

「手に入れる……何を？」

「ＥＣ増幅器エキスパンダー」

　短い英単語だったが、喋ったのは氷ひよう花かではない。陽よう花かが少女然とした笑みのまま、しかしどこか邪悪に唇を曲げて、その言葉を発した。

　──だとしたら。自分が寝ている間に、彼女達は一戦交えたのだろう。彼女達が求めるＥＣ増幅器を持っている──自分にとっての大切な友人、林はやし凜りんと。しかし奪えず、代わりにこの自分が連れ去られた……

「私は……人質、なのね」

「あら冷静。まあそういう意味合いもあるけど、それだけじゃないわ。あなたにはこれから、私の目的を全校生徒に向けて放送してもらう。私こと隠お岐き陽花は、これから目につく全すべての死体と《首割れ》に対して《死育部デツドブリード》を使い、この【課外活動】の世界をよりスリリングにしてあげようと思っていますってね」

「！」

「能力を使った《首割れ》は少しだけ凶暴になるし、そこらへんで寝ていた死体も《爪長》になって元気いっぱい。私が特に指示を入れないニュートラル状態のときは、これまでと同じようにフラフラごはんを求めて彷徨さまようだけだから……つまりはまぁ、純粋に学園内のゾンビ密度が高まったり強ゾンビが生まれたりして楽しいことになるわよ、って感じね」

「どうして……そんなことを！　危険なだけよ！」

「だから世界をもっとスリリングに、もっと楽しくしたいだけだってばー」

　意味がわからない。意味がわからない。

　陽よう花かの目を見つめる。彼女とて【課外活動】に巻き込まれた生徒のはずだ。どうしてクリアを目指さない？　人を殺したくないからただ生き残るという選択でもいい。《首割れ》に襲おそわれない能力を持っているなら、むしろそのほうが自然なはずだ。どうしてわざわざ、世界に混こん沌とんを振りまくようなことをするのか。

　視線を動かす。氷ひよう花かは今までと同じ、無表情のままだ。双子の姉と同じ考えか。

　ここにいる二人は──テロリストじみた、快楽的な破滅主義者なのか。

　猫ねこ啼なきは軽く唇を嚙かんだ。今の自分に使える武器は言葉しかない。説得できるとも思えないが、できることがそれしかないのならば、諦あきらめることはできなかった。

「……それを、どうして放送するの？」

「決まってるでしょう？　宣戦布告よ」

　彼女は当たり前のように、迷いなく、そう言った。

「今生き残っているみんな、嫌ならばここに殺しに来なさい、という感じね。あはっ、さっき言った通りよ。このゾンビだらけの魔ま王おう城じように勇者達たちがこぞって乗り込んでくる感じになるかもしれないわ。うーん、楽しそう！」

　それから彼女は、何かを思い出したようにぱちんと軽く両の掌てのひらを打ち合わせて、

「あとね、ここでさっきの話に戻るけど。できればＥＣ増幅器エキスパンダーが欲しいの。多分、あれがあれば私の能力は拡散するわ。なんとなく、私の能力は死体に感染するウイルスのようなものだと思うの。今は直接私が触れることでしか感染させられないけど、ＥＣ増幅器があれば、能力の影えい響きよう下かにある死体から別の死体へ、間接的に支配を広げられるようになると思うわ。それが一番自然な強化の方向性じゃない？」

「──」

　自分の顔から血の気が引くのがわかる。今でさえ《首割れ》は脅威であるのに。その《首割れ》がさらに強くなり、それに殺された生徒達の死体さえも爪つめの長い化け物になり、さらにそれがどんどんと広がっていくとなれば──それは、あまりにも。絶望的で、終末的すぎる。

「だから、ＥＣ増幅器をここに持ってきてくれる協力者募集のアナウンスもかけてもらいたいの。持ってきてくれた人にはなんでもお礼をするっていうことでね。私、結構黒玉とかもいっぱい持ってるのよ？　死体から出るものだもの、誰だれよりも死体に近しい私がたくさん持ってるのは当然でしょう」

「そんな協力者なんて……」

「いるかもしれないわ。この【課外活動】自体がハードモードになるのと引き替えに、どうしても目先の黒玉が欲しい人なら充分選択肢に入るでしょう。それに──今持っている本人が持ってきてくれるなら、それでもいいしね？」

　陽花の瞳ひとみに、猫啼をからかうような色が混ざる。そこでやはり確信した。彼女は凜りんがそれを持っていることを知っている。猫啼を人質にそれを手に入れようとしている。

　端的な判断を、猫ねこ啼なきはせざるをえなかった。

　この隠お岐き陽よう花かという人間は──悪だ。

　愉快犯。快楽主義者。力を合わせてクリアを目指すべき【課外活動】において、あるいはあの枯かれ山さん水すい乃の愛あと同じように、誰だれとも相あい容いれることのできない目的を一番としている──異物。

「……悪いけれど。今聞いたことから判断すると、こう答えるしかないわ。私は、あなたの言うことを放送することは──」

「あー、待って待って。結論を出す前に、言わせてほしいの。武たけ田だ猫啼先せん輩ぱい……あなたは善人かしら？」

　猫啼は眉まゆを寄せる。だがどうやらその言葉は問いかけではなく、ただ自分が言いたいことを言うための前置きでしかなかったらしい。陽花は猫啼の返事を待たずに、

「うふふ。私は違うと思う。少なくとも、打算と計算のできる頭のいい人だと思ってる。そうでしょう？　そうじゃなきゃ、あなたはあなたの能力をもっと使っているわ。最初の放送だけじゃなく、もっといろんなことを全校生徒に向けて喋しやべって、もっといろんなコミュニケーションを取ろうとしているわ。もっといろんなイベントを起こそうとしているはずだわ」

　陽花が近付いてきた。上半身を起こしていた猫啼の肩を、そっと手で押し──壇だん上じように、背中をつけさせる。暴力的ではなかったが、なぜか、抵抗できない圧を感じた。

　見下ろす陽花の表情も、笑顔のままだ。

「なのに、どうしてそれをしないのか。わかっているわ。あなたは、ほとんどの他人が自分よりも愚かであると知っている」

「……」

「それが計算であり打算。どんな言葉を伝えても、どんな解決策を示しても、愚かな生徒達たちは取り返しのつかない愚行をし、事態は今以上に最悪になる──あなたはそれを危き惧ぐしている。それならば自然に任せて、各人が各人のペースで現状に対抗してほしいと、必要以上に干渉したり道を示したりしないようにしている」

　陽花が身体の上に乗ってきた。小さな身体。けれど縛しばられた状態ではとても押し退のけられない。腰の上に馬乗りになり、彼女はぱちりと指を鳴らした。変化は──音。

　陽花の視線は外れない。

「そういう計算ができる人は、究極的には、愚かな選択はしないと思うの。メリットとデメリットを天てん秤びんにかけて、正しく得になる選択をする。だから私は確信しているわ。あなたは私の言葉を代弁して放送してくれるって。ねえ、氷ひよう花かだってそう思うでしょう？」

「──肯定ポジテイブ」

　音が、近付いてくる。しかしまだ、猫啼には大講堂の天井しか見えない。

「まず一つの提示。言うまでもないことだけど、私の言うことを聞いてくれないなら、あなたには死んでもらうことになる。勿もち論ろん、もったいないの精神でそれからは私の手足になって働いてもらうわ。醜みにくいゾンビになったあなたの姿、知ってる人が見たらとっても衝しよう撃げき的てきでしょうね」

「っ──！」

　想像してしまった。その未来を。

　そして、今まで意図的に考えないようにしていた──凜りんの現状を。

　彼女の口ぶりからして、きっと死んではいないのだろう。枯かれ山さん水すい乃の愛あからは逃げ延びて、しかしその先で何かがあり、自分だけが連れ去られた──という流れのはずだ。

　今、凜は何を考えているのだろうか。何を感じているのだろうか。

　彼女は優しい人間だから、ひょっとしたら、自分が連れ去られたことに責任を感じているかもしれない。その上でさらに、もし彼女がこの自分の死体など見てしまった日には──彼女がどれだけ絶望するか。どれだけ責任を感じてしまうか。

　それは──あるいは、彼女自身を、根本から押し潰つぶしてしまうかもしれない。

（……ああ。こんなことを考えていること自体が、打算、なのかしら……）

　陽よう花かの言葉を認めてしまいそうになる。彼女の悪に流されてしまいそうになる。

　けれど、まだもう少し、耐えられる。

　凜の絶望した顔を見るのは絶対に嫌だが。自分が悪事に荷担して、凜が落胆したような顔を浮かべるのも、嫌だ。なんとか、手を探したい。陽花に協力しなくて済む手を。

　ああ、しかし。しかし──

　音が。ずるり、と壇だん上じように這はい上がってくる音が。死臭のする呼気が。

　無数に、無数に、近付いてくるのがわかって。

「揺れているみたいだから、さらに追加で脅迫をしてあげる。私の頼たのみを断るなら、死ぬ前にとってもレアな体験をさせてあげるわ。これであなたは気兼ねなく私に協力してくれると思うの。ああ、でも万が一ってことはあるわね。もしそうだったら脅迫が脅迫にならなくなって、計画は破は綻たんしちゃうわ。だから先に訊きいておきましょう」

　身体の上に乗っている陽花が身を折り曲げ、その顔を近付けてきた。

　やはり、笑ったまま。

　悪あく魔まのように、笑ったまま。




「あなた、ひょっとして死体に犯されて喜ぶ趣しゆ味みがあったりする？」




　そうして──

　武たけ田だ猫ねこ啼なきは、生まれて初めて。

　自分が望まぬ言葉を、その美しい声に乗せて、誰だれかに届けることになった。










　　第二章
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《石いし堂どう幸ゆき也や　──　第五室内運動場》




　夜明けと共に一同の頭の中に響ひびいた、その放送は。

　幸也達たちの言葉を奪うに充分すぎるものだった。




　学園内全域、【課外活動】参加者全員に向けて発されているという前置きの放送。

　聞き慣れた、しかし珍しくも強こわ張ばった響きの、意にそぐわぬ言葉であることが明白な声。

　隠お岐き陽よう花かと隠岐氷ひよう花か。大講堂を根城とする二人。

《首割れ》を強化し、また普通の死体を《爪長》として蘇よみがえらせるＥＣ、《死育部デツドブリード》。

　陽花の目的はその能力で学園内にさらなる混こん沌とんをもたらすこと。

　そのためにＥＣ増幅器エキスパンダーを求めている。

　ＥＣ増幅器を自分のもとに持ってくる協力者を求めている。持ってきたものには黒玉だろうがなんだろうが願いを叶かなえてやる。

　そういう──宣戦布告だった。




「……」

　猫ねこ啼なきの言葉が途絶えて、数分。言葉を発するものはいない。

　ようやく、幸也は首を回して周囲の様子を窺うかがうことができた。

　あの死体達の包囲から逃げて辿たどり着いた一時の安地は、小規模な体育館のような室内運動場。そこにある、応援席のような中二階だ。かつて捕まったあの武道場内部にあった運動場に似た作りだが、あそこよりも応援席の面積自体は広い。そこに上ってからはしごを上げてしまえば完全な安全地帯となるし、屋根もある。理想的な隠れ家であり、ひとまずここで朝を待とうということになっていたのだが。

「武たけ田だ……」

　虚空を見つめて、愕がく然ぜんと、凜りんが呟つぶやいた。沈ちん黙もくをまず破るのは彼女だろうという気はしていた。

　今の放送で、昨夜の保健室での出来事の裏はそれなりにわかった。

　練ねり亜あと乃の愛あがいた保健室に飛び込んできた死体は、陽花の《死育部デツドブリード》に操られたもの。本来の乃愛の死体がそのＥＣ能力で《爪長》となってゾンビ化したものだ。遅れて現れた別の《爪長》や《首割れ》も同じ。狙ねらいは──凜が持っていたＥＣ増幅器。しかし練亜と乃愛がいるのを見て、陽よう花かは狙いを猫ねこ啼なきの身柄へと変えた……

「やれやれだ。単純明快なやれやれさだ。トリックが見え見えのＵＦＯ写真を目の前に差し出されたような気分だね。全すべてを見なかったことにしたいところだが……」

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ。これは……大問題だわ。教育的指導案件よ、間違いなく」

　夜や子こは目を細め、優ゆう理りは血の気の失うせた顔で、そう呟つぶやく。

　そして、もう一人。自分達たちよりも、彼女に近しい──だからこそ、いつかは踏ふみ込まねばならない地雷原に最初の一歩を進めた、褐色の女子生徒。

　どこか掠かすれたような声音で、彼女は言った。

「リン……どうする」

「どうするって」

　マナミリィの言葉に、ぎり、と奥歯が嚙かみ締しめられた。

　そして、爆ばく発はつするように、

「決まってるでしょ！」

　壁かべに、穴が空く。彼女の拳こぶしによって。

　彼女は誰だれも見てはいない。顔を伏せ、頭頂部を壁にくっつけるようにして、ただ、息を吐はいていた。さらに暴れ出しそうになる何かを抑えるべく。

「武たけ田だを……助ける」

「リン……」

「あたしのせいだもん。全部、あたしが悪いんだから。絶対、絶対、助けなくちゃ。武田があんな放送するなんて。何かされたんだ。脅されたんだ。許せない。でもその原因もあたしだ。あたしがしっかりしてれば──調子に乗らなかったら──あたしが──」

　その呟きを聞くまでもなく、情緒不安定なのは見ただけでわかる。

　幸ゆき也やもけっして落ち着いているわけではなかった。優理達が言う通り、この状況はとても指をくわえて見ていられるものではない。しかし、考えなければならないことがいろいろあった。

　だから幸也は凜りんの背に、短く訊きいた。

「……どう助ける？」

　肩越しに、獣けもののような視線が返ってきた。

「何をしても」

　怯ひるむわけにはいかない。意図的に肩を竦すくめて見せて、

「具体的なところを訊いてるんだけどな」

「──一番簡単なのは、連れ去ったやつらをぶっ倒すことね」

「だが、向こうの……先程の放送でいう《死育部デツドブリード》か。あのＥＣ能力は厄介ではないかね。私達は人間を馬のように調教して支配する相手とも戦ったが……それと比較しても、《首割れ》に《爪長》……手駒となるものが多すぎる。純粋な物量問題だ」

「そう。勝てないかもって？　じゃあ代わりのことをするだけよ。ＥＣ増幅器エキスパンダーを渡して武たけ田だと引き替えにするわ」

　やっぱりか、と幸ゆき也やは思った。

　凜りんは自分の胸にぶら下がっているペンダントを、どこか憎々しげに見つめた。

「そう──こんなものはいらないわ。何の役にも立たなかった。むしろこれがあったから武田が攫さらわれた。攫われる前に渡しとけばよかった。そもそも手放しとけば武田が倒れることもなかった。考えたら、これが全部の元凶じゃない。いらない。いらないわよ、こんなの──」

「林はやし……」

　どう言葉をかけていいかわからないというように、優ゆう理りがどこか心配そうな眼まな差ざしを凜に向けていた。

　幸也としては、凜の言うことは当たり前だと思う。当然の流れだ。

　だが──

（当たり前すぎるのが、問題だ）

　凜と猫ねこ啼なきの絆きずなの強さを知っているから、凜がそう決意していることには驚おどろかない。問題は、その二人の絆の強さを知っているのが、幸也達たちだけではないということだ。

　かつて枯かれ山さん水すい乃の愛あへの共同対処を提案したとき、凜達と練ねり亜あ達には面識ができた。

　だから、練亜達にもそれは当然のように想像できることのはずだった。

　凜は猫啼を助けるべく、大講堂にいる猫啼のところに確実に向かう。

　それがわかっているなら──復ふく讐しゆうのために幸也を殺そうとしている彼女達は、絶対にそこで待ち受けているはずだ。

　間違いなく、ただ大講堂に行くのは自殺行為になる。さっき夜や子こが言った通り、陽よう花かは多数の《首割れ》と《爪長》をその能力で従えているし、そこに練亜達が加われば、自分達に勝ち目はない。

（どうする……？）

　唯一、状況を打破するために頼たよれるものがあるとすれば。

　どれだけ確度高く思えようとも、それがあくまでも想像であるということだけだ。

　彼女達が何か自分達には予想もつかないような動きをしてくれていれば、あるいはそこに何かつけいる隙すきが生まれるかもしれない。

　幸也は目を細め、自分を殺そうとしている彼女達のことを考えた。

　彼女達は今いま頃ごろ、何を考え、どう動いているのか。

　願わくば、それが自分達にとっていい流れを生むような予想外のものであってくれればいいと思う。しかし、当然のこととして──その彼女達の予想外の動きが、こちらの想定よりも遙はるかに悪い流れを生み出すものである可能性も、勿もち論ろんあるのだったが。




　──そんなとき。

　ある出来事が起こり、幸ゆき也やの思考は吹き飛ぶことになる。

　険しい顔つきの凜りんが足を踏ふみ出し、どこかに進み始めたとき。

「急がないと。時間を無駄にはできない。私は絶対に武たけ田だを──」

「待て、リン。そうは言っても……準、備は……っ」

「……っ!?　大丈夫か、おいっ！」

　それを制止しようとしたマナミリィが、突然、ふらりと身体をよろめかせて。

　その場に崩れ落ちたのだ。
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《識しき神がみ練ねり亜あ　──　大講堂／中央部》




《撃剣神装ヒズ・ヴアルキリー》の前では、動く死体など敵ではない。数がどれだけ多くとも、呼吸を合わせて一斉に襲おそってくるのでもなければ、各個撃げき破はは容易たやすいことだ。それは《首割れ》でも《爪長》でもあまり変わらない──どうやら支配している能力者が目の前にいて指示を繰くり出すのでない限り、基本はただの緩かん慢まんな動く死体であるらしい。

　だから、攻め進むのは、容易かった。

　霧きりを照らす朝日と共に空から舞まい降り、死体の首を刎はね飛ばし、扉を蹴けり開け、そして──

　大講堂の中。中央の壇だん上じようを見上げるようにして。

　識神練亜と似に捌さばき一いち春はるは、愛いとしい彼の首と一緒に隠お岐き姉妹と対たい峙じしている。

「あら。放送を聞いたお客様が来ることは想像していたけれど、まさかこんなに早く来るなんて思っていなかったわ。お茶の一つでも用意しておくべきだったかしら、ねえ氷ひよう花か？」

「──無理インポシブル」

　壇上、講演台に座る少女の顔に、怯おびえはなかった。その横に侍はべる同じ顔の少女には表情自体がなかった。

「一春。死体にはまやかしの絵も音も効かない。界かい人とを守ることに集中。それから、私から離はなれないように。守りきれない」

「はいはーい。言われなくてもそうしますー」

　隠岐陽よう花かの余裕は、壇上を見上げる自分達たちと彼女との間──壇の上に、彼女を守るように並んでいる死体達のせいであろうと思った。《首割れ》ではなく、どれもが《爪長》。

「ッ──」

　登壇用の階段を駆け上がり、練亜は剣を繰り出す。長い爪つめは《首割れ》の嚙かみつきより遙はるかに有用な凶器。活を与えられた動作は緩慢ではなく剛健。しかし切り捨てる。一体。二体。背中に一いち春はるの気配がついてきているのを確認しつつ、さらにその死体の壁かべを突破しようとする。

「ア──アアアアッ！」

　頭上、照明が吊つり下げられている足場から、獣けもののような唸うなり声をあげて新たな《爪長》が降ってきた。落下の勢いを得て振り下ろされる爪つめ──掲げた剣で受け止め、力任せに弾はじき飛ばした。やはり運動神経はただの《首割れ》とは雲泥の差、その《爪長》は器用に身を翻ひるがえして着地。

（……）

　さすがに今までとは違う。能力の使用者本人である隠お岐き陽よう花かの前では、彼らはただの動く死体ではなくなる。働く死体だ。彼女の命と意志を受け、彷徨さまよう以外の目的に殉じる戦士だ。

　負けるとは思わないが、面倒臭いのは確かだった。ただひたすらに。

「くすくす……」

　そのとき聞こえてきたのは、陽花の笑い声。じっと練ねり亜あを見つめて、口元を綻ほころばせている。

「何を笑っているの」

「いいえ。よくよく見れば、あなたもカワイコちゃんねと思って。素直になれない、言葉の代わりに不充分な鳴き声しか出せないカワイコちゃん」

　目を細めて、彼女は続けた。

「あなたの目的は私を殺すことではない。他ほかに目的があるんでしょう？　ここにいる私の《爪長》達たちに剣を向けているのは、ただ邪じや魔まだからというだけ。私を殺したいだけなら、あなたが背中に生やすことのできる翼つばさで今すぐこいつらを飛び越えて私を攻こう撃げきすればいいんだものね。なのにそうしない。その理由が知りたいわ」

　陽花が指を鳴らす。

　講演台への行く手を阻む壁かべのようになっていた《爪長》達が、一斉に横に動いた。

　道が、開いた。

　陽花は講演台の上で膝ひざを組んだ姿勢のまま。

　全すべてを見透かしたような笑みで、練亜の答えを待っている。

「さあ、聞かせて。あなたの望みは何？」

　練亜は小さく息を吐はいた。

　不必要となった剣を下ろし──頭上に、視線を向ける。

　先刻、《爪長》が飛び降りてきた足場。獣のような唸り声をあげていたそれのことを思い出しながら、練亜は独り言のように、

「……保健室で、最初に貴女あなたの《爪長》を見たときにも思ったのだけれど。それは《首割れ》よりもうるさいのね」

「元気一杯が私の《爪長》の特徴よ。ただのゾンビとはひと味違うわ」

「ふーん。じゃあ、やっばり訊きいてみないとね」

　背後にいた一春が、練亜の横にまで進み出てきた。

　その存在を。

　陽よう花かを同じように見つめる、自分以外の二人のことを意識しながら──練ねり亜あは問いかける。

「あなたのＥＣ能力……《死育部デツドブリード》は、死体を動く死体にすることができる。では」




「──生首を喋らせるようなことはできるの？」




　隠お岐き陽花は、魔王子供のような顔で、にやりと唇を曲げた。

　それが答えだった。
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《檜ひ山やま田だ孝たか臣おみ　──　第三学食》




　夜明けと共におかしな放送が聞こえてきた。《首割れ》が云うん々ぬん、《爪長》が云々。けれど孝臣は特に気にせず聞き流した。それよりも大事なことがあったからだ。

　目先の空腹のほうが優先だ。だって何も食べないと腹が減る。

　目先の快楽のほうが優先だ。だってゾンビを倒すのは楽しい。

「《大回転不正球アンチエインド・チエインドウエイト》！」

　能力で生み出した鉄球を振り回し、学食のテーブルや椅い子すと一緒くたにして《首割れ》を叩たたき潰つぶす。派手な音でテーブルの破片と血が飛び散る。千個オブジェクトを破は壊かいする、みたいな実績解除がたぶん近い。頑張ろう。

　慣れた動作でさらに回転、もう一匹の頭を潰す。学食はおそらくこの【課外活動】における人気スポット。それは《首割れ》達たちにとっても同じだったらしい。かなりの数がいる。

　だがその程度は想定内。学食内の様子も、もうさんざん生徒達が来て荒らされ尽くしている感じだったが、それも想定内。ハイリスクローリターンのところにあえて突っ込む、そこに楽しみがあるのだ。

　──その孝臣の言葉に彼女は否定も嫌な顔もしなかったので、多分、同意してくれているのだと思う。そんな彼女のほうをちらりと見て、

「ぬう。遠距離攻撃職レンジドか。近接メレーの俺おれとピッタリのコンビだ……」

　子こ犬いぬと名乗った彼女は、能力で生み出したゴルフクラブを適当に振り回していた。しかしそれで《首割れ》を殴っているのではない。手近な椅子や、木材の破片を撃うち、それを飛び道具のように操って《首割れ》を平然と殺し続けている。

　ぼんやりとした顔で──どこか退屈そうに。

　それは孝臣の目には、どこか神秘的なようにも見えた。

　神秘的な可愛かわいい女の子と協力プレイ。まさか人生でこんなことをするときが来ようとは。信じられない。だが現実だ。ゾンビサバイバル最高。

「おっと、油断はいかんいかん……まだ全滅実績にはもうちょいだったな。こいつで最後か？　ピコン、と！」

　最後の一体を叩たたき潰つぶし、ぼろぼろの学食内にはひとときの平穏が訪れる。ただでさえ混こん沌とんとしていたのにさらに滅め茶ちや苦く茶ちやになっていた。

　しかしそこで孝たか臣おみは足下にジュースの缶があることに気付いた。拾い上げる。中身もちゃんと入っている。誰だれかが自販機の中から出したはいいが、持ちきれずに床に落としていたものが今の騒さわぎで転がってきたという感じだろう。

「いくら略奪されつくしたっつっても、ここは学食一つとっても広いからなぁ……やっぱこういうラッキーなお恵みもある。ゲットだぜ！」

　彼女に向けて戦利品を掲げてみせる。だが子こ犬いぬはどこか疲れた様子で小首を傾かしげて、

「おなか……へったよ……？」

「ああ、うん。だから……まあこれからももうちょっとココ探すけど、とりあえずこのジュースな。飲むか？」

　レディーファーストである。あまり女性に慣れていないので、そういう基本的な触れ合い方しか知らないのである。

　しかし子犬はふるふると首を横に振り、

「飴あめがあれば、いい……」

　うーむ、と孝臣は口をへの字にした。やっぱりそうなのか。

　仕方ない。ポケットを太い指でごそごそ探り、いくつか持っている黒玉のうちの一つを取り出す。それを見た子犬がぱっと顔を明るくし、ぱたぱたと近寄ってきた。まさしく尻尾を振る犬のように。可愛かわいい。どうしようもなく可愛い。思わず頭を撫なでたくなるほど可愛い。

「くれる？　くれるの？　あめ……」

「あ、ああ。これでよければ、な」

　渡す。渡すまでもなく、指に直接むしゃぶりつくような勢いで子犬は顔を寄せてきた。昨日から今までに何回かやってきたことだが、その吐息と唾だ液えきと唇の感触に心臓が跳ねる。

「あは……おいしい……」

　至近距きよ離り。頭を撫でてもいいよと言わんばかりの位置で、彼女は孝臣を見上げて、このときばかりはふわりと幸せそうに笑う。ああくそなんて可愛いんだ。

「そ、そうか。よかった」

　かろうじてそれだけを言い、孝臣は照れ隠しに周囲を見回す。これからは食べ物と一緒に、彼女のための黒玉も探す必要がありそうだった。生徒全員が血眼になって求めているアイテムであるのは同じなので、そう簡単にそこらに落ちているものではないだろうが。

　正規の入手ルートが別にありはするものの──そのためだけに生きている人間を殺すのは、さすがに気が引ける。

　ゾンビの皮でマスクを作っているようなサイコパスとかがまた襲おそってきてくれれば、何も考えずにドロップアイテムを狙ねらえて楽なのになと思った。
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《石いし堂どう幸ゆき也や　──　第五室内運動場・外》




「純粋な疲労。体力低下による立ちくらみって感じだと思うわ」

　二階の応援席は安全だが、さすがに水はない。幸也達たちは倒れたマナミリィの看病を凜りんに任せ、出入り口の近くにある水道に水を汲くみに来ていた。動く億おつ劫くうさはあれど、さすがに干ひ涸からびたくないという意識のほうが勝ったのか、のたのたと夜や子こもついてきている。夜が明けて出るようになった水の流れをその掌てのひらで受け止めながら、

「私が言うのもなんだが、彼女はあまり体力があるほうではなさそうだったしね。昨日は激動の一日だったのだろうし、あまり眠れなかったのだろう。そして目覚めたところであのショッキングな放送だ。立ちくらみの一つも起こって不思議はないさ」

「あんたが言うとホントにアレだけど……ま、そうね。それに、けっこうＥＣ能力も使ってたみたいだったから、そのせいもあるんでしょう。とにかく」

　バケツに水を溜ためていた優ゆう理りが、そっと瞳ひとみを細めて続けた。

「……状況的には武たけ田だとだいたい同じだけど、無理矢理に根こそぎ精気を引っこ抜かれてた感じだった彼女よりはよっぽど軽症よ。少し休ませてればそのうちよくなると思うわ」

「そりゃあ……凜もほっとけないか。ある意味、無策で今すぐ突っ込む羽目にならなくてラッキーだったかもしれない」

　応援席、寝かせてきたマナミリィとその様子を見ているであろう凜のことを思い出しながら幸也は言った。二人の護衛役なので、スコップを持って周囲の警戒をするのは怠らない。

　水道の蛇口からの水音。それがやけに日常的なものに思える。

　三者三様、それぞれの無言。

　口火を切るべきなのは、悪役になるべきなのは、自分だろうと幸也は思った。凜達がいない今しか話せないことも、ある。

　ゆっくりと息を吸って、そして、

「俺おれは──先せん輩ぱいを見捨てるってのも、手の一つだと思っている」

　二人の視線が届いてきた。

　優理は驚おどろいたように、怒ったように、目を見開いて。

　夜子は逆に目を細めて、こちらの胸の内を透視するかのように。

「何よりも、危険すぎる。隠お岐き陽よう花かの《死育部デツドブリード》──強化された《首割れ》と《爪長》は脅威だ。一匹でさえ脅威なのに、どれだけの数がいるかわからない。そんなのが待ち受けているところに突っ込むなんて自殺行為だ」

「……幸ゆき也や」

「ついでに言えば、練ねり亜あ達たちも問題だ。俺おれ達の動きを予想できるぐらいの正気がまだ残ってるんなら、あいつらも待ち構えてるだろう。大講堂にいる、文句あるならかかってこい、みたいな居場所モロバレの放送をしてくれたおかげで──」

「幸也！」

　凜りん達に聞こえない程度には小さく、しかし、幸也の胸が痛む程度には強く。

　優ゆう理りは言い、幸也を睨にらむ。

「……本気で言ってるの？」

「本気だよ」

　蛇口の下、バケツの縁から水があふれ出す。けれどそれを止めようとする人間はいない。見つめ合う。

「俺達の身の安全を考えるなら、それがベストだ。メリットとデメリットを考えれば、答えは出る」

「だが──隠お岐き陽よう花かを放置しておくと、この【課外活動】全体がハードモードになってしまうのではないかね。強化された《首割れ》や《爪長》が闊かつ歩ぽするようになり、いや、むしろそれしかいなくなるような」

「そうなったらなったで仕方がない。学園内での動き方がもっと難しくなるかもしれないけど、今までだって生き残ってきた。その延長だ。何にしても、そんな奴やつらしかいない巣そう窟くつみたいな場所に自殺覚悟で突っ込むよりはマシだと思う」

　自らの胸の中にあるものを、もう一度確かめる。今までに何度もやってきたことだが。

　大事なものはなんだ。自分が、絶対に忘れてはいけないものはなんだ。

「俺の一番の目的は、お前達と一緒に生き残ることだ。それだけは絶対に変わらない」

　そして。

　いずれはこの【課外活動】をクリアし。

　この状況の犠ぎ牲せいとなった、自分が心の底から愛している人間を、生き返らせる──

「幸也……あんたは……やっぱり……」

　優理は顔を歪ゆがめていた。そこにあるのは哀かなしみなのか、怒りなのか、困惑なのか。混ざりすぎて判別できない。幸也の胸を軋きしませるものであることだけは確かだった。

　だからと言って、考えを変える気はなかった。視線を外すこともなかった。

　優理は俯うつむき、喉のどを中途半端な言葉で震ふるわせ、何かを誤ご魔ま化かすように、その仮初めの小さな手を伸ばして蛇口を閉じた。水を湛たたえたバケツの上に、水滴。

　それから数秒。彼女が意を決したように再度顔を上げたとき、

「どうなるにせよ、私は幸ゆき也やの判断を尊重するよ。行けば死ぬかもしれないところに愛する人間を行かせたくはない。それは当然のことだろう？」

　夜や子この声が横から静かに届いてきた。彼女はまだ水を流し続けている。手首を伝う透明な流れ。その行為に意味があるのかないのかは彼女にしかわからない。

「優ゆう理り。意地悪な質問だが──君はどうなのかな？」

　何が、どう、なのか。

　夜子は優理の何を確かめようと問うたのか。

　それは曖あい昧まいなようでいて、しかし訊きくまでもないもののようでいて。

　気け圧おされたように、何かを言いかけていた優理の口が一旦閉じられる。

　しかしややあって、何かを誤ご魔ま化かすように、

「わ……わたしのことは、どうでもよくて。そんなのじゃなくて。ただ、もっと単純に。なんとなく、ここで武たけ田だを見捨てるのは正しくないような気がするってだけよ。子供じみた甘さなのかもしれないけど──」

　そのときだった。

　まったく脈絡なく。

　まったく理由なく。

「あ、は……こ、ど、も……」

　自分達たち以外の声が、話に割り込んできた。

　途切れ途切れの声。くすくすと喉のどが鳴る笑い。

　そちらを見やり、幸也は絶句し、そして武器代わりのスコップを握りしめた。

　死体が立っていた。

　正確には──《爪長》だ。死臭に塗まみれた肉体。濁にごった瞳ひとみ。そして、土で汚れた制服。

　幸也は違和感に脳のう味み噌そを回転させる。女子生徒。その顔。知らない顔。だが、見覚えがある。つい最近、どこかで見た顔だ。ああ、そうだ。土の汚れ。彼女の首にある、何かを巻きつけた跡のようなものは──

　回路が。繫つながる。驚きよう愕がく。息が。止まる。

「あ、あ……！」

　その死体は。

　第七保健室で首を吊って死んでいた、そして幸也が近くに埋葬した、あの彼女だった。

　遺書に書かれていた名前は、確か──田た奈な花かひより。

　あまりの冒ぼう瀆とくに吐き気がした。不自然さが形を持ってそこに立っている違和感。

「くす……くす……」

　死体の表情は変わらない。変わっているのかもしれないが、死後硬直した皮ひ膚ふではわかりにくい。だからただその口から笑い声が漏れている。

　優ゆう理りと夜や子こを背後に庇かばい、周囲を警戒しつつ、幸ゆき也やはそれを睨にらむ。

《爪長》──死体が喋しやべっている異常さ。昨夜の保健室での襲しゆう撃げき時じには、獣けものじみた呻うめき声も発していたものもいるような気がしたが、これはその比ではない。死体自体が喋っている？　馬ば鹿かな。これは、おそらく間違いなく、

「隠お岐き、陽よう花か……だな」

「あは。当た、り」

　ひよりの死体が答える。まさか──死体を喋らせることまでできるとは。

「言いたいことがあって、来た。ふふ」

「……お前の目的は、先せん輩ぱいに放送させたばかりだろ。充分わかったぜ」

「その、先。あなた達たちが、いま、話していたこと」

　死体と会話するときが来るとは想像もしていなかった。生理的な嫌悪が肌を撫なで続ける。この声は死体の声帯を使って出しているものであり、つまりは結局、田た奈な花かひよりという故人の声だ。この世には既に存在しない人間の。

「つまり、警告」

「警告……？」

　優理が掠かすれた声で呟つぶやいた。

　ひよりは一度、肩を震ふるわせるように揺らした。擦こすれ合う爪つめが耳障りに軋きしむ。

「私を、無視、するのは……武たけ田だ、猫ねこ啼なきを、無視するのは。無理」

　さっきまでの話を聞いていたのか、と幸也は眉まゆを寄せる。

「どうしてだ。俺おれ達にも選択の自由はあるだろ」

「くす。無理。林はやし凜りんが、持ってくるにしろ。別の誰だれかが手に入れて持ってくる、にしろ。自然に行けば、時間さえあれば、私は、いずれ、ＥＣ増幅器エキスパンダーを手に入れる。物量、戦力差、で、当然」

「……」

「そして、ＥＣ増幅器が手に入ったなら。私の、《死育部デツドブリード》は、感染力が、強化されるはず。能力のウイルスが、間接的に、死体から死体へと、移動するようになる」

「それも放送で聞いたとも。末期的だねえ。しかしゾンビアポカリプスものとしては、当然ながら感染があることのほうが自然だ。《首割れ》に囓かじられてもお仲間にならなかった今までがヌルかったのだと言われれば否定のしようはないね」

　夜子はこんなときも夜子らしく、言葉に余裕を混ぜ込む。

　再度、ひよりの死体は肩を震わせた。そのように屍し肉にくを震わせた。

「そう。そして、そうなれば。この学園内、これから死ぬ全すべての人間が、私の制御下に入るだけでなく。今まで死んだ人間も、同じ、かもしれない。このカワイコちゃんと、同じように」

「！」

　自らの胸に手を当てるひよりの死体。その何気ない動作で、長くなった爪つめが制服の胸を裂き、肉を傷つけ、しかし凝ぎよう固こした血は流れ出ない。

「このカワイコちゃんは……くす。あの保健室に、ＥＣ増幅器エキスパンダーを、取りに行ったとき。その帰り。新しん鮮せんな死体が欲しくて、墓を見つけて、私が直接、能力を使ったコだけど。これからは、違うかもしれない」

　祈るように、誓うように、胸に当てられた手。しかし死体は誓わない。怪物は誓わない。肉を傷つけながら、手はさらに自分の胸を揉もむように動いた。長い爪が自分の胸をずぶずぶと抉えぐっても。

「ＥＣ増幅器で、感染力が強まるという確信はある。けれど、それがどこまで強まるのかは、やってみなくては、わからない。あるいは──空気感染するようになるのかも。そうしたら、くす、そうしたら……楽しい。もっと、楽しい！」

「やめろ……」

「私が何もしなくても、今まで死んで埋められた地中の死体達が、蘇ってくるかもしれない！　次々と、次々と！　それは、本当に！　考えるだけで。くす！」

　語調が強くなるのに合わせて、手の動きも激しくなる。ぐちゃぐちゃ。ぐちゃぐちゃ。死臭が撒まき散らされる。見たくない中身が曝あばかれる。操られた冒ぼう瀆とくの死体は自じ慰いのように自らの身体を抉り、言葉通り楽しげに抉り、自らの爪が背中にまで貫通してもその動きを止めない。止めることを許されない。

「やめろ！」

　背後、優ゆう理りが嘔え吐ずくような音を喉のどの奥から漏らしたのを聞きながら、それをかき消すように幸ゆき也やは強く叫んだ。眼前の言葉と行為。そのどちらもが、受け止め難い。

　しかし希望は聞き入れられない。ただ緩かん慢まんになっただけだ。肉を抉る音が喋しやべりを邪じや魔ましないように。つぷ。つぷ。

「やめない。やめさせる、には──わかる、でしょう？　最初の話に、戻るけど。あなた達たちは、私を無視することは、できないの」

　背中を貫通した爪の先が、不意に、ぴたりと止まった。

　それは、役目を終えたからだった。

「あまり遅かったら、また迎えを出してしまうかもしれない、わよ。準備が、できたら、おいでなさい。待ってる、わ──魔王の、城で」

　死者の喉から発せられていた言葉が次第に小さくなり。

　人体を構成する何かが転じた個体と液体を地面に零こぼしつつ、ひよりの死体は仰あお向むけに地面に倒れ、そして動かなくなった。

　保健室にぶら下がっていたとき以来、彼女がようやく取り戻した、停止という安寧。

　幸也はその死体を見下ろしながら、ただ──




　状況が変わったことを、感じていた。
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《隠お岐き陽よう花か　──　第五室内運動場・外》




　陽花と氷ひよう花かは、室内運動場の建物が見える茂みの中に身を潜ひそめていた。

　視線の先。自らの身体を自らの爪つめで破は壊かいしつくし、女子生徒の死体が倒れる。そうさせた。理由？　彼らをビビらせるためだ。それ以外に何がある？《爪長》の代わりなどいくらでもいるのだし。まあそもそもビビるという点で言えば、死体が喋しやべっただけで彼らの驚おどろきは相当なものだっただろうが。

　基本的に《死育部デツドブリード》の能力で死体に与えられるコマンドは単純なものだけだ。『好きにうろつけ』『変わったことがあれば戻ってこい』『黒玉を見つければ拾え』──その程度の。それ以外の高度な動作をさせたいなら、逐一リアルタイムで目視しながら制御するしかない。『喋らせる』というような精密動作も勿もち論ろんその範はん疇ちゆうだ。

「ふふ……」

　口元を綻ほころばせる。視線の先には、倒れた死体を見下ろしている彼。

　そこでふと気になった。

（名前、なんだったかしら……？）

　知る機会はあり、実際陽花は知ったはずだったが、そのときはそれ以外にもっと重要なことに気を取られていた。だから忘れた。

　であれば、忘れていないであろう半身に教えてもらうとしよう。

「氷花。あいつらの名前、何だったっけ？」

　そっと手を差し出す。双子の妹は無表情に、その手を握る。そして、

「──《相互理解に言葉はいらないコミユーン・イン・ザ・ハンド》」

　ＥＳＳ部に所属していた彼女が手に入れた、ＥＣ能力。手を繫つないだものと記き憶おくを共有できるという、自分達たちの情報面をあらゆる意味で支えている力だ。

　今まで何度も行ってきた、独特の感覚──同一化する思考──溶ける記憶──知ったという事実に再アクセス──そうだ。やはり氷花は覚えていた。

「石いし堂どう幸ゆき也や……ね。おっけー、ありがと」

　満足して手を離はなす。が、そのとき、

「──」

　すぐ隣となりから視線を感じた。何かを問いかけてくるような。それはほんの一いつ瞬しゆんのことだったが、陽花は見逃さない。

「なに？　言いなさい、氷ひよう花か」

　バレてしまったか、とでも言いたげな一呼吸の間。しかし結局のところ、双子の妹が陽よう花かの言葉に逆らうことはない。

「──疑問クエスチヨン」

　その言葉の意図を読み取る。読み取れないわけがない。双子なのだから。

「ああ、わざわざ私達たちがここに来る意味があった？　ということね」

　陽花はもう一度、彼らのほうに視線を向けた。

　石いし堂どう幸ゆき也や。石堂幸也。もう、知っている。もう、忘れることはない。

「勿もち論ろん、勿論よ。意味はあったの。というかむしろ、大事なのはここからよ」

　楽しみでならない。自然、口元は緩ゆるみ続ける。

　胸中で、囁ささやきかけた。

　さあ。のんびりしていてはダメよ。

　魔ま王おうはそんなに気が長くないの。

　だから早く決意して、やるべきことをやりなさい、勇者さん。
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《薬やく園えん坂ざか優ゆう理り　──　第五室内運動場》




　優理はバケツの水で濡らしたタオルを絞り、マナミリィの額に乗せる。どれだけ効果があるかはわからないが、彼女が少しでも心地ここち良よいと感じてくれればそれでいい。

　傍そばには凜りんもいて、同じようにじっとマナミリィの寝顔を見下ろしていた。心配そうに。辛つらそうに。おそらく、その胸中では自責が暴れ回っているのだろう。

　夜や子こはいつものように静かに床に横たわり、全すべての運命に身を任せているように見える。その視線を、彼女の愛する人間に向けながら。

　そして幸也は──暗い顔で、あるいは真剣な顔で、何かを考えていた。

　不意に彼が立ち上がり、こちらに歩いてきた。なんとなく優理は視線を外し、再びマナミリィの顔を見る。

　幸也はマナミリィの横で足を止め、彼女を見下ろしたまま、

「……様子は？」

「変わりなし、よ。ただ眠ってるだけ」

「そっか。とりあえず、起きるまではしばらくこのままだな」

　凜が顔を上げ、幸也を見た。彼女の瞳ひとみの奥には、どこかやさぐれているような、野性的な光が潜ひそんでいる。

「──マナが起きたらどうすんの？」

　凜りんのその動きにつられるように、優ゆう理りも幸ゆき也やを見上げた。

　彼は小さく肩を揺らすようにして、溜ため息をつく。

　それから、どこか、何かを諦あきらめたように笑った。

「どうしようか迷ってたんだが──選択肢はなくなった。先せん輩ぱいを助けに行く」

「！」

「──そう。勿もち論ろん、そうね。それしかないわ」

　優理ははっと息を吞のみ、凜は目を細めて頷うなずく。幸也は肩を竦すくめながら付け加えた。

「ご丁寧に、見過ごした場合にどうなるかをもっと詳しく教えてもらったからな。俺おれが想定してたより事態はひどいことになるかもしれない。ハードモードになったぐらいなら乗り越える自信もあったけど、スーパーハードモードにまで難易度が引き上げられるのはさすがに困る。リスクを冒してでも、その難易度変更を止める方向に動くしかないってことさ」

「幸也……」

「前にも言った気がするけど。結局のところは、打算だ。俺は優理に嫌われたくない。優理が、明らかに間違ってる、っていうんなら、そりゃ俺だって考えを変えたりするよ」

「ん……ごめんなさい。ありがとう……」

「だから謝る必要はないって。全部を見なかったことにするっていうメリットより、あいつを止めないことのデメリットが上回っただけ」

「人が損得勘定で生きるのは当然のことさ。だから、貴重なＵＭＡの証拠品をどこぞの好こう事ず家かに売ったせいで手がかりが失われる、などという困ったことも起こるのだがね。国家プロジェクトとして国が買い取るべきだと思うよ……まあ、謎なぞの黒服の男達たちが買い付けに来たという話もよく聞くが」

　どうでもよさそうに夜や子こがいつもの調子で呟つぶやく。彼女は彼女のまま──幸也についていくだけだと、決めてしまっているのだろう。

　彼女の生き方が、正直、少しだけ羨うらやましくはある。

「……やっぱそーいう話だったのね。別によかったんだけどさ、武たけ田だを助けに行くなんて危険すぎる、俺達は行くのはやめとこう、ってことになっても」

　依然として凜の声と気配は張り詰めているが、ひどく微妙に、肩の力が一段階だけ抜けたような気がした。さっき水を汲くみに行ったときにどんな出来事があったのかは既に話している。

「とりあえず今度からは、あいつの手下が来たらすぐ声出して知らせなさいよ。ワンパンで倒してあげるから」

「少しでも襲おそわれそうになったらそうするつもりだったさ。あんたの貴重なストレス解消の機会になりそうだしな」

　そこで幸也は──また、戻った。

　何かを考えているような、どこか暗い表情に。けれど表面的にはいつも通りだ。

「マナミリィが起きるまでは待機だろ。その間に少し出てくる。ずっとここにいても仕方ないんで、食料探しだ」

「一人で行く気かね？」

「お前は絶対ついてこないし、優ゆう理りは看病だし、凜りんにはここを守っといてほしい。一人で行くしかねえだろ。そんな無理する気もないから大丈夫だよ」

「わかったわ……気をつけて、幸ゆき也や」

「ああ」

　優理に軽く答え、スコップを携えた幸也は応援席から梯子はしごを使って下りていく。

　マナミリィの額の濡れタオルを交換しながら、優理はその幸也の姿を見送って。

　違和感を覚えた。

　その原因について考えて、すぐに優理は気付く。

　考えを変えたことを話していたときも。ついさっき、梯子を下りる間際に声をかけたときも。

　幸也は自分と目を合わせなかった。

　だから、ひょっとしたら。

　どこなのかはともかくとして。

　何なのかはともかくとして。




　幸也は噓うそをついているのかもしれないと思った。
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《石いし堂どう幸也　──　第五室内運動場・外》




　優理達たちと別れて一人で歩き出しながら。

　幸也は強く心に刻んでいる。

　この懸念を知られてはならない、と。

　あるいは──この懸け念ねんが存在していること自体すらも。

　だから、胸の内に隠しておくしかなかった。それでも絶対に忘れないように、その不吉な棘とげの痛みだけは意識的に保持し続ける。

　考えすぎかもしれない。だが可能性がある以上、けっして無視はできない。

　何にしても、まず、しなくてはならないことがあった。

「……」

　無言で、しかし早足で、幸也は歩き続ける。

　確認のために。

　無意味だが、精神の平穏のためには必要な、確認のために。
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《林はやし凜りん　──　第五室内運動場》




　正午を過ぎたころ、幸ゆき也やは帰ってきた。戦利品は何本かの缶ジュース。意気込んで食料探しに出かけた結果としてはショボいと言わざるをえないが、何もないよりは遙はるかにましだ。

　マナミリィが目を覚ましたら、彼女が持ち歩いている野菜の種を撒まいてもらうのもいいかもしれない。能力で生育させてもらって──

　と考えたところで、体育座りの姿勢で座っていた凜は自分の膝ひざの上にこてんと額を落とした。自己嫌悪の息を吐はく。馬ば鹿かか。頼たよりすぎだ。マナは能力の使いすぎでこうなっているというのに。死ね。林凜。

　その姿勢のまま、マナミリィの寝顔を見つめる。苦しそうでも辛つらそうでもないのだけが唯一の救い。

　そう、頼りすぎていた。彼女に。あるいは猫ねこ啼なきに。

　甘えていた、のだと言ってもいい。

　だからこうなっているのだと思った。自分の力に甘えた結果、武たけ田だを昏こん倒とうさせ、隠お岐き陽よう花かに連れ去られる原因を作った。マナミリィに甘えた結果、力を使わせ、疲労させた。

　人知れず、拳こぶしに力を込める。

　だから、これからは。違う。必ず、必ずだ。自分の甘えの借りを返さなくてはならない。

「さて──」

　自分のぶんのジュースを飲み干した幸也が、空き缶をことりと応援席の床に置いた。彼もちらりとマナミリィを見て、

「これからのことを考えないとな」

「これから？　マナが起きるのを待って、それから大講堂に行ってあいつらをぶっ倒すだけでしょ。マナ達たちにはどこかで待っててもらうことになるかもしれないけど」

「気持ちはわかるが、それはさすがに脳筋すぎる。考えなきゃいけないのは戦力的な問題だ」

　そして彼は自分の考えを語った。向こうに待ち受けているであろう敵は、強化された《首割れ》に、そもそもが《首割れ》よりも強い《爪長》。それがどれだけの数いるのかは想像もできない。さらに、こちらの動きを予想した識しき神がみ練ねり亜あ達が待ち受けている可能性。

　対してこちらは、傷が治るとはいえ戦せん闘とう的てきなＥＣ能力ではない幸也と、林凜の二人のみ。

「ふむ。特に──言いたくはないが、話を聞く限り、君はこれからはＥＣ増幅器エキスパンダーを使って簡単にパワーアップ、というわけにもいかなそうだ」

　いつものように億おつ劫くうそうに寝転んでいる夜や子こがぞんざいな口調で言ってきた。後こう輩はいなはずだが、まあ気にはしない。

「そうね。あたしはもう、ＥＣ増幅器エキスパンダーに頼る気はないわ」

　武たけ田だをあんなふうにした原因。力のために犠ぎ牲せいを求めるもの。あんなことになると知っていれば絶対使わなかった。そして今は知っている。そういうことだ。

　そこで相変わらずマナミリィの看病をしてくれていた優ゆう理りが、

「その。一応、可能性として訊きくけど──武田が攫さらわれたのは、そもそもＥＣ増幅器の代わりだったわけじゃない。渡せば身柄を引き替えにできるとしたら、どうするの？」

「……あたしだって、この【課外活動】が今以上に滅め茶ちや苦く茶ちやになっていいと思ってるわけじゃない。まずは隠お岐き陽よう花かを倒して武田を取り返す。でも最終的に、どうしてもそれ以外の手がないってなったら──悪いけど。ＥＣ増幅器を渡すことも選択肢に入るかもしれないわ」

「……」

　肯定も否定もせず、ただ優理は視線を落とした。訊いてみただけで、こちらの考えに意見するつもりはなかったのだろう。代わりに口を開いたのは幸ゆき也やで、

「そうだ、それもあった。少し気になることがあってさ」

「ふむ、何かね？　私のスリーサイズ、私がお風呂に入ったときに身体を洗う順番、君との子供ができたときの命名シミュレーション結果、ハニー・スワンプ・モンスターの正体についての仮説……気になることには何でも答えようではないか」

「ここでのその発言はさすがに空気が読めてないわね……教育的指導だわ」

　ジト目の優理、肩を竦すくめる夜や子こ。いつものことのように、幸也は気にせず続けた。

「俺おれは……隠岐陽花達たちが、どれだけＥＣ増幅器を欲しがってるのか。それが気になってる」

「どういうことよ」

「確かに欲しがってるのは確かだろうけど、話してみた限り、それが一番の目的じゃない気がするんだ。最終的に手に入ればいい、みたいな。そんなに血まなこになって探してる感じじゃない気がする」

　何かを思い出すように目を細め、

「さっきだって、俺達のところに《爪長》を向かわせたんなら、ついでにまたあんたを襲おそってＥＣ増幅器も奪ってみようか、って考えてもよかったはずだ。たとえ駄目でも兵隊が一匹減るだけだからな。でもそんなことはしなかった。ただ無意味に玩具を壊こわしただけだった」

　つまり──それは。

　ＥＣ増幅器の重要度が、隠岐陽花達にとってそれほど高くないとしたら。

「ＥＣ増幅器と武田の交換が上手うまくいかない可能性もあるってこと？」

「可能性としては、な。何も眼中にないってわけじゃない。欲しいものであるのは確かだと思うけど……何か引っかかるってだけ」

　彼の指摘には納得がいく。新たな視点だ。だが、それでやるべきことが変わるわけでもない。

「じゃあ、やっぱり基本的な方針は変わらないってことね。身柄交換なんて気にしない。単純に奴やつらを倒して武たけ田だを取り返す」

「だから、そのための戦力差をどうするって話をしてたんだが……」

「気合いよ。それ以外に何かある？」

　開き直って、そう言うしかなかった。

　随分前に、覚悟は決めている。猫ねこ啼なきを助けるためなら、自分は何でもする。どんな犠ぎ牲せいでも払う。たとえ──この自分自身の命であっても。

　絶対的に助けると決め、絶対にどんな犠牲も払うと決めたのなら、それは絶対に助けられるのだ。絶対に。絶対に。絶対に。

　そのとき、

「……我は、不服であると、言う」

「マナ！」

　額の濡れタオルを滑らせながら、もぞもぞとマナミリィが身を起こしていた。

「勝手に、置いていかれることが、確定的。それは不平と不満──ネコナキは、我にとっても、友人だ」

　宝石のような瞳ひとみが、凜りんに向けられて。

「共に戦う。頼たよれ」

　その意志の光は眩まぶしくて。凜は口元に出かかっていた言葉を飲み込む。上から目線で、自分は彼女を置いていこうとしていた。それは彼女に対する侮辱ではなかったか。

「うん……ありがとう、マナ。ごめん。体調は？」

「問題ない」

「ちょっと調べさせてね。熱はないし……あ、水でもジュースでもいいけど、とにかく何か飲んで水分補給したほうがいいわ。はいこれ」

　優ゆう理りが甲か斐い甲が斐いしく動き始める。おそらく彼女も、幸ゆき也やが行く場所についてくるだろう。才さい連れん夜や子こも。

　もう一段階、気合いを入れる必要があると感じた。武田を助けられたところで、また別の誰だれかが失われるようなことがあってはならないのだ。マナミリィが手伝ってくれたとしても、戦力的には二が二・五になった程度のものだろう。今回のこともあるし、ＥＣの使わせすぎは絶対に禁物だ。

　凜は目を細め、肺に意識的に深く空気を吸い込む。覚悟と決意の再確認。

（もう少し休んで。そしたら──）

　いよいよ出発だ。武田を助ける。一番の親友を。

　何としても。

　けれど、凜の予定は次の瞬しゆん間かんに崩れることになる。

　異音。重い扉がぶち破られる音。濁だく流りゆうの流れのような多重の足音。呻うめき。

「なっ……！」

　慌てて応援席の縁へりに移動し、手すりから身を乗り出して下を眺める。

《首割れ》だった。そして《爪長》だった。

　何十体もの死体の群れが、閉めていた正面の扉を破り、内側に作っていた簡易バリケードも破り、この室内運動場になだれ込んできたのだ。

「このタイミングで……！　もうちょっとマナミリィを休ませたいところだったのに」

「いや、大丈夫だ。梯子はしごは上げてある。上ってはこれないだろう。出るときには頭を使わないといけないかもしれないけど、とりあえず今は──」

「いや……どうかな」

　呟つぶやいたのは夜や子こだった。彼女が最初にそれに気付いたのは、ある意味当然。最後まで寝転んでいたのが彼女だったからだ。

「上にもいる」

「！」

　頭上を見上げる──この独立した室内運動場にも天窓があった。その向こうに動く影かげがある。這はいつくばり、虚うつろな瞳ひとみでこちらを見やり、ガラスに額をぶつける《爪長》。おそらく外の雨どいでも伝って屋上に上ったのだろう。《首割れ》よりも機敏な動きをする《爪長》ならそれも可能なことであろうと思えた。

「あ……ア！」

　天窓の向こうにいた《爪長》が、その名前通りの爪つめでガラスを破り、この応援席に破片が降り注ぐ。幸いその真下には人間はいなかったが、遅れてずるりとびたりと落ちてきた《爪長》は勿もち論ろん無視などできず、

「《殴打娘々おーだーにやんにやん》っ！」

　落下で僅わずかに体勢を崩していた《爪長》に、迷うことなく凜りんは掌しよう打だを繰くり出した。爪のガードをすり抜け頭部を直ちよく撃げき、手すりを越えて吹き飛び、運動場に落ちていく。だがまだ終わりではない。天井に登っている死体は一体ではなかった。続けざまに、ぽとり、ぽとり。

「くっそ、下もまずいぞ！　数が多すぎる……！」

　幸ゆき也やの呻うめきを聞き、ちらりと下も確認。ああ、本当だ。もはや運動場は死体で床が埋め尽くされるほどの数。この応援席に向かって殺到している状態であり、死体同士がひしめき合い、潰つぶれ──その腐肉を足場とするように、死体同士が積み重なるように、徐々に彼らの手がこの応援席にまで迫ろうとしていた。

「っ！　前！」

「が、あっ……く、そ、胸部、刺創、記録ッ……」

　気付けば幸也が《爪長》の爪に胸を貫通させられている。彼は一旦間合いを開けて傷を治ち療りよう、スコップを振って敵の頭部に当てるがダメージは軽い。その隙すきに凜は接近し、釘くぎ脚きやくでその死体を蹴けり飛ばした。

　油断してはならない。《爪長》は《首割れ》以上の戦せん闘とう力りよくを持っているのだ。

「はあ、くそっ。どうする……」

「全員ぶっ潰つぶす……のは、さすがに現実的じゃないわね。突破口を見つけて脱出しましょう」

　やはり──最も手て薄うすなのは頭上だろうか。ぽたぽたと死体が天窓から落ちてはくるが、まさしくゾンビ映画じみた人口密度の一階に下りるよりはマシだろう。

「あたしの《殴打娘々おーだーにやんにやん》なら、ジャンプで天井まで上れると思う。行って、屋根の上にいる奴やつらを排除してくる。あんたはその間、ここに上ってきそうな奴らを叩たたき落としといて。屋上が安全になったらまた戻ってくるから、一人ずつ抱えてまた上に運ぶ」

「いい考えだ。屋上にもどんどん新手が登ってきそうってことを除けば」

「その都度なんとかするわよ！」

　問答している暇はなかった。幸ゆき也やが手すりのほうに向かい、この応援席の手すりを摑つかもうとしてくる《首割れ》達たちを牽けん制せいし始める。

　凜りんは足に力を込め、遙はるか頭上にある天窓めがけて跳ちよう躍やくした。

　割れたガラスの縁をとどめとばかりにぶち破りながら、一跳びで屋根の上の空中へ舞まい上がる──その一いつ瞬しゆんで位置関係を把握、着地点にいた《爪長》の頭に、縦回転しなから踵かかと落としを繰くり出した。その頭ず蓋がいを踏ふみ潰しつつ、屋根の上に一本足で着地。

「ふう……」

　まだ屋根には数体の《爪長》がいる。掃除はこれからだ。

　とりあえずこの窮きゆう地ちを乗り越えなければ、猫ねこ啼なきを助けに行くどころではない。

　これは、これから自分が叩き潰す敵の最初の第一陣だ。

　凜は拳こぶしを強く握り、宣戦布告のような心持ちで、新たな敵に拳けん打だを繰り出した。
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《石いし堂どう幸也　──　学園北東部・公衆トイレ》




　逃げる。逃げる。逃げる。

　隠お岐き陽よう花かは──田た奈な花かひよりの死体を使って喋しやべっていた彼女は、遅ければ迎えを出す、というようなことを言っていた。それがあの死者の大群だったのだろうか。

　屋上を経由することで室内運動場を脱出し、幸也達は走っている。大半の《首割れ》は動きが遅く、またぎゅうぎゅうに運動場の中に詰まっていたため振り切れているが、《爪長》は今も単発的にこちらを追ってきていた。最後尾に位置する凜がその都度肉体言語を駆使して彼らを終わらせている。

　最終的な目的地は決まっているが、さすがにこのまま陽花の待つ大講堂に突っ込むわけにはいかなかった。どこかで一旦休息を取らねばならない。

　道の端に現れる案内板で学内の地理を素早く確認しつつ、足を進める。

　そのうちに目をつけたのは、道から外れた林の中にぽつんと存在していた、コンクリート造りの公衆トイレ。

「ひとまずあそこに！」

「わかった！」

「どこでもいい……あと十秒以内に走るのを止めることができなければ、私はモンゴリアンデスワームの毒液にも匹敵する何かを吐き散らすことに……うぷ」

　コンクリート造りなので強度は充分。間口が狭いので、もし新たな敵が来ても一体ずつ対処しやすい。無理となれば窓から脱出してまた逃げられる。問題は──まあ、トイレということだけだ。

「どっちだ？」

「あんたを女子のほうに入らせるわけにはいかないでしょ。教育的指導案件よ」

「我は……いささか……取り返しのつかないことをしている気分だ」

　連れ立って男子用のほうに入る。勿もち論ろん独特の匂においはあるが、心配していたほど汚くはなかった。入るなり吐き気を催すほどではないという意味だが。

　凜りんと幸ゆき也やは入り口の壁かべに身を寄せ、慎重に外の様子を窺うかがう。

「……いないか？」

「みたいね。さすがに打ち止めってことかしら」

　しばらく待っても、新たな《爪長》が襲おそってくる気配はない。ふう、と幸也は息を吐はいた。今まで走り詰めで、戦い詰めだった。死体一人一人の戦せん闘とう力りよくがどうこうというよりも、やはりその数が問題だ。質より量の恐ろしさ。そう、彼らには人を殺すだけの必要最低限の脅威さえあればいいのだ。たった一人で何十人もの人間を殺すような、オンリーワンの殺人鬼とは対極に位置する、自分達たちにとっての脅威──

「しかし、正直なところ……ここは休きゆう憩けい場所としては最悪だと言わざるをえないと思うのだが、どうかね」

「追ってこないのが本当に確認できたら、また別の場所に移動するか。それから──」

　それから、どうする。

　大講堂に行く。武たけ田だ猫ねこ啼なきを助ける。

　だが、と幸也は考えざるをえない。そこに勝算はあるのか。たった今の襲しゆう撃げきで、数の暴力を思い知ったばかりだというのに。しかも今度は逃げるのではなく、そこに攻め込んでいかなくてはならない……

　そのとき。

　トイレの個室から、水が流れる音がした。

　はっと一同がそちらを見やると、個室のドアの一枚がゆっくりと開かれ──

「おやおやァ。なーんか聞き覚えのある声がすると思えば」

　そこにいたのは、まさにその、オンリーワンの殺人鬼。

　自らのスカートの位置をぱたぱたと扇あおぐように直しつつ、枯かれ山さん水すい乃の愛あは言った。




「いらっしゃい。仲良く連れションかあ、カエルちゃん達たち？」










　　第三章
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《檜ひ山やま田だ孝たか臣おみ　──　第五室内運動場・外》




　ハマった。これは完全にハマったというやつだ。クリア不可能という意味ではなく──いいほうの意味で。

　鉄球を振り回しながら。小気味よい手て応ごたえを連続して感じながら、孝臣はそんなことを思う。

　独立して存在する小さな体育館のような、室内運動場である。何か音がするので近付いたら、その周囲にはあまりにも多くの《首割れ》がひしめいていた。建物の中でも渋滞していた。最近たまに見かけるようになった爪つめの長いやつも交じっていたし、何かこのあたりで死体達たちのパーティでもあったのだろうか。

　ともあれ。

　そんな雑魚ざこく、かつそれなりに脅威でもある敵達を蹂じゆう躙りんするのは楽しいものだ。

　特に──見目麗うるわしい美少女と協力プレイしながらとあっては。

「あー……めんどくさい……おなか、すく……」

　子こ犬いぬは身軽に死体達の腕をかいくぐりながらゴルフクラブを振るっている。直接それで死体達を打つこともあれば、それで触った（どうやら強化して自由に操作できるらしい）鉄の棒やらを振るったり、また別の何かを飛び道具にして死体の頭を打ち抜くこともあった。

　基本的に彼女本人はあまり楽しそうではない。ぼんやりしているというか調子悪そうにしているときもあるが、それもまた庇ひ護ご欲よくをそそった。加えて、

「……」

「おっと？」

　孝臣の背後に忍び寄っていた《首割れ》の頭が、子犬の操る尖とがった木片に打ち抜かれた。

「悪い、助かった！」

「……あめ……くれる……いいひと……いないと、こまる……」

　それでも、協力していることは確かなのだ。向こうもそれなりにこちらのことを気にかけてくれているように思える。

　ああ、美少女との完かん璧ぺきな協力プレイ！　これ以上に楽しいことなどあるだろうか！

「ふふ、ふふ、ふっふっふ……さあどんどん来ぉい！《大回転不正球アンチエインド・チエインドウエイト》！」

　さらに勢いよく鉄球をぶん回し、孝臣は心の底からその時間を堪たん能のうする。ハマっているのだ。他ほかのことなど考えていられる余裕はない。ただ全力で楽しむだけだ。

　そしてハマっているのだから当然に、願わざるをえなかった。

　このゲームがいつまでも続きますように、と。
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《石いし堂どう幸ゆき也や　──　学園北東部・公衆トイレ》




　駄目で元々だ、と幸也は一いつ瞬しゆんで結論づけた。

「あーわかってるわかってる。言いたいことはわかってる。ここは男子トイレだってんだろ？　でもま、どうでもいいじゃねーか。今はどっちでもナ。むしろさ、やっちゃいけないことするのって興奮すんだろ？　どっちでも構わないなら、より興奮できるほうに行くのが人間ってものだろオイ。聞いてるか？」

　そこにあるのが当たり前であるかのように、手中でメスをお手玉しながら、乃の愛あが個室から歩み出てくる。

　彼女に先手を取られては間に合わない。

　だから言うなら今しかなかった。幸也は決断する。

「提案がある。手を組みたい」

「は？」

　効果的ではあった。少なくとも最初の行動として誰だれかの喉のどがメスで切り裂かれるのは防げた。

　勿もち論ろん、この場にいる他ほかの人間──優ゆう理りや凜りんもぎょっとしたように目を剝むいている。

　乃愛は首を傾かしげるようにして、

「にゃはは、面おも白しろいこと言うじゃねぇか。それがあれか、最先端の命いのち乞ごい法？」

「違う。純粋に状況的なモンだ」

　どういうつもりよ教育的指導教育的指導と目で訴えかけてきている優理達たちにも伝わるように、幸也ははっきりと口にする。

「俺おれ達は──これから仲間を救いに、隠お岐き陽よう花かの待つ大講堂に行く。だが絶対的に戦力が足りない。どう工夫しても、根本的な問題として足りない」

「はン……だからあたしに手伝えって？　そりゃあまりに都合よすぎんじゃね？」

「お前にも得があればいいんだろ。二つ用意できる。まず一つだ。俺はお前の手間を省ける」

「手間ァ？」

「先せん輩ぱいを追いかけてる理由。お前がヘムって呼んでた奴やつの行方ゆくえを教えてやる」

　幸也は彼女の目を真まっ直すぐに見据えて、続けた。

「あの子は死んだよ」
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《薬やく園えん坂ざか優ゆう理り　──　学園北東部・公衆トイレ》




　幸ゆき也やはこれまでにあったことを全すべて話した。主に《園》の出来事だ。

　そこに迷い込んでいた彼女。ペットのように可愛かわいがられていた彼女。

　そして、《園》の崩ほう壊かいに伴う、その結末──

　全てを聞き終えたあと。

　乃の愛あは退屈そうに首をぐるぐると回しながら、

「テメーには前にも一度噓うそつかれてっからなぁ。信じるとでも思ったか？」

「あのときは──俺おれが殺されるかどうかの間際だったからだ。これは本当だ。だから──」

「ま、ぶっちゃけ信じちまうんだけどな。この件に関してはほんとだろーなって気はしてンよ」

　彼女がメスの先端を向けて示したのは──この自分の顔だ。優理はびくりとする。慌てて幸也が盾として割り込んできたが、乃愛はやはり退屈そうに頭を回すだけ。

「テメェが話してるとき、そこの後ろのガキがマジ責任感じて泣きそうになってる感じだったかンな。あたしを騙だまそうとしてるんじゃそうはならねー」

　そんな顔をしていたのか。意識はしていなかったが。ポーカーフェイスは得意ではない。やはり自分はギャンブラーには向かない。保健室の先生には……どうだろう。

「あーやれやれ。別にヘム公自体がどうなろーと知ったこっちゃねえが、今までの時間が無駄になったことはガックリだぜ。あーあー、なにやってんだあたしは」

　ふうと息を吐はいて、そして──眼光。

「……で？　それでイライラしたあたしがテメェらを解剖してスッキリしようと思うとは考えなかったのか？」

　しかし幸也は慌てない。想定内だというように冷静に、

「いいや。そうなる可能性は何も言わなくても同じだからな。そうなったら最初の状況に戻るってだけだ」

「……はン。じゃあ二個目の得も一応聞いといてやるよ」

　幸也は一つ息を吸って、そしてシンプルに言った。

「自分の死体がいいように操られていていいのか？」

　くっ、と息を吸い込んだあと、乃愛はケタケタと肩を震ふるわせて笑い始めた。

「は、あははは！　そーかそーか、そーいうことね！　いやー、確かにあたしもアレにはびっくりしたぜ。スゲー見覚えのある美少女がいると思ったらあたしなんだもんな！」

「保健室で仕留めはしなかったんだろ？」

「ああ、その前に逃げられたさ。つーか、まあ……言われてみりゃあそうだな。臭そうなあたしの身体自体にゃ別になんも執着はねーが、使われ方によってはちょっと待てと言いてぇなあ。こうしてる間にも知らない男子を客に取ってるかもしんねーし」

「客？」

　思わず優ゆう理りが聞き返してしまうと、

「殺人鬼の死体に突っ込みたがる変態がいたっておかしくねえだろ？」

　また乃の愛あはケタケタと笑った。やはり理解できない。怖おそろしい。

「俺おれ達たちと一緒に来てくれるなら、目的地は同じだ。お互いの目的のために協力できるんじゃないのか」

　幸ゆき也やが唾つばを飲み込むのがわかった。おそらくそれが、最後の手札。

「──あんたの力が前より弱まってるのは、あんたと戦ったこの林はやし凜りんが感じてる。たとえ俺達をぶっ殺すのには足りても、死体だらけの場所に一人で突っ込んでボスを倒せるほどじゃないはずだ」

「ち。ま、やっぱりわかるよなー。慣れねーっつーかしっくりこねーっつーか。あたしの身体じゃないからしょーがないのかもしんないけどさ」

　ぽりぽりと頭を搔かいたあと。

　乃愛は、優理にとっては全力で教育的指導したい結論を──出す。

「くく……じゃあ、いいぜェ。あの──隠お岐き陽よう花かってやつだったか？　そいつを倒すまで手を組むことにしようじゃねえか」

　優理はひっそりと奥歯を嚙かむ。ちらりと幸也を見た。いいのか。本当にこれでいいのか。戦力が絶対的に必要なのは確かで、それがなければ猫ねこ啼なきを助けられず、学園全体の未来も暗くなるのは確かだが──本当に、これで。

　夜や子こは目を細めて全すべての事態を受け入れている。マナミリィは油断なく乃愛の動きを注視している。凜は優理とマナミリィの中間だ──乃愛を警戒して睨にらみつつ、さらに幸也に対して「どういうつもりだ」というような抗議の視線。しかし口を挟まないのは、彼女も一点の必要性を感じているからだろう。そうしなければ猫啼を助けることは難しい、という理解だ。

「つーか多分、あの隠岐陽花ってヤロウは遊び好きだ。あたしが行けば、あえてあのあたしを前に出してぶつけてくるかもな」

「……やりにくいって話か？　なら、出てきたら俺達が──」

「にゃはは、逆逆ゥ。あたしじゃない誰だれかがあのあたしをどうにかするっつーのは、なんてーか勿もつ体たいないって話！」

　そして彼女は目を爛らん々らんと輝かがやかせて、手中のメスをさらに凶悪に回しつつ、

「自分の身体を客観的に解剖できるなんて、それは最高のレア解剖体験になりそうじゃね？　アハハハ、マジ・楽しみッ！」

　優理は全力で確信する。全力で理解する。

　やはり、この女は、危険な猛もう獣じゆうだ。死と狂気を運んでくるものだ。

　これから、全力で幸ゆき也やを説得するようにしよう。この作戦を考え直すように。彼女と行動を共にする危険性を語り、なんとか別の方法を模索するように。

　しかし──感じていた。

　どれだけ言葉を尽くそうとも、結局のところ、流れが変わることはないだろうと。

　自分達たちは追い詰められている。それ以外に選択肢がないほど追い詰められている。

　いや、より正確に言えば。

　自分達が、というより──依然として、この自分に何かを隠しているかのような、しかしそれでいて強い決意を抱いているような、幸也が、だ。

　だから変わらないだろう。変えられないだろう。

　この流れがどれだけ危険なことだとしても。

（幸也。あんたは、どうして──）

　そう、彼はどうして、こんなにも。なりふり構わずに。

　隠お岐き陽よう花かを、止めたがっているのだろう。
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《武たけ田だ猫ねこ啼なき　──　大講堂／壇だん上じよう》




　ずっと疑問に思っていることがあった。

　その答えが、今、目の前にある。

　一匹の《首割れ》が講演台に座る陽花にのたのたと近付いていくのを、依然として縛しばられて寝かされている猫啼は見ていた。無論、《首割れ》は陽花を襲おそうわけではない。彼女が手を伸ばせば触れられるような距きよ離りで立ち止まり、従順な騎き士しのように、佇たたずむ。

　講演台の横には、陽花と手を繫つないで、彼女の双子の妹である氷ひよう花かが立っていた。

　その《首割れ》に触れたのは、氷花のほうだった。

　陽花と手を繫いでいないほうの腕を伸ばして、服の上から、屍し肉にくの腕を摑つかむ。そして、

「──《相互理解に言葉はいらないコミユーン・イン・ザ・ハンド》」

　相変わらず無表情な顔で、その目を閉じて。ＥＣ能力を使用。

　瞬しゆん間かん、びくん、とその肩が揺れる。不思議なことに、彼女ともう片方の手で繫がっている陽花のほうも、同じように目を閉じてびくんと肩を跳ねさせていた。

　そして目を開けた陽花は、

「ふーん、そう……ふふふ。面おも白しろいことになりそうじゃない」

　などと呟つぶやいていた。

《首割れ》は魔ま王おうへの拝はい謁えつを終えたとばかりに、またふらふらとどこかに歩き去っていく。

　武田は唾つばで唇を湿らせた。囚とらわれの身になってはいるが、口を開くことが禁止されているわけではない。要求すればトイレにもいけるし、定期的に（量は少ないが）食料も与えられている。彼女の要求を断らない限りは──死体に犯されることも、ない。

　彼女に屈してしまった放送のことを一いつ瞬しゆんだけ悔やんでから、猫ねこ啼なきは口を開く。

「あなたの能力は……何か、記き憶おくに関する能力ね？」

　氷ひよう花かはちらりとこちらに視線を向けてきた。相変わらず感情はない。ただ、

「──無回答ノンレスポンス」

　代わりに陽よう花かがくすくすと笑った。

「ふふ、意地悪しないで教えてあげてもいいじゃない。許可するわよ。そう、この子のＥＣは《相互理解に言葉はいらないコミユーン・イン・ザ・ハンド》……触れた人間と記憶を共有する能力。ＥＳＳ部ってコミュニケーション系の部活だったからこうなったのかしらね。コミュ力を高めるためにあえてＥＳＳ部に入ったその向上心と心意気は褒ほめてあげてよ。結局あんまり変わらなかったけど。我が妹ながら、とってもカワイコちゃんよね」

「それは──死んだ人間とでも？」

　陽花はにやりと笑い、猫啼はそれで答えを知る。今この目で見た行為。

　そして、ずっと抱いていた疑問……

　この二人は、どういうわけか。知っている情報が多すぎる。

　特定の個人の居場所。学園内の状況。物資の位置──

　その答えがおそらく、これだ。

「さすが武たけ田だ猫啼せんぱい、頭も勘もいいのね。そう、氷花の能力は、手を繫つないでいるなら死体とでも記憶が共有できる。そして手は二本あるから、最大で三人で同時に共有できる──」

「あなたの《死育部デツドブリード》で制御下においた《首割れ》や《爪長》は……貴重な情報提供者になるというわけね。彼らはこの学園のどこにでもいる。どこにいても不思議じゃないし、あなたの能力で命令ができるのなら」

「ふふ……そうよ。ピンポイントで『あの場所を見てこい』と命令するときもあれば、『適当にうろついて、何かおかしなものがあればここに戻ってこい』と命令するときもあるけど。私のカワイコちゃん達たちは、戦力というだけじゃない。情報力という大事な部分も担ってくれているのよ。私達の能力、いい組み合わせでしょう？」

　まさに彼女は、部下からの報告を受け取る王のような存在なのだ。

　絶対的に付き従う、精強な兵士死体。どこにでもいて、真実しか報告しない配下死体。

　支配者だ。現時点で、既にそうなのだ。なのに。

「これ以上……何を求めるの？」

「今更。あなたに放送してもらったでしょう？　あの通りよ。それでまだ足りないというなら──そうね、私は快楽主義者なのよ。せっかく王様になったんだから、もっともっとこの国を楽しいものにしたいというだけ」

「間違ってる、わ。みんな、この絶望的な状況で、必死に……」

「お説教？　立場わかってる？　今度はパンツ脱がしただけじゃ止やめてあげないかもしれないわよ？」

　口を──閉ざしてしまった。

　自分自身が嫌になる。たったあれだけの脅しで。

　自分は、弱い。それを羞しゆう恥ちと共に嚙かみ締しめた。

　きっと──自分の親友は、まだ誇り高く、憧あこがれるほどに輝かがやかしく、戦っているというのに。

　あるいは、この場所を目指して。

（リンリン……）

　彼女は来てしまうだろう。動きが筒抜けの状態で。死者達たちの大群が待ち受けるここに。

　そして、それだけでなく、ここには──

　猫ねこ啼なきは縛しばられた手に力を込める。抜け出せない。擦れて痛い。血が滲にじんでいる。

　痛いのは嫌だった。自分が死ぬのは嫌だった。死体に犯されるのも嫌だった。




　けれど。林はやし凜りんという親友が死なないためなら。

　自分はそのどれをも選んでみせよう、と猫啼は心に誓った。

　それがたった一つ、自分の弱さを償つぐなう方法であるような気がした。
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《隠お岐き陽よう花か　──　大講堂／壇だん上じよう》




　何かを嚙み締めるような表情の武たけ田だ猫啼を足下に。

　無表情を保っている同じ顔の妹を傍らに。

　隠岐陽花は計画の進行を実感している。

（うふふ……）

　死体から読み取った情報から、彼らが枯かれ山さん水すい乃の愛あと手を組んだとわかった。

　別にいいと思う。それでいいと思う。

　いや──それでこそだ。それでこそ、バランスが取れている。都合がいい。

　陽花が求めるものは。それを得られる瞬しゆん間かんは。

　徐々にではあるが、確かに近付いてきている。

　待ち遠しい。待ち遠しい。

　今日は既に日が暮れている。彼らもさすがに多量の死体が待ち受ける夜よ闇やみの中に足を踏ふみ入れるような愚行は犯さないだろう。

　おそらく──その瞬間は、明日だ。

　ああ。待ち遠しい。彼らがここに来るときが。

　隠お岐き陽よう花かが本当に求めているものに気付いていない、無知で愚かな、彼ら。

　気付いている可能性があるのは、ただ一人──隣となりにいる、自分と同じ顔をした存在だけ。

　それは別にどうでもよいことだった。気付いたところで、彼女もやはり、待ち遠しく思うだけだろう。

「楽しみね、氷ひよう花か」

「──それなりにアズ・サツチ」

　氷花は条件反射のように、表情を動かさないままそんな言葉を返すだけ。事実、条件反射なのかもしれなかったが。

　陽花は再びくすくすと笑う。

　今夜はとても、眠れそうになかった。
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《石いし堂どう幸ゆき也や　──　学園北東部・特進科三年二組教室》




　劇毒を持った猛もう獣じゆうを放し飼いにしているような気分だった。一ひと嚙かみで死ぬ。じゃれつかれたら死ぬ。何かの間違いで死ぬ。ただそこにいるだけで死ぬ。死なないのが幸運だ。

（でも……こうするしか、なかった）

　後悔はしていない。たとえどれだけ扱いが危険な武器でも、それしか手がないのならば、使うしかなかった。隠岐陽花を止めるために。猫ねこ啼なきを救うために。

　凜りん達たちもそれはわかっているのだろう。不満げな視線、正気を疑うような視線は何度も届いてきたものの、こうなってからは無言を貫いている。優ゆう理りだけはぶつぶつと思い出したように考え直せと言ってきてはいるが。彼女はそれでいいと思う。

　幸也達は乃の愛あを最前列に、慎重に歩みを進めていた。言うまでもなく、後ろにいては何をされるかわからないからだ。今は一応、協力関係だから解剖なんてしねェよと言ってはいるが──彼女のルールなど曖あい昧まいだ。いつ変わってもおかしくないそれを信じるわけにはいかない。

　そんな状況で歩みが順調に進むわけもなく、大講堂に辿たどり着く途中で日が落ちた。できるだけ急がなくてはならないのは確かだが、深夜行も自殺行為だ。近きん隣りんを探索し、見つけた校舎で一夜を明かすことにした。

　ごくごく基本的な造りの木造校舎だ。教室が一つ、その隣に倉庫部屋が一つ、あとはそれに付随する廊下やトイレがあるばかり。以前に人が過ごしていた痕こん跡せきは少しばかり見られたものの、今は誰だれも使っていないようだった。

　最も気をつけなくてはならないのは、猛獣と無力な見物客との距きよ離り感かんだ。

　優理に夜や子こ、マナミリィには、絶対に乃愛の間合いには入らせないように注意する。具体的には、一同は基本的に教室のほうで休み、乃の愛あは一人、隣の倉庫部屋にいさせるようにした。そして幸ゆき也やと凜りんが朝まで交代で彼女を見張る。この二人ならば、たとえ何かあったとしても──声をあげて、教室の一同に異常を知らせることくらいはできるだろう。

「だーいじょうぶだっつってんのに。いくらあたしでも解剖バラしていいときと悪いときの区別はつけるぜェ」

　とまったく信用ならない言葉を吐く乃愛を倉庫部屋に押し込み、幸也達たちは気の休まらない休息を取り始める。最初の見張りは凜に任せ、数時間の睡眠──交代しやすいよう、寝場所は教室入り口の一番近くだ。凜と乃愛が何事かしでかさないか心配だったし、この校舎の周りに配置した簡易的な鳴子が働くか不安だった。薄うすい眠り……けれど最終的にはきちんと意識を失えたらしく、気付けば凜に肩を揺すられていた。

「──時間だよ」

「ああ……あいつは？」

「寝てる」

「他ほかに変わったことは……ないよな。あれば起こしてるか」

「あいつが寝ているうちに襲おそって殺しといたほうが世のためだぞ林はやし凜、っていう心の声の誘惑に何度か負けそうになったくらいね」

　にこりともせずに彼女はそんなことを小声で言った。幸也は身を起こしつつ、

「納得は……してないよな、やっぱり」

「してるわよ。あいつが戦力として必要なのはわかってる。だから襲ってない」

　幸也と入れ替わるように、彼女が入り口近くに横たわる。

「でも、一つだけ覚えといて。あたしは、武たけ田だを助けるために絶対に必要だと思うからこそ、そこに納得してここまでしてるの。堕おちるところまで堕ちてもいいって覚悟したのよ。だから──もっと堕ちても一緒」

　こちらに背を向けて眠ろうとする彼女の顔は、幸也からは見えなかった。

「もし乃愛を殺せば武田が助かるっていう状況になるんなら、あたしは迷わず殺すわ」




　武器代わりのスコップを持って、倉庫部屋に向かう。戸は開けることにしていた。鍵かぎなどかからないし、それならば音などの異常がよく聞こえるようにしておいたほうがいい。

　唯一ある窓から届く、霧きりを透過した淡い明かりによって、乃愛が大の字になって横たわっているのが見えた。異常はない。薄暗い倉庫部屋だ。

　幸也は入り口付近に腰を下ろす。さあ、ここからは眠気との戦いだ。

　そう思っていたのだが──

「！」

　変化は、すぐに起こった。

　暗がりの中──むくりと身を起こす影かげ。幸ゆき也やは唾つばを飲む。スコップの握りを確かめる。

「トイレか？」

　そうであればいい。だが、そうでないのならば。

「……いンや」

　緊張感。いつでも叫べるように喉のどを準備する。そのとき切開されていなければいいが。

「ちっと、お前に話があってさあ」

「何だよ。寝とけよ。さすがに明日には講堂に着くぞ」

「だから今のうちに、だよ。他ほかの奴やつらがいないトコで、お前だけにしたい話があった」

　少なくとも──殺気は、ない。メスを生み出してはいない。

「……それは？」

「よくよく考えれば、あたしのメリットがまだちーっと少ないんじゃないかって気がすンだよ。いくらこの身体に慣れねーっつっても、死体の十や百、あたし一人で行ってもなんとかなるかもしれねーしな」

「何か……追加で欲しいものがあるってことか」

「そーそー」

　上半身を起こしていた乃の愛あの影が、のそのそと四つん這ばいで幸也のほうに近付いてきた。

　彼女のにやにや笑いが──徐々に、近付いてきて。

　次の言葉を発した瞬しゆん間かんに至っても。

　彼女に殺気がないということ自体が、彼女の狂気の本質なのだと、幸也は背筋を震ふるわせながら理解した。

「お前の身体、ちょっとだけ解剖バラさせろよ」

「な……なに、を……」

　助けを。呼ぶべきか。迷う。少し大きな声を出せば、凜りんは、すぐに。

「傷は治るから別にいいだろ？　前にも言ったかもしんねーけどさあ。キョーミあんだよ。テメェみたいな奴の身体。治るの前提なら、それを前提にした新しいジックリ解剖メソッドを考えたりしなくちゃいけないかもだろ。そういうの楽しそうじゃねぇか。な？」

「そんな誘い文句で、俺おれがはいって言うと思ってんなら──」

「あたしの力が必要なんだろ？　さっきも言ったが、あたしは別にテメェらと一緒に行動なんてしなくてもいいんだぜ。今すぐここを出て行っても」

　ん？　というように、彼女が片目を細めたのがわかる。悪あく魔まのように。

「わかるだろ？　解剖バラして殺すつもりなら今すぐにやってる。安全については心配すんな。いくらやっても死なないのがテメェの切開くぱあのウリなのに、殺しちまったらなんにもなんねェ。レアな玩具を壊こわしてどーするって話だ。だから即死するような場所は切らねぇよ。ロンリ的に考えろって」

　また、彼女が手を使ってずるりと膝ひざ立だちで近付いてくる。既に至近距きよ離り。

　だから、彼女が制服のシャツ一枚で、スカートも穿はいていないのが、ようやくわかった。

　吐息が感じられるほど、近くに。

　ああ。乃の愛あはこれからのことのために、絶対に必要だ。これからすべきことには、隠お岐き陽よう花かを止めるためには、絶対に必要だ。万が一にもそれを失敗するわけにはいかないからだ。

　陽花を止めねば、何もかもが。本当に、全すべてが。この【課外活動】という状況でも、学園という場所でもない、幸ゆき也やにとっての世界そのものが──壊こわれてしまう。

　だから。

　動けなくて。

　薄うすい布地一枚だけを間に挟んで、乃愛の胸が、幸也の肩にそっと触れた。彼女の腕が幸也の肩の後ろに伸び、そっとこの倉庫部屋の戸を閉じる。

　幸也の耳元で、甘あま嚙がみするように、彼女は囁ささやいた。

「……声は我慢しろよ。邪じや魔まされたくねェだろ？」
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《枯かれ山さん水すい乃愛　──　学園北東部・特進科三年二組教室》




　実のところ、目的意識の配分で言えば。

　自分の死体についてのことは、三割程度にすぎなかった。気にはなるが、最優先ではない。では残り七割は？　これだ。当然だ。自分が一番楽しいのは解剖で、一番興味があるのは解剖で、一番したいのは解剖だ。そのチャンスは逃せない。

　世にも珍しい死なないカエルを、何にも邪魔されず、解剖したかった。

　だからこいつらと一緒に行動することにしたのだ。理由の七割はそれだ。

「っ……あ……！」

　乃愛は彼の上に馬乗りになっている。開かれたシャツ。そして──開かれた腹。

　この世で最も頼たよりになる、いや、唯一頼りになる冷たい刃物が肉を切り裂く。そして露あらわになる彼の秘部。乃愛にとってはそれは輝かがやく宝石だ。覗のぞき込み、その新しん鮮せんな色を堪たん能のうし、荒くなる呼吸を意識的に抑えた。鼓動で跳ねる肉。生きている。死につつある。これが生で、これが死だ。

「あ、あ……腹部、内、切創、保存ッ……」

　切り離はなしかけていた部位が、すうっと時間が巻き戻るように再接着。ああ、ああ。また解剖できる。いつまでも解剖できる。生きている限りメスはその感触を楽しめる。ぞくぞくした。

　乃愛はさらに身を倒し、彼の耳元で、

「やっぱ前開けただけじゃ服汚れるぜ。脱いどけよ」

「かっ……結局、この傷は、優ゆう理りに治してもらわなきゃいけない、んだ。外に出て《首割れ》とやりあった、とでも、言うさ……別に、服に血がつく、くらい……」

　聞こえてはいたが、乃の愛あは彼の上半身からシャツを抜き取った。なんというか、そうするのが自然で、対等だと思ったからだった。

　そして乃愛も、自分の着ていたシャツの前ボタンを、全すべて外して。

「はぁン？　あたしは暑いし、汚したくねぇから、こうするけどなぁ……？」

　スカートは元から穿はいていなかった。パンツもずっと穿いていなかった。

　だから、そのシャツを脱ぎ捨ててしまえば。

　あとは、肉体しかない。

　苦く悶もんに歪ゆがんでいた彼の目が、僅わずかに見開かれるのがわかる。

　乗った彼の身体に、意識的に体重をかけた。彼の下半身のズボンはどうしようか。ノリ次第だ。どっちでもいい。少なくとも現時点でも、彼の本能は正しく働いている。死に瀕ひんしたときほど子孫を残したがるのが人間だ。自分の剝むき出しの部分がズボン越しに何かに押し上げられているのを感じる。

「ていうかさあ……今の台詞せりふだよ。あたしと二人だけの秘密作ってる最中に、他ほかの女の名前口にするなんてサ。ちょっと失礼なんじゃねえの？」

　胸と胸を触れ合わせるように前傾しつつ、刃やいばを働かせた。くぐもった呻うめき声。肉の感触。
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「うっ、せぇ……」

　反抗的だ。生と死、尊厳、痛苦、快楽、未来。石いし堂どう幸ゆき也やという存在の全すべてをコントロールされながらも、このちっぽけな矜きよう恃じ。微笑ほほえましい。まさしくカエルのように。

　ヘムがいなくなったのなら、今度はパターンを変えてこいつのようなペットを飼ってもいいのかもしれない、と思った。いや、しかし、そうなると──こいつが一時保存した傷を治すというあの少女もセットということになるのか。

「そういやさあ……あのちっこい女は」

「……優ゆう理りに手を出したら、殺す。このことを言っても、殺す……！」

「なーんも言ってねぇだろ。ただの世間話ピロートークだよ。どんな関係なんだ？　あたしのことについてぶちぶちテメェに文句言ってたの見たし、あっちのほうが立場が上っぽいが」

「言う、必要は、ない……」

「はン。でもま、なーんとなくわかるんだよな」

　手をぐちょぐちょと動かしながら、彼の目を見る。彼もこちらを見返している。

「テメエがあたしに、大人しく黙だまってこうされてるのは。こんなことをされてでも、プライドとか恥を全部捨ててでも、あたしを戦力として維持したがってるのは──最終的には、あいつのためだ。そうだろ？」

「それは、それ……は、あああっ！」

「っと、ちょっと激しすぎたかぁ。楽しいのはわかるけど、声抑えろって」

　小休止。メスではなく指で、彼の反応を楽しむことにした。触る。いろいろな部分を触る。剝むき出しになっている体内。有り難い皮ひ膚ふに包まれた体外。

　彼はぴくぴくと反応する。もはや未体験の感覚の渦に巻き込まれ、彼の思考は正常ではいられない。夢うつつ。剝き出しのこころ。途切れ途切れの言葉。

「ああ、っ、俺おれは……そうだ、絶対に。優理の……が……されない、ために……！」

「誰だれかのために、とかあたしにはわかんねーなぁ。そういうの、重くねぇ？　もっと快楽的に、即物的に生きてもいーんじゃないかって思うぜェ。ここはそーいう場だろ？」

「う、る、さいっ──」

　それでも最後の一線、彼の心の奥底だけは折れない。それが素敵なペットの毛並みだ。

　乃の愛あは声を出さずに笑った。

　ペットにご褒ほう美びをあげてみよう。

　下側のご褒美は、メスの動きの再開。じっくりとたっぷりと。お腹の中を裂き広げる。

　そして上側のご褒美は──

　乃愛は彼の上で身体をずらし、さらにその身を前に進めた。

　形良くぶら下がっている自分の胸を、その尖とがった先端を、彼の口の中に押しつける。

　こんな状況でも彼の奥底にいる女を、存在意義の全てとばかりに鎮ちん座ざしている女を、自分という雌で塗り潰つぶしてやりたかった。生と死、今、彼の根幹に最も近いところにいるのは自分なのだから、そうでなくてはいささかプライドが傷つくのだった。

「サービスだ。吸えよ」

　これが自分にできる唯一の抵抗だとでもいうような乱雑さで、おそらく彼自身は意識しない反射的な攻こう撃げきとして、彼の舌が乃の愛あの乳首を口の中で弾はじいた。

　それだけで乃愛は軽い絶頂に至った。
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《檜ひ山やま田だ孝たか臣おみ　──　学園中央部・第十五防災倉庫》




　周囲に徘はい徊かいしていた《首割れ》達たちを倒して。二人で倒して。

　今こ宵よいのレストルーム、セーブポイントを解放した。

　楽しい。達成感がある。

「さあって、中はどうなってるのかな」

　がらがらとシャッターを開け、スイッチを押して灯あかりをつける。暗くなっていたが、まだ電気は使える時間帯だ。中はコンクリート打ちっ放しの、教室の半分程度の広さしかない倉庫。そこにはスチールラックが並べられている。

「ふーむ。何かいいものは──っと」

「……」

　同じくシャッターを潜くぐって入ってきた子こ犬いぬが、ぴとりと身を寄せてきた。何かを期待するような目でぼんやりと見上げられ、孝臣はどきりとする。体温。体温が。温かい。

「ま、まぁ待てよ。今調べるから。ええと、どうかな……」

　一通りスチールラックの横を歩き回って確かめてみるが、めぼしい物資はなかった。既に誰だれかに持ち去られていたあとだ。

「あちゃー。ま、しょーがねえか。安心して寝られる場所が見つかっただけでラッキーと思おうぜ」

「……おなか……へった……あめ……」

　ぴっとり。潤うるんだ視線。人肌の温度。

　ああ、これはまずい、と孝臣は思った。この倉庫は狭い。毛布とかもない。ひょっとしたら、ひょっとすると、こんなふうにくっついて眠ることになってしまうんじゃないだろうか。現状嫌がっていないということは、これからもそうだという可能性が高い。だったら──その、まずいのでは。嬉うれしいがまずいのでは。心の準備が。自重できる自信がない。

　ああ、なぜなら。彼女はぶっちゃけ、とても可愛かわいいのだ。まさしく子犬のように。どこを見ているのか、何を考えているのかわからない不思議な眼まな差ざしも魅み力りよく的てき。飛び回っているときに見えるスカートの下の太ふと股もも、その白さは孝たか臣おみの海馬に刻み込まれている。

　今夜がまた新しい実績解除のチャンスなのかもしれない。とても大きい実績だ。頑張ろう。できれば風呂に入っておきたかったが、まあ仕方ない。

　ごくりと唾つばを飲み込んで、

「あ、ああ……そうだな、メシにするか。まだ食料のストックはちょっとあるし」

　自分の荷物を探って、缶ジュースとクッキーの袋を取り出す。飴あめを欲しがる彼女のためには、ポケットの中の──おや。そちらはストックがなくなっていた。

「あー、悪いな。黒玉はねぇや。うん、今日はクッキーで我慢してくれると助かるぞ。毎日毎日あんなもの舐なめてちゃ栄養も何もあったもんじゃないから、ある意味ちょうどいい──」

「あめ……ない？」

　ぱちくり、と彼女が瞬まばたきをした。目が微かすかに大きくなる。その表情のまま、どこか不自然な口だけが動く。

「ない……あめ……なめたい……ない、だめ……あめ……あめが、ないと……」

「お、おい？」

「だめ！　あめがないと！　せんせーの、あめが！」

　体重をかけて寄りかかってくる──いや。押し倒される。体格差はあるが油断していた。

　そしてそのまま彼女は、虚うつろな眼差しのまま、孝臣の──首を、その手で絞めた。

「か……はっ……！」

「あめ……ほしい……あめ……」

　何だ。何なんだ。何が起こった。どうして。わかっているのは。このままでは。死。

　酸素の希求が全すべてに勝った。子こ犬いぬの腹に足裏を押し当て、力任せに弾はじき飛ばす。小さな身体はスチールラックに当たり、そこに置かれていた無用なヘルメットやら何やらを床に落とす。

「あ……お、おい。大丈夫……」

　子犬は、ゆっくりと立ち上がって。

「《ホールインワン専用のクラブアイアン・フオー・エース》……」

　その手にＥＣ能力のゴルフクラブを生み出した。そっと、棚から崩れ落ちた物品に触れさせる。それらがふわりと浮かび上がった──先刻まで、《首割れ》達たちをたやすく終わらせていたときのと同じ、準備態勢。

「ちょっと、待て。どうなってん……」

　飛来。何かが肩を貫いた。見る余裕もない。痛い。視界が明滅。危機感。

　檜ひ山やま田だ孝臣は、愚かではあったが、無能ではなかった。

　なすべきことを本能で理解した。

「《大回転不正球アンチエインド・チエインドウエイト》！」

　──やらなければ、やられる。




「ああ……あめ……せんせー……うん。わかる。こうすれば、でる……」

　ふと、孝たか臣おみは意識を取り戻した。見えるのは倉庫の天井。

　倉庫の中は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。あらゆる物品が飛び回った結果。孝臣の鉄球があらゆる場所を穿うがった結果。

　手足に力を込める。動かせない。ああ。よく見れば、あそこに転がっているのは──なるほど、だったら動かないのは当然だ。繫つながっていないのなら。

　視界の下方で、何かが揺れたような気がした。眼球だけでそちらを見やる。

　彼女だ。彼女が、自分の身体の上に乗っていた。期待していたのと同じように。期待していたのとは違う形で。

　彼女の頭の横には、サバイバルツールのナイフがふわふわと浮いていた。

　孝臣は思う。やっぱりだ。そんなにすぐ変わるわけがなかった。世界がこの【課外活動】で激変したからといって、自分のステータスが全部更新されたと思ってはいけなかった。

　やっぱり──女は、苦手だ。ゲーマーの天敵。

「あめ……」

　宙に浮いていたナイフの先端が、くくっと動いて狙ねらいを定める。

　そんなものを見たくはなかった。再び視線を動かして、孝臣は自分に乗っている彼女の下半身を見た。足を開いて座っていたので、そのスカートの下が、恋い焦がれていた太ふと股ももが、とてもよく見え──そして、ひどく不自然な、下着の膨ふくらみも。

　理解と同時、銀光が視界の中央に飛び込んできて、

（ちくしょう、騙だまされた。女でもねえのかよ）

　そして孝臣の全すべてを奪い去った。
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《三み番つがい子こ犬いぬ　──　学園中央部・第十五防災倉庫》




　新鮮な飴あめを発見したので、拾って、舐なめた。

「ん、ふ……あは……」

　とても美味おいしい。とても美味しい！

　我慢していたせいだろうか。いや。

　自分が座っているモノを見る。美味しい飴を出してくれたモノ。飴をくれるいい人だったけれど、くれなくなったので、飴をもらうことにした。ごく自然な流れ。

　今舐めているものは、普段の飴と、明らかに違うところがあった。

　この飴を出してくれた彼は──とても、強かったのだ。

　だからかもしれない、と思った。

　びっくりするほど強かったから。

　びっくりするほど美味おいしい。

　ご褒ほう美び。せんせーがくれたご褒美。よく頑張ったなと言ってくれるものだから、やっぱりよく頑張らないと駄目なのだ。そうだ。だから強い人間の飴あめこそが美味しくて当然なのだ。せんせーが誰だれかはもうわからないけれど、きっとそうなのだ。せんせーがそう言ったから。

「おいしい、あめ……もっと、ほしいな……」

　もごもごと口を動かしながら、子こ犬いぬは事切れた死体の上から立ち上がる。

　これが美味しいのはいい。とてもいい。けれど、いつかは味がしなくなる。わかっている。

　だったら、どうしたらいいのか。

　美味しい飴を──食べ続けるためには。

「……」

　すんすん。すんすん。

　鼻を鳴らす。そして子犬は、歩いていく。

　美味しい飴を求めて──夜よ闇やみの中に、消えていった。
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《才さい連れん夜や子こ　──　学園中央部・第十五防災倉庫》




　夜が明けてから、一同は大講堂に向かって再び進み始めた。

　そしてもうすぐで辿たどり着くというところになって、最後の準備を兼ねた休きゆう憩けい時間を取ることになる。夜子にとっては願ってもないことだった。移動式保健室はいつ開発されるのだろうか。

　場所は中央部付近にある防災倉庫だった。中はひどく荒れ果てている──できたてほやほやの、ガタイのいい男子生徒の死体を筆頭に。《首割れ》ではなく人間の仕業のようだったが、よくわからない。とりあえず彼にはビニールシートを被かぶって端に寄ってもらって（さすがに埋葬などしている暇はない）、一同は余った物資の探索や荷物の確認などを行った。勿もち論ろん、乃の愛あを倉庫の奥に押し込めた状態でだ。

「ぶっちゃけ言うと、死んだカエルにゃあんま惹ひかれねェんだよなぁ……だって死んでンもんよ。スーパーで買った肉切るのと一緒だぜ。あーあ、このデカガエル、生きてるときならそれなりに楽しかったかもしんねーが……」

　ぶつぶつ言っている乃愛は、しかし、今朝からどこか機嫌がよさそうではあった。すっきりした感じだ。

　対照的に、幸ゆき也やの様子が少しばかり変だった。寝不足気味にふらふらしている。

（ふむ……私のラブアイで見たところ、あれは……）

　そんなとき、幸ゆき也やがさりげなく優ゆう理りに近付き、用事があるので少し外に出ようと誘った。凜りんとマナミリィにもその旨を伝え、つまりは乃の愛あの監視を頼たのみ、優理と二人で倉庫を出て行く──逢あい引きか。勿もち論ろん夜や子こも追った。

　倉庫の裏手。周囲の安全を確かめていた幸也達たちに追いつき、

「やれやれ。こんなところでいかがわしいことをするのかね？」

「するか」

「では、消去法によりこれから行われることは──優理のＥＣだな。ならば私もいたほうが都合がいいと思うが」

　否定の言葉はなかった。

　幸也がそこに横たわり、優理が膝ひざ立だちでその傍らに位置する。夜子は彼女の背中が定位置だ。背中合わせになってもよし、彼女の肩に顎あごを乗せてもよし。今回は後者にした。

「一時記録してた傷を、これからの決戦の前に治ち療りようしておくのはいいことだと思うわ。心の準備のために聞いておくけど、命に関わるようなものはあった？　わたしが見てた限りじゃ──」

「あー……悪いが、ちょっと、あるかもしれない。一人で行動してたときに、《首割れ》とちょっとあってな。油断した」

「馬ば鹿かじゃないの、教育的指導よ！　単独行動のときだからこそ気をつけなさいっていつも言ってるじゃない！」

「うす……すみません……」

　幸也が本当に申し訳なさそうに視線を逸そらしたので、教育的指導はそこで終わりとなった。

　幸也が能力を全解除する。一気に溢あふれ出す血液と傷。

　それを優理が《マスター・オブ・インファーマリィ》で懸けん命めいに治ち癒ゆしていく。

　真剣な瞳ひとみで──ああ、それはだんだん、真剣すぎる、怒ったような瞳になって──

（……ふむ）

　自分が状況的に察したのと同じように。

　彼女は外科的に察してしまったのだと思う。

　彼女のＥＣ能力による治癒の光が収まり。幸也の（腹部を中心に）発生していた傷が治って。

　しかしそこに新たに、彼に痛みを与えるものがあった。

　優理がぱちんとその掌てのひらで彼の腹を叩たたいたのだ。

「……何をしたの？　言いなさい」

「何って？」

「とぼけないで。いくらなんでも、見ればそれが《首割れ》に嚙かまれてついた傷かどうかはわかるわよ。身体の奥深くに、鋭するどい刃物による切り傷があった理由──説明してみなさい」

　彼は強情だった。いつになく。ふっと笑って、

「何言ってんのかわかんないな」

「幸ゆき也や！」

　バレバレの噓うそを、それでもつき通そうとするならば。理由があるのだ。彼なりの。

　夜や子こは彼の目をじっと見つめた。自分の武器はそれしかないと知っていた。

「危ない橋を──渡りすぎてはいないかね？」

「さあな。何のことかわかんないけど、とりあえず全体的なスタンスで言っとくと……俺おれは死ぬ気とかこれっぽっちもない、ってことだけだ」

「でも、無茶はしたんじゃないの……！」

　奥歯を嚙かみ締しめるような表情で幸也を睨にらみつつ、優ゆう理りは言った。これは結構本気で怒っている顔だ。夜子としても援護したいところではある。

「スタンスがどうあれ、結果的に──君のしたことが、たとえば生死を賭かけたギャンブルに類するものになってしまったとしたら、それはけっして褒ほめられたことではない。その状況に至ること自体を回かい避ひしてほしいものだ。君の身を心より案じる人間としてはね」

　幸也は微笑ほほえんでこちらの顔を見返してきた。否定も謝罪もなく。

「何をしたのか、具体的なことは、わかんないけど。そう。あんたが、危ない橋を渡ったことだけは……なんとなく、わかるわ。どうして、こんなこと……」

「もし本当に俺がそんなことをしたんなら、そりゃ必要だったからだって答えるだろうな」

　幸也には、既に迷いがない。それがはっきりとわかった。

　ああ、そうだ。彼は──既に決意している。強く強く、何をしても果たさなくてはならないことがあると。

　それはかつて、彼が、彼の愛する人間の仇かたきを取ろうとしていたときと同じだった。

　絶対的な、決意。

　夜子は嘆息した。この状態の幸也が止められないのは、過去の体験からわかっていた。

「それほどまでに……したいことがあるのだね」

「やられたくないこと、かな。どちらかと言えば」

　小さく言って、幸也は上半身を起こしていた状態から立ち上がった。

「いや、まあ、どっちでも同じか。先せん輩ぱいを助けて、隠お岐き陽よう花かをぶっ潰つぶす。目的はそれだけだ。最初から全然変わってないさ──」

　さあ、その目的地まではもうすぐだ。きっちり準備をして行こう。

　彼はまるでクラスを導く優等生委員長のようにそんなことを言って、凜りん達たちのところに戻るべく歩き出す。優理は依然として納得がいっていないように眉まゆを寄せながら──しかし彼女も幸也の決意の固さには気付いているのだろう、むっつりと口を閉じて彼のあとを追った。

　夜子も同じように歩き出しながら、彼の言葉を反はん芻すうしていた。

　やられたくないこと。

（ああ……そうか）

　才さい連れん夜や子こは彼のことを愛していたので、答えにはすぐに辿たどり着けた。
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《石いし堂どう幸ゆき也や　──　学園中央部・大講堂前》




　幅の広い、大きく直線的な並木道を辿る。

　学園のほぼ中心部に存在するその建物は、周囲の道も含め、非常にわかりやすい立地をしていた。場合により五千を超える全校生徒が集まる場所なのだから、そうであるのはむしろ当然だったが。

　巨大なコンサート会場、あるいはドーム球場じみたその威容は、曖あい昧まいな霧きりの中であっても、道を進むにつれ確かに近付いてくるのがわかった。

　予想とは異なり、道中は平穏だ。《首割れ》の姿も《爪長》の姿もない。だがその静けさは逆に、これから迎えることになる何かを不吉に暗示しているような気がした。

　その予感は──やはり、正しく。

　大講堂、正面入り口前。

　巨大な扉と、そこに続く幅広の階段。その手前で幸也達たちは足を止めた。

　視線を上げる。大講堂の扉よりも、さらに上──

　そこにはまるで、扉を守る守護天使のように。

　大講堂の屋根を踏ふみしめて、戦乙女が立っていた。

「くそっ。やっぱりか」

「ち。さっさと中に入りたいってときに、邪じや魔まする気満々ね……！」

　凜りんと共に身構える。予想はしていたが、最悪だ。

　しかし予想していないこともあった。なぜだか──練ねり亜あは、笑っている。

「ふふ……うふふ。あはは」

　バイザーじみた兜かぶとの奥から、潰つぶれた片目で幸也達を見下ろしつつ。

　直線的な剣をぶらぶらと揺らしつつ。

「何が……おかしい？」

「おかしくないよ。ただ、ほんの少しだけ、幸せなだけだよ」

　幸也の言葉に答えたのは練亜ではなく、その隣となりにいた一いち春はるだった。

　彼女が軽く前に進み出て、やはりにこりと笑って、屋上の縁へりにその姿を現す。そこに理由があった。よく見えるようになった彼女の姿。保健室で見たときと変わらない。制服姿で、その手には、腐りかけで干ひ涸からびかけた生首が──

「ア……アアア……」

「！」

　声を、発した。

　形のない。意味のない。言葉ではない。ただの音。しかし、声。

　識しき神がみ界かい人との、声だった。

「うふふ……あははは！　界人！　界人！　やっぱり界人はここにいるの！　私達たちを見てくれているの！　仇かたきを取れって言っているわ！　応援してくれているわ！　そして私を愛していると！」

「うひゃー！　大変な妄言を聞いちゃったね！　でもハル子はもう慣れっこなので気にしないよ！　こんな義理のお姉さんでもちゃんと老後の面倒は見るから！　嫁入り問題なしだよ！」

「アア……アアア、ア……！」

　呻うめく。死体が呻く。生首が呻く。生者は笑う。愛をもって笑う。

「ああん？　なーんだありゃ？　あーいう玩具かねェ」

　乃の愛あはひたすらに怪け訝げんそうに首を傾かしげているだけだったが──凜りんは不快感を露あらわに顔を顰しかめ。マナミリィは母国の言語で、おそらく悪あく魔ま的てきな行いに対する罵ののしりか、あるいは神への懺ざん悔げに類する言葉を呟つぶやく。

　そして幸ゆき也や達には、わかっていた。

「やれやれだ。確かに声帯さえ残っていれば同じ声は出るだろうが……肺がないのに空気はどうしているのだろうか。屍し肉にくで喉のどの奥に代替器官でも作っているのか？　まさしく死霊術ネクロマンシーの領分だな……」

「っ……そんな、理屈なんて、どうでもいいわ。大事なのは、ただ」

「あれには死体を動かす力が加わってる──ってこと、だな」

　その事実が意味するものは一つだ。




　識神練ねり亜あと、似に捌さばき一いち春はる。

　隠お岐き陽よう花かと氷ひよう花か。

　彼女達が、明確に、手を組んでいるということだった。










　　第四章
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《石いし堂どう幸ゆき也や　──　学園中央部・大講堂前》




　一いち春はるを荷物のように抱えた練ねり亜あが、その背の羽を動かしてふわりと下りてきた。

　大講堂へと続く扉は、彼女達たちの背後だ。

　下手に動けない──幸也は彼女達と、そして周囲に警戒を向けるしかない。

　練亜達と陽よう花か達は手を組んでいる。それが、脅して言うことを聞かせているのか、それとも取引のような形かはわからないが──死体を操る能力があそこに残っている以上、まだ隠お岐き陽花が生きているのだけは確かだ。

　幸也は横にいる凜りんを見ないまま、

「出入り口はあそこ以外にもある。先せん輩ぱいを早く探したいあんたとしては、俺おれ達を囮おとりにしてそっちに行きたいかもしれないが……その場合は、残った俺達がすぐ死ぬ可能性があることと、別の出入り口にも死体がわんさかいたりするかもしれないこと──状況がここよりいい保証なんてないことを覚えておいてくれ」

「嫌な奴やつね。忠告のふりして釘くぎを刺すなんて」

「こっちも命がかかってるからな」

　真剣に眉まゆを寄せる幸也達とは対照的に、殺人鬼はあくまでも軽い。

「クヒヒ、羽の生えたカエルちゃんじゃーん。いいネェ。あたしの死体使ってるヤツにオシオキする前に、ちょうどいい前菜じゃねぇの」

　凜が横目で乃の愛あをちらりと見て、

「……あんたこそあたしたちを囮にしそうだけど」

「いやいや、羽カエルちゃんの切開くぱあには前からキョーミがあったんだって。あえてスルーできるほど人間できちゃいねェよ……それに、ま、代金はもらってるしなァ？」

　ちろりと舌を伸ばして、乃愛は幸也に流し目を向けた。幸也は意識的にそれを見返さない──必要だったとはいえ、あれは忘れたい出来事だ。いろいろな意味で。

「あら……貴女あなたも一緒なのね。界かい人との首を切ったゴミクズ。どういう理由かは知らないけれど手間が省けるわ」

　練亜はゆっくりと金属の脚甲に包まれた足を動かし、階段を下りてくる。指揮棒のように手中の剣が軽やかに揺れている。

「うふふ……見ていて、界人。殺すわ。今すぐ殺すわ。貴方あなたを殺した全すべてのものを完かん膚ぷなきまでに殺すわ。そうしたら喜んでくれるわよね。楽しんでくれるわよね」

「アア……ウ、ア……」

　一いち春はるの抱えた生首が呻うめく。それだけで練ねり亜あのテンションはまた一気に上がった。

「ああ、ああ！　やっぱり、やっぱりね！　お姉ちゃん頑張るから！　ちゃんとできたらご褒ほう美びをちょうだい？　私を愛して！　私を抱いて！　私と──一つになって！」

　とん、と最後の一段を下りて。

　その瞬しゆん間かん、戦乙女はいきなりのトップスピードに転じた。羽を利用した低空滑空に等しい高速移動。いきなり幸ゆき也やの首を狙ねらってきた。慌ててスコップで受ける──初しよ撃げきから生死の分かれ目だった。

　吹き飛ばされて転がる。優ゆう理りの慌てた声が届く。

「幸也！」

「いい！　お前らはとにかく周りに警戒……！」

　言いかけた瞬間、優理達たちの近くに忍び寄る《首割れ》達の姿が見えた。立ち上がり、慌ててそちらに行こうとして、

「ちょっとあんた後ろッ！」

　凜りんが何事か攻撃をして練亜の攻撃を遮ったらしい。さらに乃の愛あがメスを振るい、練亜は仕方なく一旦間合いを開ける。

「一番狙われてるのはあんたよ、余所よそ見みしてると死ぬわよ」

「こちらは可能な限り我がなんとかする。緑が我を守るだろう。ただ──」

　優理達と一緒にいるマナミリィは、その手に小さな鉢植えを持っていた。このときのために持ってきた彼女の武器だ。そこから伸びる蔦つたが、彼女達に迫る《首割れ》に向かい──

　マナミリィが眉まゆを寄せた。周囲の霧きりが僅わずかに薄うすくなり、その視線の先にあるものが幸也にもはっきり見えるようになる。

　その蔦が巻きついているのは、木だ。ただの。

「……偽物だ」

「っ──一春の映写か！」

　くすくすと彼女は笑っていた。

「勿もち論ろん、ハル子も手伝うよ。地味だけど大事だもんね。界かいくんはこういうのもちゃんと見てくれてるもんね」

　以前に保健室で行われたことと同じだ。彼女の《監督権限ワン・マン・インデイー・ムービー》は、記録した映像と音声を再生することができる。それは幻げん影えい効果を生む。普段ならたいしたことはないかもしれないが、それが命のやりとりの最中に行われると──致命的な判断の迷いを生みかねない。

「こういうことだってできるし」

　練亜の横に、もう一体の練亜が。さらにその横にも。さらにもう一体。そして、声。

「殺すわ」

「殺すわ」

「殺すわ」

　それは無論、周囲の壁かべや木々に投とう影えいされている過去の映像。しかしリアルである。薄うすい霧きりが立ちこめる中、しかも戦せん闘とう中ちゆうに見てしまったなら──はたして区別がつくかどうか。

「一度に一つなんて言わないよ、うふふ。ハル子の自主制作映画、楽しんでね？　オチはもうわかってると思うけど！　そう、界かいくんが君の死体を見てハル子をナデナデしてくれるのです！　完！」

「駄作だわ。界かい人とは私と恋愛映画を見る！」

　もはや嚙かみ合っているのかどうかもわからない言葉を交わし、練ねり亜あが剣を構えて突っ込んでくる。剣けん撃げき。金属音──戦せん慄りつ。

　こちらは三人だ。凜りん。乃の愛あ。幸ゆき也や。幸也の戦闘力はごくごく普通、一般的。凜はＥＣ増幅器エキスパンダーを使う気はなさそうだが《殴打娘々おーだーにやんにやん》はいつも通りの能力を発揮する。不確定要素であった乃愛も、今のところはにやにや笑いながらただ練亜を解剖しようとしている──以前の身体より力の衰えはあるらしいとはいえ、彼女は彼女だ。

　その三人。一いち春はるは戦えない。だから三対一。

　なのに、練亜は──崩せなかった。

　今までよりも、強い。断言できる。一春の幻影投射により援護がありはするものの、それ以前に、彼女そのものが今までよりも強いのだ。動きが違う。速度が違う。

　狂気に陥っていた彼女が、さらにもう一段階、吹っ切れて──さらなる力を得た。そう感じた。どんな力か？　完全に間違っているが、完全に正しく、それは愛の力なのだろう。

　圧倒的な、勢いの差。

　剣先は雷光じみて奔はしる。翼つばさはまさに別の生物のように彼女の機動性を押し上げる。

「ああもう、こんなに強いなんて聞いてないわよ！　やっぱ別のところにいったほうがよかったわ……！」

　対照的に、大地に根を張るように足を開いた凜が、突っ込んでくる練亜に対してカウンターの拳こぶしを繰くり出す。拳と剣が触れ合う、ただ一音の歌。そして刹せつ那なの空白節ブレイク。

　再びの歌い出しは──

「く、ああっ！」

　苦く悶もんの呻うめき。腕から鮮せん血けつを散らしながら、凜がその場に膝ひざをつく。

　勢いのままにその脇わきをすりぬけて幸也に接近する練亜。その途中には殺人鬼がいたが、

「う、おっとぉ!?」

　巨大なメスで受け止めようとするものの、低空滑空する練亜の勢いには抗しきれなかった。弾はじき飛ばされる。身軽に空中で身を翻ひるがえし、生み出したメスを投とう擲てき──羽虫を払うように練亜は剣でそれらを弾はじき、そのまま一直線に。

　幸ゆき也やを襲おそう。

　この状況下で迎げい撃げきできるなどと思うのは。倒せるなどと思うのは。傲ごう慢まんだ。

　ただその一撃を防ぐことに全神経を集中。即死さえしなければ傷は治せる。だからただ、

「ちょっとあんた後ろッ！」

　絶妙のタイミングで、その凜りんの声が聞こえて。後ろに意識を向けかけて。

　それだけで、致命的。

　前方にいる凜が、後ろからこの声を出せるはずがない。まるで録音されたもののように、さっきとまったく同じ台詞せりふをかけてくるわけがない。

　視界の端、一いち春はるがにんまりと笑うのが見えた気がして──そのとき既に練ねり亜あは目前に。

　振りかぶられていた剣が、幸也の首筋に振り下ろされて。

　幸也がスコップを持ち上げて盾にしようとするのも間に合わず。

　なすすべなく、その軌跡を目で追うしかなく──

　死を覚悟した、その瞬しゆん間かんだった。

「！」

　ばきぃん、とこれまでになく甲高い音がした。

　眼前に迫っていた練亜の身体が真横に弾け飛ぶのが見えた。鎧よろいのせいか、剣で防いだせいか、肉体自体にダメージはなさそうだったが、あの勢いの練亜を動かしたというのはただ事ではない。

　練亜が唇を嚙かみつつ、憎々しげに、それを為なした闖ちん入にゆう者しやに目を向ける。

　幸也の前。

　そこにいたのは、予想外の人物だった。そもそも、死んだと、思っていた。

　息を荒らげて。虚うつろな目で。

　薄うす汚よごれたゴスロリの衣装を身につけている──少女の姿をした、少年。

　幸也はそれ以外の名前も知っていたが、今ここにいる彼の姿からすれば、やはりそうではない別の名前で呼ぶことのほうが正しいような気がした。

「ああ……おなか……へったよ……」

　彼の名前は、三み番つがい子こ犬いぬだ。
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《三番子犬　──　学園中央部・大講堂前》




　おなかがへった。とにかくへった。

　美味おいしい飴あめを舐なめたい。ただそれだけだった。

　不思議なことに、黒くて美味おいしい飴あめは、いくら舐なめても溶けたりはしない。けれどそのうちに味がなくなってきてしまう。だから吐き出して、また新しいものを探さなくてはならない。

　大きな鉄球を振り回す、あの名前も知らない大きな男子生徒の飴から味がしなくなった。

　だから探した。美味しい飴を。

　もうわかっている。美味しい飴は──強い人間が、出すのだ。

　歩いた。歩いた。鼻をすんすん鳴らして歩いた。

　鼻は匂においを嗅かぎ取る器官なのだから、そして自分は子犬なのだから、当然のように感じた。

　血の臭いだ。

　だからそちらへ。そちらへ。

　そして見つけた。

　剣と鎧よろい姿の人間。大きな拳こぶしを握る人間。メスをお手玉する人間。

　それは、みんな、とても美味しそうな飴の元。

「たべたい……たべたい……」

　自分のＥＣ能力を使用。ゴルフクラブを生み出す。

　本能的に、何をすべきかはわかっていた。クラブの先端で自分の服を撫なでる。ふわりと浮かぶ。さらに手近な花か壇だんを形作っていた杭くいを叩たたいて引き抜き、槍やりとしてもう片方の手に握った。

　そして──一気に、ベクトルを、前へ。

「たべたいィィィッ！」




　三み番つがい子こ犬いぬは、意味を持たない。

　愛あい玩がん動物としての意味も。人間としての意味も。

　存在そのものが、無意味な残ざん滓し。

　捨てられた犬にあるのは、ただ、強烈な生存本能だけだ。
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《石いし堂どう幸ゆき也や　──　学園中央部・大講堂前》




「ああ、たべたい、たべたいたべ、た、いッ！」

　三次元的な機動ができるのは練ねり亜あと同じだった。子犬は低く飛ぶように練亜に襲おそいかかり、ゴルフクラブを振るう。だが剣で受け止められる。さすがに練亜のＥＣで生み出された剣を支配下に置くことはできない──純粋な剣技にて弾はじき飛ばされた。

　しかし空中でくるりと身を翻ひるがえし、次に狙ねらったのは乃の愛あ。

「にゃはは、新しいカエルちゃんはずいぶん身軽じゃねぇか！」

　自在に操れる杭を投とう擲てき、乃愛はそれをメスで受け流し、逆に連続してメスを空中の子犬に向けて射出した。子こ犬いぬは螺ら旋せんを描くように素早く回かい避ひ、地面に一旦着地──まさに獣けもののように手足を地につけた低姿勢で、ぼんやりと、周囲の人間達たちを見やる。次の獲え物ものの品定めをするように。

　幸ゆき也やはごくりと唾つばを飲み込み、彼の姿を見ていた。信じられないが、間違いない。

（生きて……いたのか）

　彼を最後に見たのは、《園》に突っ込ませたバスの爆ばく発はつで吹き飛ばされ、建物の崩ほう壊かいに飲み込まれる姿だ。どこか薄うす汚よごれたその風体を見るに、奇跡的に瓦が礫れきの下から生還したということなのだろう。だが──同じ状況に飛び込んでいった彼の姉の姿は、ない。幸也は胸の痛みを押し殺す。瓦礫の下で何かがあったのか。それとも彼女と彼はどこまでもすれ違ったままだったのか。わかりはしない。

（何にしても。今、すべきことは……）

　幸也は凜りんを背中に庇かばうように立っていた。正確には凜を治ち療りようする優ゆう理りを庇うように、だ。練ねり亜あにやられた凜の傷はそれほど深くなく、致命傷でもない。凜は身を起こそうとしている。あと少しすれば戦せん闘とうに復帰できるだろうが、それまでの時間を稼かせがなくてはならなかった。

「おい……俺おれの話を聞け。お前は自分の名前がわかるか？　昔のことは？」

「おなか……」

「いいか、俺はお前のことを知っている。お前の家族のこともだ。一回、落ち着いて──」

「へったッ！」

　ゴルフクラブで足下の煉れん瓦が道みちがなぎ払われた。浮かび上がる煉瓦──それらが練亜、乃の愛あ、幸也達に向けて一斉に飛んでくる。

「くそっ、見境なしかっ！」

「理性があるようには思えないね。やれやれだ」

　後方からの夜や子この声を聞きながら、必死に煉瓦を打ち払う。向こうの攻こう撃げき意識が分散しているせいか、なんとか弾はじけた。

　そして気付けばまた子犬は練亜に飛びかかっている。階段の正面に置いてあった、持ち運びできるポール型の車止めを叩たたいて近接武器にしてだ。コンクリートの円えん盤ばんが重しになっているそれは棍こん棒ぼうじみた威力を発揮するはずだ。

　そのとき乃愛の声が聞こえてきて、

「ふーん。ありゃ知り合いなのかァ？」

「……そうだ。できれば殺すな」

「くはは、知らねえよ！　あたしゃそこまで細かい取引はしてねぇ！」

　乃愛は楽しそうにくるくるとメスを回しつつ、自分から練亜と子犬のところに突っ込んでいった。三つ巴どもえの戦いを繰くり広げる。

　凜の声が背後から聞こえた。

「知り合い、なの……ほんとに？」

　見るとようやく腕の傷が全快したらしく、肩を回して調子を確かめながら凜りんは身を起こしていた。眉まゆを寄せて子こ犬いぬのほうを見やっている。

「ああ。まだ、三み番つがい子犬って呼ぶべきなんだろう。でも──敵でもある。意思疎通をしたこともないしな」

「微妙な間柄ね。あたしも対処に苦しむわ……極力気をつけるけど、こっちに襲おそいかかってきたら、どうなるかの確約はできない」

「それでいい。できれば、の話だ」

　一人、彼に関して筋を通しときたい奴やつがいるというだけの。

　だが──その相手も。今はもう、ここにはいない。

　だからただの、これは気分的な問題だ。

　凜が一歩を踏ふみ出しながら言った。

「……あいつにはターゲットとかなさそうね。目につく相手をただ殺したいって感じ。不確定要素が入ったことで、状況が変わったのは確かだわ」

「そうだな。目的はよくわからんが……」

　一心不乱に。一目散に。ただ殺すことだけが目的だというように。

　子犬は目の前の敵に襲いかかっている。一いち春はるがフェイクの映像として《首割れ》の姿を至近に映しても、子犬が気にすることはない。まるでそれが見えていないかのように、欠片かけらも興味を示すことなく、練ねり亜あと乃の愛あを襲い続ける。

　練亜も乃愛も、今まで戦っていた相手だけでなく、当然ながら子犬への対処も要求される。むしろどれだけ調子よく二対一のような流れで一方を襲っていても、いつ矛先が変わるのかわからないのだ。流れはぐちゃぐちゃになり、混こん沌とんと化し、さらに油断のならない状況となっている。

「で──あんたには悪いけど。ここまで来たら、もう一段階事態を動かしちゃってもいいと思うのよ。今がチャンスだと思うのよ」

「……？」

　ちらりと凜は横目で幸ゆき也やを見て、本当に薄うすく、笑った。

「ごめん。もう我慢の限界だわ。武たけ田だのとこ、行ってくる」

　そして凜は走った。三つ巴どもえで戦っている練亜達たちの脇わきをすり抜け、階段を跳ちよう躍やくし、大講堂の扉の前へ。

「ちっ──！」

　それを見て練亜が飛んだ。翼つばさをはためかせ、集団戦から離り脱だつ。その彼女を追ってさらに子犬が飛ぶ。獲え物ものがいなくなった乃愛も舌なめずりして追う。

　扉をぶち破るべく拳こぶしを引いていた凜が、背後の殺気に振り向いた。飛び込んでくる練亜の剣に対象を変更。邪じや魔まするなとばかりに拳こぶしを繰くり出す。手甲と剣の接触。そこに子こ犬いぬが飛び込んできて、仕方なく練ねり亜あは剣を回して子犬の対処に使う。そしてさらにその後ろから、乃の愛あが自分の体重を利用するように飛び込み、三人をまとめて両断できそうな極太サイズのメスを一網打尽とばかりに振り抜く──それは子犬がそのゴルフクラブで受け止めたが。

　勢いは、殺しきれずに。

　三人は一塊になって、大講堂の扉をぶち破り、その中に転がりこんだ。




　出遅れるわけにはいかなかった。いささか強引な侵入ではあったが、目的地に近付く機会は逃せない。幸ゆき也や達たちは顔を見合わせてから、凜りん達を追って階段を駆け上った。




　　　　　　　　　　[image: ‡][image: ‡][image: ‡]

《林はやし凜　──　大講堂内部／入り口付近》




　映画館やコンサートホールと同じような造りの大講堂は、入ってすぐが既に階段となっている。勢いのまま、その階段をごろごろと転がり落ちた。中程になってようやく勢いが衰え、一緒くたになっていた人間達（何人分かももはや不明だ）の身体を押し退のけるようにして飛び離はなれる。

　最下層を最前列として、すり鉢状に作られた座席。その中層の位置の座席のあたりで凜は体勢を立て直した。一緒に転がり込んできた人間達もそれぞれ飛び離れたのがわかる。

　大講堂は広大な空間だ。広すぎてよく見えない。いったいどこに──

　と思っていたとき。

　ぱっと電気がついた。そして内部の光景が明らかになった。

　凜は絶句する。

　そこで見えた光景は──あまりにも、予想を超えていた。

　凜が今立っている場所を、さらに下ったところ。座席の前方の数列、数十列には。

　無数の死体達が、整然と並んで、座っていたのだ。

　千切れかけの首を揺らして。あるいは長い爪つめを持て余し気味に。

　これから退屈な全校集会が始まるのを待っているかのように。

　その集会の主役は、壇だん上じようにいた。生きた人間達の姿がそこにあった。

　講演台の上。足を組んで、小さな少女が座っている。傍らに同じ顔の少女を侍はべらせて座っている。

「いらっしゃい、私達の城へ。歓迎するわ、勇者さん達」

　手を広げてにこやかに言う彼女の顔を、既に凜は見ていなかった。

　大事なものは他ほかにある。

　彼女の足下。講演台の前に手足を縛しばられて転がされているのは──

「武たけ田だぁッ！」

「リン、リン……」

　名前を呼ぶ声も。交わる視線も、今はまだ遠い。けれど。

　久しぶりに聞けた彼女の声は、やはり、とても綺き麗れいで。

　思わず、涙が零こぼれそうになった。




　ようやく辿たどり着けた。やっぱり生きていた。気合いを入れよう。力が湧わき上がってくる。湧き上がらなくては噓うそだ。無理矢理にでも絞り出す。

　状況を確認。一緒に転がってきた練ねり亜あと、幸ゆき也やが子こ犬いぬと呼んでいたゴスロリ少女、そして乃の愛あは自分と同じように、座席の列の中段ほどでばらばらと体勢を立て直しているところ。

　後方、入り口付近からはまず練亜の仲間である少女──一いち春はるとかいったか──が飛び込んできて、続いて幸也達たちが入ってくる。これで役者は揃そろった。

　壇だん上じよう、講演台に足を組んで座る隠お岐き陽よう花かは、まさにこの場所の王であるかのように悠然としていた。余裕の表情で一同を眺め回し、

「……どう？　あなた達にはこの場所、ずいぶん久しぶりなんじゃないの？　思えばこの場所から全すべてが始まったのよね。懐なつかしいとすら思うんじゃないかしら。ここに立ってくだらないことを喋しやべってた校長の首がいきなり飛んで……」

　自分の座る講演台の縁をぽんぽんと叩たたきつつ、陽花。

「くだらないことを喋ってるのはあんたも同じね」

　ちらりと彼女を見て凜りんは言った。ここから猫ねこ啼なきのところに行くまで──最大の障しよう壁へきは、前列付近に座っている無数の死体達。陽花の号令一つで動き出すであろう忠実な兵士。陽花の隣となりに立っている双子の妹、無表情な氷ひよう花かのＥＣ能力は何だろうか。戦せん闘とう系けいだろうか。

（どっちにしても──叩き潰つぶすだけよ）

　そう一いつ瞬しゆんで決意して、

「隠岐陽花さんね。会いたかったわ」

「うふふ。そんなあなたは誰だれかしら？」

「名前なんかどうでもいいでしょ」

　一段。彼女の待つ壇上に向けて座席を下りつつ、凜は──笑った。

「あたしはただの、あんたの協力者よ。あんたのためにＥＣ増幅器エキスパンダーを持ってきたわ。今からそっちに行くから、余計な邪じや魔まが入らないようにしてね」

「あら、ありがとう。じゃあそこから投げてもらえる？　ご褒ほう美びについてはその後で聞かせてもらうわ」

　にやにやと陽花も笑う。

「──論理的ロジカル」

　氷ひよう花かはそんなことを無表情に呟つぶやいている。

　やはり真正面からやるしかないか、と凜りんは考えた。必要なのはタイミングだ。壇だん上じようまで突っ込み、邪じや魔ましてくるであろう死体達たちを打ちのめし、猫ねこ啼なきの身体を確保して脱出する。

　そのためには──

　入り口近く、一いち春はるは直接的な攻こう撃げき手段はないらしく、生首を抱いたまま、幸ゆき也や達から間合いを取る位置にとてとてと移動していた。とりあえず戦せん闘とうにならなそうな位置に移動したのは優ゆう理り達も一緒だった。そこから幸也だけが慎重に段差を下りて中心に近付いてこようとしている。

　そして既に子こ犬いぬは最も手近なところにいた練ねり亜あに突進していた。ゴルフクラブを振るう。座席のアームレストが砕けて吹き飛び、その破片が複雑な軌道を描いて練亜を襲おそう。なんとなくノリで一緒に攻撃してみた、というような軽さで笑いつつ、乃の愛あのメス投とう擲てきも練亜に放たれる。だが練亜は身を屈かがめ、周囲の座席を根元から刈るように剣を一いつ閃せん。即席の盾として舞まい上がらせた。やはり──単体としての強さは、彼女が一段上だ。

　彼女に邪魔をされるわけには、いかない。

「後こう輩はいくんさ。悪いけど、あそこの剣道家と、話の通じない狂犬。殺人鬼と一緒に遊び相手、任せちゃっていいかな」

　彼は武器代わりのスコップを握り直しつつ、真ま面じ目めな顔で、

「嫌だっつっても、今のあんたは聞かないだろ。時間は稼かせぐ……あんたは何よりもまず、一番気になることを片付けてくれ。ただし、そっからは逆に俺おれの方を手伝ってもらうぞ」

　予想通りの答えだった。助かる。

　凜は深呼吸しながら、改めて歩を進める。待ち人のところへ。

　行く手を何が阻もうが知ったことか、と思った。いくら《首割れ》や《爪長》が現れようが、その全すべてを殴り倒して、武たけ田だ猫啼を取り戻す。必ず、必ずだ。

　そのとき──笑い声が、聞こえた。

　くすくすと。幼女のような。悪魔のような。

「あらまあ怖いわね。私が思うに、あれは魔王の私相手なら噓うそをついて奇き襲しゆうしてもいいと考えている、勇者のふりをした悪人だわ。ねえ氷花、あなたはどう思う？」

「──同感アグリーメント」

「よね、勿もち論ろん。そんな人間に倒されてしまっては魔王あがったりよ。じゃあ魔王は魔王らしく、卑ひ怯きような奥の手を繰くり出さなくちゃ。事態をもっともっと面おも白しろおかしく搔かき回さなきゃ」

　嫌な──予感がした。

　ハッタリを言っているにしては、彼女の言葉と表情は余裕すぎた。何かを確信しているような。本当に、こんなときのためにとっておきを用意しておいたのだとでも言いたげな──

「聡そう明めいなる武田猫啼先輩には話したから、証人になってくれると思うのだけれど。ここにいる氷ひよう花かの能力は、《相互理解に言葉はいらないコミユーン・イン・ザ・ハンド》──たとえ死体とでも、手を繫つないだ人間と記き憶おくを共有する能力よ。だから私達たちは死者達の声を聞くことができるの。死者達の見たものを見ることができるの。その情報によると」

　ああ。隠お岐き陽よう花かが今視線を向けているのは、凜りんにではなかった。

　微笑ほほえみかけている。

　その言葉が唯一、ここでの行動を変える意味を持つ──殺人鬼に。




「ヘムって子はまだ生きているわ」




「……あン？」

　練ねり亜あ達と戦っていた乃の愛あが、ぴたりとその動きを止めるのが見えた。ゆっくりと陽花のほうを向き、片目を眇すがめる。

「なんだそりゃ。話がちげーぞ？」

「真実よ。その子を見かけた《首割れ》がいる。写真館……《園》とか言ったかしら？　そこの崩落に巻き込まれたようだけど、そこにいる彼らが立ち去ったあとで奇跡的にひょっこり出てきたようね」

　幸ゆき也やが眉まゆを寄せて、

「っ……デタラメだ。お前にそんなこと──」

「《園》、ねぇ。その建物が崩れて巻き込まれた、っつー状況はこいつらから聞いたのと同じだなぁ。ゼロからデタラメ言ってるにしちゃあ、筋が通ってるじゃねーか」

「当然よ、間接的に見ていたってことだもの。ちなみに彼女を確保したのは金きん髪ぱつの外国人、眼鏡めがねの女の子、あと長髪の男子の三人グループね」

　幸也がはっと瞳ひとみを揺らしてしまった。心当たりがあるのだろう。それも──陽花の言葉の真実味を強めてしまう。

　乃愛がにやにやと笑い始めた。子こ犬いぬが練亜に襲おそいかかっている。一緒に戦えば隙すきをつけるかもしれないのに──そうせずに。

「一応聞いとくか。そいつらは今、ドコにいんだ？」

「さあ、まだそこまではわからないわね。今後、居場所を知ってる死体の記憶を読み取れれば話は別だけど。まあでも、そうそう都合良く私が支配下においた死体達がその子の姿を見るとは限らないし。ええ、本当に残念……」

　陽花も笑みを消さないまま、こちらにとって致命的な言葉を続けた。

「たとえば私がＥＣ増幅器で能力を強化して、今よりもっと多くの死体達を手駒にできたなら、あなたの力になれたかもしれないのにね？」

「ほぉう」

「ついでに言えば。今私がここで死んだりしたら、当然、それをする人間はいなくなるわ」

　乃の愛あの返事は──肩の震ふるえ。

「くく……にゃっはっは。実を言えばな、昨夜のでこっち側の取引はだいたい済んだんだ。新しく契約を結んでも誰だれにも文句は言われねぇよな」

「ええ。そう言えばあなたの元の身体もそのへんに座っているわ。それを好きに処理する権利もセットで」

「至れり尽くせりじゃねぇか」

　口笛を吹く乃愛。

　ああ、やはり、危険だった。殺人鬼は計算できない。

　いくら他ほかに手がなかったとはいえ、やはり。

　彼女を戦力として利用できるなどと、考えるべきではなかった──！

「じゃあ……とりあえず。ここにいる奴やつらを全員解剖して、ＥＣ増幅器エキスパンダーをお前に渡してみっか。ヘム公の居場所なんざどうでもいいが、ま、生きてるなら引き取りに行くのが飼い主の義務だしよ？」

　時ここに至り、けっして無視のできない脅威が新たに生まれ。

　そして、

「さて──新しい協力者を働かせておいて、直属の兵士が高みの見物というわけにもいかないわね。さあカワイコちゃん達たち、私の死育の成果を見せてあげなさい！」

　席に座っていた死体達が、ゆっくりと立ち上がり、動き始めた。
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《石いし堂どう幸ゆき也や　──　大講堂内部／中段付近》




　状況は──最悪だと言わざるをえなかった。

　現状、この場所に存在する脅威について改めて情報を分析してみる。

　まずは識しき神がみ練ねり亜あ。彼女の目的はこの自分、石堂幸也を殺すことだ。おそらくそれ以外にない。戦せん闘とうの場より一歩離はなれた場所に似に捌さばき一いち春はるという仲間がいる。彼女が記録した映像や音声で幻惑を仕掛けてくる可能性を忘れてはならない。そして彼女の持つ生首を喋しやべらせる、といった取引から──おそらく彼女達は、少なくとも、隠お岐き陽よう花かに対しての攻こう撃げきはしないだろう。消極的同盟関係にあるといったところか。

　三み番つがい子こ犬いぬ。彼はまさに狂犬だ。ただ空腹を訴え、手当たり次第に──いや、あまり幸也達に対しては接近してこないので何か理屈があるのかもしれないが──襲おそいかかっている。最も動きが読めない。おそらくこの場にいる全員にとっての脅威。彼が練亜に突っかかっていなければ、とうの昔に幸也は練亜に執しつ拗ように襲われて死んでいるだろう。

　枯かれ山さん水すい乃の愛あ。解剖好きの殺人鬼。隠お岐き陽よう花かとの取引によりあっさりとこちらを裏切った。彼女にＥＣ増幅器エキスパンダーを渡し、ヘムの居場所を知りたがっている──つまり乃愛にはこちらを殺す理由があり、隠岐陽花と戦う理由がない。最悪だ。

　そして隠岐陽花──死体達たちの王。目的はいまいちよくわからない。ただ敵だということはわかる。凜りんにとっては武たけ田だを助けるために。幸ゆき也やにとっては自分達の未来のために。どうにかしなくてはならない相手だ。

　幸也をメインに狙ねらう練ねり亜あ。ＥＣ増幅器を持つ凜をメインに狙う乃愛。幸也と凜にじゃれつくように襲おそいかかる、隠岐陽花の死体群。それら全すべてを虚うつろな目で敵に回す子こ犬いぬ──

（く、そっ……！）

　混こん沌とんとしすぎている。乱戦になりすぎている。

　幸也にとっての救いは、主に子犬が練亜に襲いかかっていることだ。乃愛や凜を襲うこともあるが、比率としては練亜が一番多い。だからぎりぎりのところで踏ふみとどまれている。それは乃愛と戦っている凜にとっても同じだろう。

　幸也はスコップを振るい、接近してきた《首割れ》の頭を潰つぶす。事態を前に進ませるためには、やはり先に猫ねこ啼なきを救出しなくてはならない。彼女を連れて脱出できれば態勢が立て直せる。こんな乱戦をしなくても各個撃げき破はという手が生まれる。

　しかし──逆に、押し込まれるばかりだった。

《首割れ》と《爪長》の物量。凜が乃愛に襲われて身動きが取れないのであれば、幸也が前に進むしかないというのに。それが許されない。陽花のいる場所に向かって座席を下りるという意志とは裏腹に、身体は入り口方向に押し戻されていく。

「あん、たっ……邪じや魔まァァァ！」

「くは、そーんなこと言うなよォ。あたしとも遊んでいこうぜ、チャイナカエルちゃん！」

　ひたすらに前進し、猫啼のところに辿たどり着こうとしている凜。しかし彼女はＥＣ増幅器を奪おうとする乃愛に歩みを邪魔されている。戦況的には──互角のように見える。乃愛は以前の身体ではないというハンデがある。しかし凜のほうにも、乃愛を凌りよう駕がするのに最も有効的な手段──ＥＣ増幅器を使えないという事情があった。

　幸也は凜が保健室で話していたことを思い出す。彼女はＥＣ増幅器に頼たよって猫啼を昏こん倒とうさせ、彼女が攫さらわれる原因になったことをトラウマのように感じていた。だからおそらく、使いたくても使えないのだろう。

　凜も前に進むことはできていない。焦りに歯は嚙がみしながら、襲いかかってくる乃愛にがむしゃらに対処し続けるだけだ。

　と──

「幸也！」

　優ゆう理りの声にはっとする。凜を気にしている場合ではなかった。死体達の群れを跳び越え、何かが──練ねり亜あが飛来してくる。慌てて座席の間に身を屈かがめ回かい避ひ。舌打ちが頭のすぐ上を通り過ぎていく。そして身を起こそうとしたところで、

「おなか！　へった！」

「ぐうっ！」

　行きがけの駄賃のように、練亜を追って飛んできた子こ犬いぬが手にした鉄パイプを振り下ろしてくる。それは勿もち論ろん彼のＥＣ能力で鍛きたえられているものだ。受け止めたスコップが痺しびれるほどの手て応ごたえ。背筋に冷たいものが走る。しかし子犬はその勢いのまま前方に回転し、そこにいた練亜に、再度食欲に濡れた目で襲おそいかかっていった。けっして彼も味方ではない。気を抜けば普通に殺される。それを改めて心に刻む。

「邪じや魔まを……するなッッ！」

「たべたい……あめ！　だして！」

　練亜から距きよ離りを取ろうとする。だがその間にも《首割れ》や《爪長》が襲いかかってくる。手が足りない。肩を嚙かまれている間に一匹を処理。脇わき腹ばらを爪つめで貫かせて一匹を処理。

「右肩嚙創、記録……並びに、腹部刺創、記録っ……！」

　ああ。まずい。どうする。ジリ貧だ。事態を打開する手は。何か。何か。

　しかし──こんなときに聞こえるのは、笑い声だ。くすくすと。愉快そうに。

　事態が動かないことで困っているのは。退屈なのは──向こうも、同じだった。

「ふふ……もう少し、頑張ってもらおうかしら？　やはりもう少し派手に動いてもらわないと、クライマックスとしての盛り上がりに欠けるものね？」

　余裕なのか、今まで彼女は座席に座って待機していた死体達たちを一気に動かしてはいなかった。もったいぶるように徐々に立ち上がらせていたのだ。その座席に残っていた一体の《爪長》を、彼女はその言葉と共に起立させ──

　どういうわけか、自分のいる壇だん上じようのほうに、のそのそと進ませた。

「時間制限をつけましょうか。そう──そもそも、清純なる武たけ田だ猫ねこ啼なき先せん輩ぱいが私の言うことを聞いて放送してくれたのはどうしてだと思う？」

「それは、あん、たがっ……脅したり、したんでしょうがっ！」

「そうよ。そうだけど、その中身」

　陽よう花かは笑う。その前に寝かされていた猫啼ははっと顔を上げて、

「駄目よリンリン、落ち着いて！　私は大丈夫だから、無茶はしないで──」

「言うことを聞かないと死体にレイプさせるわよって言ったの」

　凜りんの表情がふっと消えた。

　対照的に、陽花の笑みは、かつてないほどに深く、邪悪に。

「そのエキサイティングな光景が見られるかもしれないチャンスをもう一回作りましょ？　今歩いてこさせてるそこの《爪長》がここに辿たどり着いたら、時間切れってことにして猫啼先輩は──」

「あん、っ、たぁぁぁぁああああああ！」

　跳んだ。後のことなど何も考えず、位置関係も何も考えず、その後の体力も体勢も何も考えず、ただ凜りんは全力で床を蹴けって跳ちよう躍やくした。隠お岐き陽よう花かに向けて。

　着地したのは座席の最下段付近。そこは死体の只中だ。拳こぶしと足で破は壊かいを振りまき、彼女は一目散に走った。壇だんに上るための移動式階段に足をかけていた、猫ねこ啼なきを襲おそうべく動かされていた《爪長》の後頭部に回し蹴りを繰くり出し、その頭部は消滅。凜はそのまま悪鬼のような表情で陽花を見上げ、壇上に駆け上がろうとして──

「あーらら。隙すきだらけになっちまったなァ？　別にいーんじゃねぇの、死体相手でも意外に気持ちよかったりするかもだぜェ？」

　凜の注意力は壇上にのみ向けられていた。破壊力は猫啼に迫る《爪長》にのみ向けられていた。凜はその先にある未来しか見ておらず、だから──

　背後から突き込まれたメスが、喉のど元もとから飛び出るのを。

　防ぐことなど、できなかった。

「はい挿入ずつぷりっと」




　彼女はそこで終わっていた。

　もしここにいるのが幸ゆき也や達たちだけであったなら、確実に。

「っ──《祖国の皆のためにプランテイングドライヴ》！」

　おそらく、ずっと以前から、隙を窺うかがっていたのだ。それを使えるのは一度きり。おそらくそれを見せた時点で何らかの対策を取られると。しかしここに至り、我慢している場合ではなくなった。そうせざるをえなくなった。

　優ゆう理り達と一緒に入り口近くにいるマナミリィ──彼女が持っている小さな鉢植えから、植物の蔦つたが何本か、ぐんと伸びる。大講堂の空間を切り裂くように奔はしる。死体達の頭上を跳び越え、その蔦の一本がしゅるりと、全身の力が抜けた凜の身体に巻きついた。ぐんと引っ張り、とどめとして乃の愛あがその脇わき腹ばらに繰り出していたメスがかろうじて空を切る。蔦は懸けん命めいに伸縮して彼女の身体を宙に引き揚げた。

　残った別の蔦は縛しばられている猫啼に向けて伸びる。だが、

「オイオイ。邪じや魔ますんじゃねぇよ」

　口をへの字にした乃愛が苛いら立だたしそうにメスを一振り、あっさりと断ち切られる。さらに彼女は凜を空中に引っ張り上げている蔦に向けてもメスを投とう擲てき──慌ててマナミリィが蔦を揺らしてそれをかわした。

「くっ……！」

　猫啼にはもはや届かないだろう。歯は嚙がみしたマナミリィはそのまま蔦を引っ張り、凜の身体だけを優ゆう理り達たちのもとに運んだ。加減する余裕もないのか、近くの座席にその身体が投げ落とされる。

「リン！　しっかりしろ！　頼たのむ、我は、頼むっ！」

「治してみるけどっ……時間がかかるわ！」

　選択肢はなかった。幸ゆき也やはスコップで死体達を牽けん制せいしつつ、さらには練ねり亜あの様子も警戒しつつ、一旦彼女達のところに戻る。優理が治ち療りように集中するというのならば、その間は完全に無防備になる。自分しかそれを守れる人間はいない。

「く、そ……」

　幸也はちらりと凜りんを見て呻うめいた。

　喉のどからこぽりと血を零こぼしている。目は虚うつろ。見ただけでわかる。生死の境目だ。

　どうする。どうする。どうする？

　練亜は元気だ。子こ犬いぬとじゃれ合いながらも、その復ふく讐しゆうに満ちた瞳ひとみはずっと幸也を捉とらえ続けている。子犬も元気だ。練亜との戦せん闘とうでダメージは受けているようだが、まだ動く。何かの拍子にこちらに近付いてくれば。もののついでに攻こう撃げきをしかけてくることは充分にありうる。乃の愛あも元気だ。一仕事終えて、のんびりとこちらに向けて歩き出そうとしている。

　対するこちらは──自分だけ。

「うふふ。困ったわね。思ったよりも興奮させてしまったみたいだわ。まさか一撃で格闘家さんが退場しちゃうなんて。戦力の均きん衡こう的てきにちょっとまずいかしら」

　陽よう花かの声を聞きながら、自分に問う。

　どうにかできると思っているのか。石いし堂どう幸也。

　求めているものを決める。最低限必要なものを決める。

　まずは──そうだ。時間だ。林はやし凜の戦力はどう考えてもこれからのために必要だ。だから彼女が復活するまでの時間を稼かせがなくてはならない。

　自分一人で。練亜と乃愛と子犬を押しとどめて。凜が復活するまでの時間を稼げるか？

　時間を稼ぐための方策は、何か思いつくか？

（そんなもの──！）

　発作的に全すべてを投げ捨ててしまいたくなる。何もかも、何もかも。

　けれど無理だ。ちらりと見れば、大講堂の出入り口は既に死体達が肉の壁かべのようになって塞ふさいでいる。逃げられはしない。そして何よりも。隠お岐き陽花をここで止めないという選択肢はなかった。そうして最悪の事態が起こってしまうことだけは──絶対に、避さけねばならなかった。

　なんとしても。

　その未来を、見るわけにはいかなかった。

　見せるわけにもいかなかった。

　だから、ヒントを探す。何でもいい。時間を稼げるような。可能性レベルでもこの際構わない。自分に──できること。

「……」

　そこで幸ゆき也やは、たった一つだけ。

　まだ、打てる手が残されていることに気付いた。

　ほとんど賭かけのようなものだが。

　やらないよりは、マシだ。
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《枯かれ山さん水すい乃の愛あ　──　大講堂内部／出入り口付近》




　座席の間の階段を、ゆっくりと上っていく。どうせ奴やつらは逃げられはしない。

　邪じや魔まだったので、階段を塞ふさいでいた《首割れ》の首をメスでさらにスッパリ開いてやった。兵士が一人減ったことになるが、陽よう花かは文句を言ってこない。言われても無視するだけだが。結局のところ、自分も向こうも取引の体でお互いを利用しているだけで、信しん頼らい関係などは元からないのだ。

（テメェらともそうだったわけで……恨まれる筋合いはないぜェ？）

　歩く。出入り口近くの座席にチャイナ服のカエルが横たわっていて、そこで背の低い少女と黒くろ髪かみの女が身を寄せ合うようにして能力で治ち療りようしている。それほどすぐ治るわけではないだろう。やはり急ぐ必要もない。

　ただ、少し残念に思わなくもなかった。

（昨日のは……にゃはは。なかなか楽しい解剖だったからなァ？）

　夜に、隣となりの教室に聞こえないように、声を潜ひそめて、というのがよかった。シチュエーションはやはり大事だ。インモラルは興奮する。機会があればもう一度やってもよかったが──さすがにもう無理だろう。彼が自分の前に立ちはだかるならば。

　彼は一いつ瞬しゆんだけ、こちらに背を向けて何かをしていたようだった。中華カエルの治り具合でも確かめていたのだろう。

　しかしすぐに、彼は彼女達たちの盾になるような位置に歩みを進めた。

　こちらを──まっすぐに、見やる。

「へェ？」

　絶望しているような顔ではなかった。不安はあれど、何かをしようという意志を感じる目をしていた。

　──面おも白しろい。無抵抗よりは、そちらのほうがよほど楽しい。

　乃愛は唇を曲げて、数時間ぶりの内臓にまた出会うために再び足を動かした。
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《識しき神がみ練ねり亜あ　──　大講堂内部／中段付近》




　邪じや魔まだ。邪魔だ。邪魔すぎる。

　自分はただ石いし堂どう幸ゆき也やを殺したいだけなのに。愛する弟の目の前で、愛する弟の声を聞きながら復ふく讐しゆうを果たしたいだけなのに。殺したい。殺そう。殺す。殺したあとはなぜか今は隠お岐き陽よう花か側についている枯かれ山さん水すい乃の愛あも界かい人との首を落とした張本人らしいので勿もち論ろん殺す。だがとりあえず先に石堂幸也だ。

「おなか……あめ、ほしい、おいしい、きっと、これは、おいしい……！」

　涎よだれを垂らしかねない表情で、眼前の狂犬は自分に打ちかかってくる。多種多様の物品を操り、また当人も不可思議な飛行を見せるので動きが読みにくい。そうでなければ今いま頃ごろ簡単に切り捨てられている。

　自動的だ、と感じていた。

　これは本当に動物のようなものだ。意味はない。意志はない。既に終わっていて──

　ただ、生存のためだけに、あさましく動いている。

　そんなくだらない存在が、まさしく野の良ら犬いぬのようなものが、自分の崇高なる使命を邪魔しているのが許せなかった。

　剣を振るう。鉄パイプで受け止められる。体勢を崩すほどの威力があったはずだが、宙に浮かぶ敵には無意味だ。ふわりとそのベクトルを受け流し、後方の座席に着地。そこらにある座席の部品をゴルフクラブに触れさせ、ふわりと浮かび上がらせる。

　いい加減、飽きてきた。決着をつけよう。

　既に片目を失っているのだ。腕の一本ぐらいはくれてやってもいい。それでこの邪魔者を排除できるなら、石堂幸也を殺せるのなら、安いものだ。

　その覚悟のもと、改めて剣を構えたとき──異常に気付く。

「……？」

　ゴスロリ服の少女は、こちらを見ていなかった。鼻をすんすんと鳴らして、別の方向を見ていた。

　練亜にとっても気になって仕方がない、石堂幸也達たちの方向。

「なに……？」

　練亜が眉まゆを寄せた瞬しゆん間かん。

「──あは。おいしそうな、においが、する！」

　彼女は今まで戦っていたこちらへの執着をあっさりと捨てて。

　石堂幸也に向けて、突進していった。
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《石いし堂どう幸ゆき也や　──　大講堂内部／出入り口付近》




　予想外のことは重なる。

　いい予想外。賭かけに勝ったということ。自分にも意味があったということ。

　悪い予想外。なぜか子こ犬いぬの興味の対象が自分に変わって突っ込んできたこと。つまりそれをまず子犬に使う必要性が出てきたこと。

（でも……しょうが、ないな）

　そうしなければ、彼は止められない。止められないならば、おそらく自分は死んでしまう。

「幸也。君は……」

　背後からの夜や子この声に、振り向かずに答える。

「大丈夫だ。使い方はわかった」

　頭の中に入ってきた。自然と。おそらくみんなそうなのだろうと思う。

　首に提げたペンダント。凜りんから拝借したＥＣ増幅器エキスパンダーの重みを意識しながら──

　幸也はただ、子犬の突進を待ち構えた。

　最初にすべきことは、今までと、変わらない。

「たべたい……おいしい……あめ！」

　飛来する子犬が突き出してきた鉄パイプが、その勢いで幸也の胸を貫通する。同時に彼の周囲を追随していた座席の破片、金属塊がいくつも肩に撃うち込まれた。脇わき腹ばらの肉を抉えぐり取った。

　幸也はいつも通りに囁ささやくだけだ。

「《治療記録インジユアリーレコード》──胸部刺創、肩部裂創、腹部抉創、全記録……」

　身体にあった傷が一いつ瞬しゆんで消える。仮想の治ち療りよう記録に記されて、それはなかったことになる。

　けれど、今の幸也には、そこから先にもできることがあった。

　自覚的な錯さく誤ご。意識的な失敗。

　その治療記録の内容自体を、名前の欄が異なるページに移すのだ。

「──転写トランスフアー」

　実際にその人間に手を触れて、そう言えばいい。それだけで──

　治療記録に記された傷を負ったのは、石堂幸也ではないことになる。

　そしてその人間は、石堂幸也のＥＣ能力、《治療記録インジユアリーレコード》を持ってはいない。傷をなかったこととして架空の治療記録に保存し続けることはできない。

　だから。

「……え？」

　今まで幸也がその身のうちに蓄えていた、架空の傷が。

　いずれ優ゆう理りに治してもらわなくてはならなかった傷が。

　全すべて三み番つがい子こ犬いぬの身体に移って、そして一気に開いた。

「ぎ、あ、ああ、ああああっ！」

　噴ふき出る鮮せん血けつ。一度に全てが開く。それがルールだ。この大講堂で今まで受けた、《首割れ》に嚙かみつかれた傷も。《爪長》に貫かれた傷も。練ねり亜あの剣が掠かすめた傷も。そしてつい数秒前、子犬自身が作り出した鉄パイプの貫かん通つう痕こんも。金属塊が抉えぐった傷も。

　全てが、一度に。

　その痛みは誰だれよりもよく幸ゆき也やが知っている。

（っ……悪いな）

　ＥＣ増幅器エキスパンダーで手に入れたこの能力拡張は、手加減できる性質のものではない。勿もち論ろん、子犬がこれで死ぬ可能性も充分に承知している。それでも──やらなければ、やられていた。

「あ、あ……いたい……おなか、へってる、のに……せんせー……せんせー……？」

　しかし幸運なことに、今まで幸也が持っていた全ての傷の合計値は、どうやらぎりぎりで即死を免れるものだったらしい。

　全身から血を流しつつ、何が起こったのかわからないというように、瞬まばたきをして。

　そこで子犬は完全に意識を失い、受け身も取れずに倒れた。

　僅わずかによろめいてから倒れたために、その位置は既に座席の列から外れていた。座席と座席の間にある階段を、意識のない彼の身体は自重で数段転げ落ち、そして。




　彼女が、その邪じや魔ま者ものの意識がなくなった好機を、逃すことはなかった。




「これで、ようやく──邪魔な不確定要素が排除できたわ」

　舞まい降りた戦乙女の剣が煌きらめく。

　三番子犬、あるいは白しろ鷺さぎ宗そう理りの身体は、識しき神がみ練亜の足の裏で押し止められて。

　彼の首から上だけが、その階段を、どこまでも転がり落ちていった。
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《隠お岐き陽よう花か　──　大講堂内部／壇だん上じよう》




　ぞくぞくした。そうだ。そうこなくては。

　陽花は口元の歪ゆがみを隠そうともせず、石いし堂どう幸也の姿を見上げた。ＥＣ増幅器による新たな武器を手に入れた彼の姿を。

　いよいよ楽しくなりそうだ。いや、楽しくならねばならない。ここまで盛り上がっておいて、あとは尻しりすぼみに終わるというのだけは避さけなければ。

「そうね。そうよ。では──《死育部デツドブリード》」

　死に生き残っている死体達たちに命令を出した。見えている範はん囲いの死体達にならば口に出さずとも自由な命令が可能だ。さしあたっての目的は──識しき神がみ練ねり亜あと石いし堂どう幸ゆき也やとの間に、のそのそと足を進ませること。今にも飛びかかっていきそうな彼女にその姿を見せること。

　識神練亜はちらりと陽よう花かのいる壇だん上じように視線を向けた。

「どういうこと。邪じや魔まをする気？　界かい人とのことがあるとはいえ、私達の邪魔をするなら──」

「いいえ。邪魔な犬がいなくなったのよね。だったら少し仕切り直してもいいんじゃないの、と思っただけよ。ねえ氷ひよう花か？」

「──同意アグリーメント」

　いつものように無表情に双子の妹は答える。そうでないことなどありえない。

　陽花は余裕の表情を維持したまま、

「私のカワイコちゃん達の物量。あなたの剣技。枯かれ山さん水すい乃の愛あの殺人解剖テクニック──冷静に考えれば、いかにそこの彼がＥＣ増幅器エキスパンダーで新しい技を覚えても勝ち目はないわ。でも、それってつまらなくない？　私は空気を読むのよ」

「空気を読むとか意味わかんないんですけどー！　ハル子達の目的は石堂くんに死んでもらうことだし！　つまんなくないし！」

　久しぶりに似に捌さばき一いち春はるが声を上げる。彼もこの意見に同意の声をあげているのだと示すように、呻うめくだけの生首を頭の上に掲げながら。ああ、可愛かわいい。彼女も死育の才能があるカワイコちゃんだ。

「本当に？　あなた達の目的は復ふく讐しゆうでしょう？　自分の手ではなく、私の《首割れ》達が彼をやってしまってもいいの？　彼はＥＣ増幅器を持ってるから、私のためにそれを取ってきてくれる枯山水乃愛さんのメスで死ぬ可能性もあるわね。それでもいいの？　結局のところ、あなた達は最高の形で復讐を遂げられないと欲求不満になってしまうんじゃない？」

「む──」

　練亜が眉まゆをぴくりと動かして、呻いた……気がした。

　そう、問題は彼女だ。自分と彼女の関係は、冷静に考えればひどく脆もろい。一番いいところを《爪長》が取ってしまったりして満足な復讐ができなかったのなら、こちらに剣を向けてきても何らおかしくはないのだ。それはいささか困る。

「だから、提案──わかりやすく、一対一の戦いをすることにしない？　私の死体達は、出入り口を塞ふさぐことだけに専念させてもらう。識神練亜、あなたは存分に石堂幸也と戦えばいいわ」

「あン？　じゃああたしはどーすんだよ。見てろってのか？」

「ふふ。こうして話している間に──どうやら、あなたの相手も元気に現れそうよ」

　幸也の背後。三人の非戦闘員がいる場所。

　座席の背を摑つかむ手が、見える。

　ゆっくりと身体を持ち上げたのは、まだ瞳ひとみに爛らん々らんと戦意の光を宿した少女だ。

「よくわかんないけど、さあ……あたしは、まだまだ、やれるわ……」

　そちらをちらりと見やってから、幸ゆき也やは改めて陽よう花かを見下ろした。

「──少し時間をくれ。話し合いたい」

　凜りんはどうやら完全に治ち癒ゆできたわけではない。回復までの時間を稼かせぎたいのか。あるいは何か今後の策を練りたいのか。

　識しき神がみ練ねり亜あは石いし堂どう幸也を殺したくてうずうずしている。

　林はやし凜は武たけ田だ猫ねこ啼なきを救いたくてうずうずしている。

　狂犬がいなくなっても、猛もう獣じゆうはまだいるのだ。彼女達たちの勝手な動きを押し止とどめるべく死体達に牽けん制せいさせてはいるが、もし彼女達の我慢が限界になれば、またなし崩しに乱戦が始まってしまうだろう。それは楽しくない。美しくない。

　さあ、限界はどれくらいかと陽花は考えて──

「五分あげるわ。今まで戦いづめだったんだし、練亜さんも乃の愛あさんも、少しは休まなきゃこれからのクライマックスを全力で戦うことはできないでしょう。気持ちよい復ふく讐しゆうと殺し合いのためには、適度な休息だって大切よ？」
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《石堂幸也　──　大講堂内部／出入り口付近》




　座席の後ろにしゃがみ込み、練亜達の動きを注意しながら、囁ささやき声で作戦会議。

「凜。事後承諾になったけど、ＥＣ増幅器エキスパンダー借りてるぞ」

「……別にいいわよ。あたしは使わないから」

「幸也。さっきのこととか、言いたいことはいろいろあるけど……一対一なんて……」

　優ゆう理りの目がこちらを見ている。迷い、不安、非難。色々なものが混じった瞳ひとみ。夜や子こもこちらを見ている。普段は超然としている彼女も、今はさすがに心配そうな気配を隠そうとはしていなかった。

「勝算はあるのかね？」

「我は言わざるをえない。無謀だと」

　マナミリィも追随してくる。彼女の植物を操るＥＣがなければ、凜は助けることもできず即死していた。礼を言いたいが、今はそんな時間もない。

「勝算か。それをこれから考えるんだ。時間がない──早く確かめなくちゃ」




　──そして、たった三百秒は瞬またたく間に過ぎた。

　幸也は座席の隙すき間まから立ち上がる。まず目が合うのは、仁王立ちで呼吸を整えていた練亜。その途中に死体達が並んで壁かべを作っているが、彼女がその気ならばあんなものはいくらでも切り捨てられるし、羽で跳び越えることもできる──そうしなかったのは、彼女も陽よう花かの言うことに一分の理を感じていたということだろうか。

　どうせ復ふく讐しゆうするなら。紛れもない自分の手で、完かん璧ぺきな形で、と。

　乃の愛あは退屈そうに、本来の向きとは逆、座席の背もたれに乗るようにして足を広げて座っていた。スカートの中身が見えているが、幸ゆき也やには興味もない。彼女は昨晩、こちらの内臓にさんざん興味を示してくれたが。乃愛はこちらを見て、ようやくかというようににやりと笑う。

　そして壇だん上じよう。障害物を排して辿たどり着くべき目的地。

　隠お岐き陽花と、隠岐氷ひよう花か。そして縛しばられた武たけ田だ猫ねこ啼なき。

「──先に言わせろ。あそこにいる奴やつらには手出しをするな」

　軽く肩越しに後ろを見る。

　座席の後ろに、戦せん闘とう能力のない彼女達たちはしゃがみ込んで隠れさせていた。

　すっと、夜や子この頭だけがその座席の後ろから出て、軽く頷うなずきを見せてくる。

　それに幸也も頷きを返し、改めて陽花達に向けて、

「──それを守るんなら、俺おれはお前の枠組みに従って戦ってやる。俺は練ねり亜あと。凜りんは乃愛と。一対一だ」

　ぱちぱちぱち。

　返答は、満足げな拍手。

「素敵ね。とても素敵。ありがたいわ」

「前から思ってたが──お前の目的は、何なんだ。ただＥＣ増幅器エキスパンダーが欲しいだけなら、こんなことをしなくても……」

「美学よ。魔ま王おうは美学を持っているものでしょう？　ただ欲しいものを手に入れるだけじゃ楽しくないもの。せっかくなら楽しく目的を果たしたい。そういうことよ」

　陽花は講演台に座ったまま、言葉通り、楽しそうに両手を広げた。

　この場にいる人間達を、あるいは死者達を、祝福するように。

　やはり──少女らしい、笑顔で。

「ルールは単純、勝ったものがお宝を手に入れられる！　復讐心の充足、親友の身柄、ペットの居所、それから……魔王と謁えつ見けんする権利、かしら？　うふふ、さあ、さあさあ！　この私に、死者の王に、あなた達が楽しく殺し合うところを見せてちょうだい！」




　　　　　　　　　　[image: ‡][image: ‡][image: ‡]

《識しき神がみ練亜　──　大講堂内部／中段付近》




「ハハァ。とりあえず、あたしゃＥＣ増幅器のことは気にしないでいいのか？　このチャイナカエルちゃんの解剖に励めばオッケー？」

「ええ、そういうことになるわね」

　乃の愛あと陽よう花かの声が聞こえる。だが練ねり亜あは聞いていない。聞く必要がない。隠お岐き陽花は殺せば界かい人とが喋しやべらなくなるという理由で生かしているだけであって、別に仲間でも何でもない。

　自分は、ただ──石いし堂どう幸ゆき也やを殺すだけだ。

　一対一であることは別にどうでもいい。そもそもがそうだった。一いち春はるの援護はなくてもいい。あれはただ彼女の自尊心を満たすためだけの行為だ。幻覚の投とう影えいなど児じ戯ぎに等しい。

　しかし今の状況は、陽花の死体達たちが物理的に出入り口を塞ふさいでいることによって、奴やつに逃げられる可能性が限りなく低くなっている。それは評価できた。

　逃がさない。今まで何度も逃げられてきたが、今はもう、絶対に、逃がさない。

　斬きり殺す。貫き殺す。虐いじめ殺す。嬲なぶり殺す。犯し殺す。愛する弟の復ふく讐しゆうのために。

　無む垢くで純朴な、穏やかすぎるほどに穏やかで、人を傷つけることなんて冗談でもできない、何一つ罪のない優しい弟を殺した極悪人を成敗するために。

　一歩を踏ふみ出す。

　あちらも真剣な表情で一歩を踏み出す。

　愚かだと思えた。勝ち目があるとでも思っているのだろうか。

　唯一、あちらが何か活路を見み出いだしているとするなら、それは奴がＥＣ増幅器エキスパンダーで手に入れた新たな能力だろう。

　先程、周囲を目障りに駆け回っていた駄犬を一いつ瞬しゆんで戦せん闘とう不能にした能力。

　あれはおそらく、自分が保存していた傷を、強制的に他人に押しつけたのだ。しかもさっき見た犬の傷の多さからして、それまでに負っていたものを全すべて一度に移した。おそらくルールとしてそうせざるをえない。

　ならば、奴は今、こちらに移せる傷など一つも負っていないはずだ。

　奴の狙ねらいを推測する。なんとか粘り、この剣でほどよい傷を受け、そして溜たまったそれを隙すきを見てこちらに移そうというのだろう。

（……）

　練亜はひっそりと鼻を鳴らした。油断はしないが、嘲あざけることぐらいは自分に許す。

　相手の狙いがわかっているならば、対処は容易だ。

　そんな一発逆転の能力など使えないように、使わせないように、中途半端な傷を与えなければいい。

　──ただ一いち撃げきで、首を刎はねる。狙うのはそれだけだ。

　すべきことが決まれば、もう思考は必要ない。

　練亜は翼つばさを使って座席を跳び越え、一気に幸也に襲おそいかかった。

　必要なのは致命の一撃のみ。それ以外の攻撃は全てフェイントとする。撒まき餌えとする。

　彼はスコップで情けなくも必死にこちらの攻撃を弾はじき、椅い子すの背もたれを利用して防ぎ、無様に転がって避よける。彼の身体を傷つけられる隙すきなどいくらでもあったが、あえて肉にダメージを与えはしない。剣の峰でその身体の次の動きを誘導する。

　勘か、こちらの狙ねらいもわかっているのか、なかなか幸ゆき也やも致命的な隙を作りはしない。

　だが時間の問題だ。実力が違いすぎる。自うぬ惚ぼれでも何でもなく、ただ純粋な分析として、練ねり亜あはそう断じた。

　──予定を少し変えなくてはならない。一撃で決めなくてはならない以上、虐いじめ殺したり嬲なぶり殺したり犯し殺したりはできないのだ。ああ、残念だ。残念だが──仕方ない。

　ただ殺そう。
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《林はやし凜りん　──　大講堂内部／中段付近》




「どきなさい。ホント、邪じや魔まよ！」

「そー言うなって。遊んでこうぜェ？」

　メスと拳こぶしが打ち合わされる。これはもう飽きた音。飽きた。飽きたのだ！

「誰だれかの言いなりになる殺人鬼とかクソダサいわ！」

「言いなりになってるわけじゃねーよ。あたしはただあたしがやりてーようにしてるだけ。とりあえず今は、テメェっていうなじみのチャイナカエルちゃんを解剖できるチャンスなんだぜ。あえて別のことする気にならねぇって感じィ！」

　メスの投とう擲てき。メスによる斬ざん撃げき。サイズの大きなメスを抱えて体当たり気味の突進。足の裏の異物感にふと飛び退のけばトラップのように床からメスが突き出ている。

　対するこちらの武器は、肉体だけだ。研けん鑽さんを積んだ武術。筋肉の捻ひねりと解放。体重移動と停止。ベクトルと破は壊かい力りよくの制御。

　自分にできるのは、すべきなのは、猫ねこ啼なきまでの道に立ちはだかるこいつを倒すことのみ。だから余計なことは考えなくていい。練亜と幸也の戦いのことなど気にも留めず、ただ集中。

　拳。足。メス。音。血。痛み。痛み。血。痛み。

「にゃはっはー。大事なこと言っちゃおうかナ」

　凜と同様、彼女は息を荒らげてはいる。しかしその表情には余裕があった。

　髪かみを搔かき上げながら、にやりと笑う、余裕があった。

「なんとなく……この身体にも、慣れてきた気がすンぜェ？」

「っ！」

　気のせいではない。

　押されている。

（負ける、わけにはっ……！）

　メスの圧力が増大。数。威力。速度。対抗すべく凜りんも全身を叱しつ咤たする。

　ああ、だが。燃料が、足りない。使う気のないＥＣ増幅器エキスパンダーも、当然、ない。

「どきなさい、よぉぉぉぉッ！」

　渾こん身しんの力を込めた拳こぶし。搔かい潜くぐられて、凜は戦せん慄りつに目を見開いた。まずい。カウンター。まずい。身を屈かがめて至近に潜もぐり込んできた乃の愛あは、両手にメスを握っている。

　首筋目掛けて突き出されたそれを、凜は辛うじてその手で摑つかんだ。

「ぐうっ……！」

「おー、いい反応じゃん？　でも……」

　両手のメスをそれぞれ摑んだ状態で、拮きつ抗こう。乃愛は変身系のＥＣではないはずなのに、信じられない腕力だ。ぎりぎりと迫る。《殴打娘々おーだーにやんにやん》の手甲は、掌てのひら側がわは厚くない。メスで掌の肌が裂け、血がぬめる。

　ああ。噓うそだ。こんなの。自分は絶対に。武たけ田だを助けるのに。助けなくては、いけないのに。

　これを押し退のける力が、出てこない。逆に、少しでもこの状態から力が抜ければ、このメスは自分の身体を捉とらえるだろう。深々と体内に侵入し、自分にそれ以上の何かを許しはしないだろう。

　ああ。余力は──ない。

　どこにも──ない。

　じりじりと、じりじりと、メスの先端が、近寄ってきて。

　額をくっつけられるような距きよ離りにある、乃愛の意地悪げな笑みも近付いてきて。

　いやだ。こんなところで。力が。もっと力があれば。

　助けられるのに。助けなくては、いけないのに──

　その状態のまま、凜は視線だけを動かして、壇だん上じように転がされている猫ねこ啼なきのほうを見た。

　彼女もこちらを見ていた。愕がく然ぜんと──心配そうに──そして、たった今、視線が合ったのと同時。

　何かに気付いたように。

「リンリンっ──」

　大好きな彼女の声が、ヒントを示した。唯一の抜け道を。

　自分では絶対に思いつかない、掟おきて破りの方法を。

　それは一見、この場ではまったく意味のない一言で。

「私は浮気だなんて思わないから！」

「！」

　かっと凜は目を見開いた。

（武田の、バカっ……！）

　理解した。それは。その言葉は。これからすることを乃愛に悟られないための言葉だ。

　だから凜りんは最後の力を振り絞って、そのまま頭を前に出した。

　額が触れそうな位置にまで近付いていた乃の愛あの顔に、頭突き──ではない。苦し紛れにそんなものを繰くり出したとしても、一発ではたかが知れている。

　すべきは、乃愛の口に、自分の口を合わせることだ。

　浮気ではないというお墨付き。バカじゃないの。そんなことで安心なんてしない。けれどもこれが唯一の手。

「んなっ……？」

　その一いつ瞬しゆん、いつも武たけ田だにしてもらっているのと同じように、精気を吸い取る。自分のＥＣ、《殴打娘々おーだーにやんにやん》の動力たる〝気〟を敵から奪い取る。

　武田と違って、乃愛は協力的ではない。何かまずいと思ったのか、すぐに身を引いて唇を離はなす──が、今の一瞬、強制的にいくらか吸うことはできた。

　この極限状況下では、それだけで、充分だ。

　精気が抜けた思わぬ疲労感に、乃愛がふらりと身体をよろめかせる。そこはまだ凜の間合いの中だ。凜は迷わず踏ふみ込み、本人から奪い取った〝気〟を青い光として纏まとった拳こぶしを──乃愛の腹部に、渾こん身しんの力で、打ち込んだ。

　口から胃液と血を吐き出しながら、声もなく乃愛の身体は吹き飛ぶ。

　遙はるか後方の座席の列に叩たたき込まれた彼女は。もはや、ぴくりとも動かなかった。
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《石いし堂どう幸ゆき也や　──　大講堂内部／中段付近》




　傷はほとんどない。だが数えるのも馬ば鹿からしくなるほどの回数、死にかけていた。

　繰り出される剣のほとんどは撒まき餌え。たとえこちらに隙すきがあっても、中途半端な攻こう撃げきはしてこない。ただ致命の機だけを狙ねらっている。その機をありとあらゆる手を使って呼び起こそうとしている。

　相手は天才的な剣道家だ。詰め将棋のように、そこに追い込まれるのも時間の問題。

　しかし──幸也も、耐えていた。

　機を待っていたのだ。唯一、彼女に勝利する策を使うための機を。

　そしてその機は、猫ねこ啼なきの声で届いた。

「リンリンっ──」

　そしてよくわからない言葉があったあと。

　視界の端に見えたのは、乃愛が凜の攻撃を喰くらって猛烈に吹っ飛ぶ姿。座席に叩き込まれる轟ごう音おん。自分に見えたのだから、練ねり亜あにも見えたはずだった。

　彼女の意識がほんの一瞬、そちらに向けられたのがわかって──

（いけるか……いくしかない！）

　幸ゆき也やはここで初めて、自分から攻めに転じた。スコップを振り上げて、攻こう撃げきする──

　と見せかけて。

　自分から、練ねり亜あの剣に抱きつくように動いた。胸を貫く痛み。

「強引なッ──だが、無意味！」

　その通り、この行為自体に意味はない。いくら《治療記録インジユアリーレコード・転写トランスフアー》に使う傷を作ろうとしても、こんな不自然で強引な動き、練亜ほどの手て練だれならばこれ自体を次の致命の一手の布石にできるだろう。

　だがそれでも、今は。ほんの一いつ瞬しゆんでも、彼女の剣の動きを止められればいい。




　そうすれば、あとは、彼女達たちが。
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《才さい連れん夜や子こ　──　大講堂内部／入り口付近》




　腰を伸ばして、椅い子すの背もたれをぎゅっと握って、それを見る。

　愛する彼が胸を自ら剣で貫かれた光景。

　本当に、彼は自分が痛いことしかしない。自分が痛む選択を忌き避ひしない。

　夜子は人知れず嘆息する。

　やれやれだ、と思った。

　いくら平気な顔をしているように見えたとしても──この胸の中にどれだけの心配と不安が満ちているか。それを彼に伝えられる黒くろ魔ま術じゆつがもしあれば、それに必要な生いけ贄にえについて調べるのはやぶさかではない。

　あんな苦労をしている彼と比べて、安全圏にいる自分の仕事は何と簡単なことか。

　やるべきことはただ一つだった。

　いや──正確に言えば、それはもう『やっている』のだ。

　あとはそれを『戻す』というだけ。

　夜子は意識的に、邪悪に口元を曲げて呟つぶやいた。

　声自体は届かないだろうが。

　愛する彼を痛めつけた相手に対する、せめてもの気分的な意い趣しゆ返がえしだ。

「さあ、魔女の魔ま法ほうを喰くらうがいい。それと──幸也が同意したとしても。私達は、一対一などというたわけたルールに同意したつもりはないよ？」
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《識しき神がみ練ねり亜あ　──　大講堂内部／中段付近》




　向こうが自らその胸に招き入れた剣を引き抜こうとする。不自然で強引な、重心も何もかもを考えていないその動き。自殺行為だ。この剣を引き抜けば、次の一手は絶対的にこちらに有利。ずっと狙ねらっていた、一いち撃げきでその首を落とすチャンスが訪れる。

　ずる、と憎き男の体内から刃やいばが抜けていく感覚。苦く悶もんの呻うめき。それ自体は心地ここち良よいが、流されてはならない。さあ、もうすぐ刃が完全に自由になる。そうすれば──

（……？）

　そのとき練亜が感じたのは、強烈な違和感だった。傷ついた幸ゆき也やの胸。当然のように裂けた服。そこにはあるはずのものがない。

　首から彼が提げているはずのＥＣ増幅器エキスパンダーがない。

　──では、あれは、どこに──？

　その疑問と同時だった。

　彼の服のポケットから、小人のような、妖よう精せいのような、ミニチュアサイズの存在がその姿を現す。黒玉がその身体に収まるサイズの、裸の少女──薬やく園えん坂ざか優ゆう理り。

　そうだ、彼女は。

　既に死んでいる存在。才さい連れん夜や子この《典型的降霊手法ボヘミアン・エクトプラズム》で形作られている存在。核となる黒玉さえそこにあれば、大きさはある程度自由に変えられる──！

　小さな彼女は、ほとんど彼女自身と大きさの変わらないペンダントを抱えていた。

　ポケットから飛び出した彼女は、練亜の股またの下を潜くぐり抜けて背後に回る。そしてそのタイミングで、元の人間の大きさに戻った。ペンダントはその手に握っている。

「っ──！」

　何かがまずい。反射的に剣を振ろうとしたが、さらに石いし堂どう幸也が間合いを詰めてきた。再びその肉が剣の軌道を遮る。

　そして次に感じたのは、後ろから自分の首筋に触れる、小さな掌てのひらの感触──
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《薬園坂優理　──　大講堂内部／中段付近》




　自分は保健室の養護教きよう諭ゆである。

　その立場を示すものとして発現した自分のＥＣ能力、《マスター・オブ・インファーマリィ》。

　それがＥＣ増幅器で強化されたらどうなるか。

　答えが、これだった。

　さっき僅わずかに与えられた作戦会議のとき。ＥＣ増幅器を身につけた瞬しゆん間かんに、おそらく幸也達たちがそうであったのと同じように、頭の中にだいたいの使い方は流れ込んできた。

　だからこれを逆転の手として使うことに決まったのだが。

　純粋な人間ではない自分の特徴を使って隙すきをつくことも、同意はしたのだが。

　この拡張能力自体については、優ゆう理りはまだ、疑問を抱いていた。

《マスター・オブ・インファーマリィ》は、傷を治す保健室の先生としての力。拡張された力は、もう一つの保健室の先生の役割を暗示しているようだった。

　精神の安らぎを与えることだ。

　体調に不安を感じたものを。あるいは純粋に、心に悩みを抱えているものの話を聞いて。

　そう、たとえば、教室に居場所のない魔ま女じよめいた不登校児に、唯一の安らぎの場としてベッドを貸し与えたのと同じように──

　一時の休息の場として。

　眠らせる、こと。

「っ──」

　練ねり亜あの背後から伸ばした手が、彼女の首筋に触れた。念じる。いつも《マスター・オブ・インファーマリィ》を使うときに発しているのと似たような光が、その掌てのひらから彼女の身体に伝でん播ぱしていく。

　それは、保健室の先生が生徒達に捧ささげる、安らかな眠りを許可する光。

（──本当に？）

　心の安寧。自分という大人は、本当に生徒達にそんな安らぎを与えられるような、立派な教師だったのだろうか。悩みを抱えて保健室に来る生徒がいた。漠然とした将来の不安を打ち明けてくれる生徒もいた。自分がどうしようもない異物であることを自覚し、それを哀かなしく受け入れてしまっている生徒がいた。

　そんな彼らに、自分という養護教きよう諭ゆは、真実の救いを与えることができていたのだろうか。ただ上辺だけをなぞった解決策ではなかったか。マニュアルに沿ったものではなかったか。卑ひ怯きような大人じみたおためごかしの言葉をかけただけではなかったか。

　──わからない。

　でも、今は、ただ。

「眠って……！」

　保健室のベッドは、厳しく複雑な学校生活という概念の中に用意された、唯一の合法的な逃げ場。

　それはどんな生徒にも平等だ。

　くるってしまうほどの復ふく讐しゆう心しんに飲み込まれてしまった生徒にも。

　ひとときの安らぎを。

　優理の掌の光が、完全に識しき神がみ練亜の身体を包み込んで。

　そうして彼女は、深い深い、眠りについた。
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《隠お岐き陽よう花か　──　大講堂内部／壇だん上じよう》




　拍手だ。拍手するしかない。

「あはっははは！　すごい！　すごい！　素晴らしいわ！」

　そうこなくては。彼らは試練を乗り越えた。

　殺人鬼、枯かれ山さん水すい乃の愛あは座席の列に派手に突っ込んだきり動かない。林はやし凜りんは瞳ひとみの鋭するどさを僅わずかも緩ゆるめることなく、むしろここからが本番だと言いたげに拳こぶしを握り、一直線にこの壇上に向かって下りてくる。

　復ふく讐しゆう鬼き、識しき神がみ練ねり亜あは崩れ落ちるように眠りに落ちた。それを為なしたのは、恥ずかしそうにしゃがみ込み、才さい連れん夜や子こから制服を受け取っている少女──薬やく園えん坂ざか優ゆう理り。本当は少女でもその名前でもないことを知っているが。褐色肌の留学生は眠っている練亜の身体を植物の蔦つたで完かん膚ぷなきまでに拘束している。たとえ目覚めたところであれでは行動不能だろう。そして石いし堂どう幸ゆき也やは貫かれた胸の傷を普通に保存し、やはりこちらを見据えて、スコップを携えて、階段を下りてくる。

「そうね、じゃあ次は私よね。最後のお祭り騒さわぎを、存分に楽しんで！《死育部デツドブリード》！」

　支配下においている、この大講堂内全すべての《首割れ》と《爪長》に活動命令を出す。

　戦せん闘とう能力のない才連夜子達たちはどうでもいい。メインの役割は、やはりこの壇上まわりだ。

　ある意志を潜ませた、肉の壁かべ。

　陽花はぴょんと講演台から飛び降りた。

「さあ──盾がこのカワイコちゃん達だけになっちゃったのなら、私も身の安全を考えないとね。ずっとここでふんぞり返っているわけにもいかないわ」

「……逃がすと思うのか？」

　石堂幸也の強い視線。ぞくぞくする。

「どうして逃げられないと思うの？　氷ひよう花か、行きましょ」

「──逃亡エスケイプ」

　踵きびすを返す。その瞬しゆん間かんに見えたのは、壇の下で列を為している死体達に向けて林凜が突っ込む姿。ああ、生前の乃愛の身体を使った《爪長》の首がその拳で今まさに吹っ飛んだ。今の彼女は止められはしないだろう。武たけ田だ猫ねこ啼なきの身体にほどなくして辿たどり着くはずだ。囚とらわれの姫様を救出できるはずだ。おめでとう。

　だが、それは陽花にとっては、どうでもいい。

　陽花と氷花は手を繫つなぎ、壇上の後方、幕の裏に向かって進む。その先には控え室のような小部屋や、いろいろな道具がおいてある倉庫が立ち並ぶバックヤードゾーンになっている。そこに引きこもってしまえば──

「行かせる、かよっ……！」

　スコップを振り回して死体達たちを押し退のけ、強引に石いし堂どう幸ゆき也やが壇だん上じように進んでくるのがわかった。彼の前には、彼がそうして突破できる程度の死体をわざと配置していたのだから当然だが。

　死体達の包囲、肉の壁かべの配置がそれを目的としていたのだとは、きっと、思いもせず。

「危ないわ幸也、深追いは駄目！　林はやしと一緒に動いたほうがいい！」

「いや──あいつだけは、ここで止める！　逃がすわけにはいかないんだっ！」

　優ゆう理りの警告を無視して。

　狙ねらい通りに、石堂幸也だけが、この自分達を追ってきた。




　陽よう花かはほくそ笑む。

　さあ、真のクライマックスはここからだ。
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《石堂幸也　──　大講堂内部／バックヤード》




　舞台の裏側には薄うす暗ぐらいバックヤードゾーンがあった。コンクリート打ちっ放しの細い通路だ。

　そこに足を踏ふみ入れたとき、その通路に隣りん接せつする部屋の一つ、《第一控え室》とプレートに書かれた部屋のドアが閉まるのが見えた。

　周囲に死体の気配はない。だが油断はできない。幸也はスコップを握りしめ、その部屋に向かった。どうやら死体の壁を突破できたのは自分だけのようで、優理達は勿もち論ろん、まだ凜りんも猫ねこ啼なきの救出に時間を取られているところだろう。

　都合がよかった。

　慎重にドアを開ける。罠わながないのを確認し、中に入る──

　そこは八畳ほどの広さをした、楽屋のような空間だった。壁には姿見。テーブル。そして壁際に置かれているソファーに、隠お岐き陽花は、ここに来ても悠然と座っていた。氷ひよう花かがその横に立っているのもいつも通り。

「悪いが──お前は、ここで止めさせてもらう」

　陽花はソファーの上で優雅に足を組み替えながら、可愛かわいらしく首を傾かしげた。

「止めるってどうするの？」

「それはお前の選択次第だ。少なくとも、二度とお前のそのＥＣ能力……《死育部デツドブリード》は使わせない」

「まあ怖い。じゃあ結局のところ、私は殺されてしまうんじゃない？　ひどいわ。虐いじめないでほしいわ。ああ、そうね、一応言っておくと、私は世界がこうなる前は飼育部の中で虐いじめられていたのよ」

　幸ゆき也やは周囲を警戒する。これは、何か奥の手があってのお喋しやべりか。それとも単に終わりを引き延ばそうとしているだけか。

「ＥＳＳ部に馴な染じめなかったこの氷ひよう花かと同じ。私達たちはコミュニケーションがあまり上手じゃなかったせいだと思うけどね。喋らない動物が好きで入ったのに、他ほかの飼育部員は意外と人間らしかったわ。トリマーを目指しているという快活な女子、動物園経営が夢だっていう男子……うまく喋れない私は排斥されて、動物の世話なんかさせてもらえずに、ただ誰だれもやりたがらない仕事だけを押しつけられた」

　にこりと笑いかけてくる。

「死んだ動物の処理よ」

「……」

「飼育部でも死ぬ動物というのはどうしても出てくるから。その処理。それが唯一、私に触れることができた動物。体温のない、鳴きもしない抜け殻。でも私にとってはその子達が唯一の触れ合い相手だったわ。それはまるで、死んだ動物と出会うために部活をやっていたよう」

　何かを思い出すように目を細めて、続ける。

「だから私は《死育部》のＥＣを与えられたの。きっと、他の誰よりも死をよく見てきたから。よく触れてきたから。そんなに悪いものじゃないのよ、死体も。ただ生きていないというだけ。可愛いハムスターは可愛い死体に、可愛い小鳥は可愛い死体に」

「お前の思い出話はわかった。でも、俺おれがすることは変わらない」

　切り捨てるように言って、一歩を踏ふみ出した。

　陽よう花かは動かない。氷花も動かない。

「私を殺してでも止める、というのね。ねえ、どうしてそこまでするの？　私が何をしようが、この【課外活動】に死体が満ちているのは変わらないじゃない？」

　そうだろう。彼女の能力がなくても、この学園が危険なのは変わらない。《首割れ》が無数にうろつき、生徒達を貪むさぼり喰くらう状況が変わるわけではない。

　だが、それでも。

「お前には──絶対に、されたくないことがある。決めたんだ。それを防ぐためなら、俺は、なんだってするってな──」

「絶対にされたくないこと？」

　聞き返してくる陽花の目に──違和感。

　そこにある感情は、ただ、愉悦だった。楽しくて楽しくてたまらないというように。快楽で震ふるえが止まらないというように。ついにこのときが来たというように。

　悪あく魔まのように、恍こう惚こつとした表情で、笑っていた。

「それって、たとえば──こういうことかしら？」

　背後から、扉が開く音。

　その音に幸ゆき也やは振り向く。一体の《爪長》が入ってきていた。一体きりだ。




「あ」




　思考が飛んだ。

　それは。その動く死体の姿は。

　それこそが。

　絶対に見たくはなかった。

　彼女の。

【白衣を着て】【ぼろぼろの服】【養護教諭らしいクリーム色のパンプス】【崩れて腐敗した顔】【成長した大人の】【彼女】【彼女】【彼女】【【【彼女彼女彼女彼女】】】！

　そしてその死体は口を開いた。

　知っていた。界かい人との生首が呻うめき声を上げられるなら、この死体だって。

　隠お岐き陽よう花かがそう念じれば、かつての声で、死者の声を上げるだろう。

「ゆ……き…………や」

　幸也は絶叫した。




「ああ、あああ、ああああああああああああああああああああっ！」




　それに負けない音量で、陽花は笑う。ソファーの上で足を子供のように動かして、けたけたと幸也の反応を堪たん能のうしていた。

「あはは、あはは、あははは！　実はもうやっていたの！　あなたはここに来る前、私の目的を聞いたとき、この人を埋めた場所の様子を一人で見に行ったわよね？　そのときこっそり跡をつけて墓の場所を知ったの。まぁそうするために保健室で首くび吊つりしてた彼女を伝言役にしてあなたを動揺させたんだけど！」

　笑う。

「予定通りで、予想通りで、サイコーよ！　そんなに嫌なの？　ねえ、そんなに嫌なの？　うふふ、うふふふ、識しき神がみ界人の生首に触れる機会があったから、そこで私達たちはあなた達に何があったのかという記き憶おくを共有することができたのよ。ねえ、教えてよ。そんなに、そんなに──」

　笑う。

「才さい連れん夜や子このＥＣ能力で動いている、薬やく園えん坂ざか優ゆう理りという仮の名前で呼ばれている存在の本体を見るのが──」

　笑う。

「あなたの親友に殺されてレイプされた、あなたの幼馴染であなたが愛している友利たける先生の、本当の死体を見るのが嫌なの？」




「　　　　　　　　　　」




　その瞬しゆん間かん。

　視界の全すべてが、音の全てが、意識の全てが。

　圧倒的で暴力的な情動に、黒く、あるいは白く、塗り潰つぶされて。




　笑い声は、いつしか、聞こえなくなっていた。
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《隠お岐き陽よう花か　──　大講堂内部／バックヤード》




　声は出ないが、隠岐陽花は笑っている。

　涙を流しながら笑っている。

　これだ。これが欲しかったものだ。とてもとても。欲しいものは、これだけだった。

　ああ、なんという甘美。なんという快楽。

　仰あお向むけに倒れた自分の身体の上には、人間一人ぶんの重み。

　首に回されている、左右の手の感触。

　十本の指それぞれがひどく愛いとおしい。

　そこに滴が落ちているのがわかった。指の隙すき間まを伝い落ち、自分の喉のどと彼の掌てのひらの間に入って、その存在を温かく主張する。




　こうやって与えられるものが大好きだった。

　ずっと見ていたものだったから、大好きだった。

　好きで好きでたまらなくて、けれども本当にそれを手に入れられるのは、一回だけだった。だからそれは最高のものを手に入れたかった。

　そう──これは、これこそが、最高だ。

　ああ、なんて純粋な。

　間違いなど一つもない。正義の行いでしかありえない。

　ただひたすらに澄すんだ、澄んだ、絶対的に純粋な殺意による──




　これが、死だ。




　最初からこの結末だけを求めていた隠お岐き陽よう花かは。

　自分の望みが叶かなえられたことに、心の底から満足して、

　そして──
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《薬やく園えん坂ざか優ゆう理り　──　大講堂内部／バックヤード》




　突然に《爪長》達たちがばたばたとその場に倒れたのだった。一方、《首割れ》達はぼうっとその場に立ち尽くすだけとなる。それはマナミリィの蔦つたや、猫ねこ啼なきの拘束を解いて助け出した凜りんでも容易に対処しうるもの。

　優理達は死体達の壁かべを突破し、一人で先行した幸ゆき也やを追って、舞台の裏、バックヤードへと侵入した。

　一つの部屋のドアが開いていた。慎重にそこに入ってみると──

「ゆき……や……？」

　思わず、呟つぶやいてしまう。

[image: ]

　その声が届いたか──彼の背中が、びくりと動いた、気がした。

　楽屋のような部屋だ。

　ソファーの近くには隠お岐き氷ひよう花かが立っていて、ただ目を閉じていた。

　入り口近くの床には一体の死体、《爪長》が倒れていた。

　その姿にはどこか見覚えがあって、そして優ゆう理りはどこか他人事のように、不思議なくらいに冷静に、ここで何があったのかを理解した。

　床に寝ている人間は、もう一人いる。隠岐陽よう花かが床の上で仰向けに倒れている。

　幸ゆき也やはその上に馬乗りになっていた。

　彼女の首に回していた両手を、ゆっくりと、離はなして──

　一同のほうを、振り向いて。

　誰だれもが視線に乗せて発していた疑問に、静かな声で、答えた。




「ああ……殺した。こいつは、俺おれが、俺の意志で──この手で、殺したよ」










　　エピローグ
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《隠お岐き氷ひよう花か　──　大講堂内部／バックヤード》




　確実な何かを予感して目を閉じたのが、数十秒前。

　新たな人の気配を感じ、意を決して目を開けると、予想通りに双子の姉が死んでいた。

　ああ。ああ。ああ。

　腰が抜けた。氷花はぺたりとその場にへたり込む。

　そして今まで被かぶっていた、無表情の仮面をかなぐり捨てて。

「た……助けて。こ、ころ、殺さないで。お願い、わた、しは、殺さない、で！」

　彼らが少し驚おどろいたような視線を向けてくる。どうでもよかった。

　陽よう花かはもう死んだ。

　同じ顔をしたただの置物としての役割しか求めず、死の支配者と化したことで傲ごう慢まんとなり、口答えや余計なことを言えば氷花を殴り、あまつさえ武たけ田だ猫ねこ啼なきに言ったのと同じに死者と交わらせるぞと笑って脅迫してくるのが常だった双子の姉は死んだ。

　自分はもう自由だ。自分はもう自分の意志で動いてもいいのだ。人形のふりをしなくてもいいのだ。喋しやべるのは、コミュニケーションを取るのは苦手だが、そうは言っていられない。

　死にたくない。陽花のおかしな目的に巻き込まれるのはまっぴらだ。自分は死にたくない。命いのち乞ごいをしなくては。

「ごめ、ごめんな、さい。何でもしますから。謝りますから。殺さないで、ください。わたしは──死にたく、ない……」

「随分様子が変わったわね」

　仏ぶつ頂ちよう面づらの林はやし凜りんが、手甲の拳こぶしをわきわき動かしながら視線を向けていた。怖い。救出された武田猫啼がその横に立っている。マナミリィ・メアアは鉢植えを持っていて、そこから伸びる植物の蔦つたの先には、眠った識しき神がみ練ねり亜あの身体。拘束され、少し床から浮いた状態で運ばれている。

「ああ、あああ、ゆ、許してくだ、さい。全部、陽花が、やって、わたしは、やらないと、ひどい目に──」

「じゃあ、彼女の本当の目的が何だったのか……教えてもらえるかしら」

　衰弱と疲労は残っているのだろう。それでも澄すんだ視線で、猫啼が氷花をじっと見て言った。

　勿もち論ろんだ。教える。

　結局のところ──陽花の目的は、壮大な自殺だったのだ。

　彼女は虐いじめによるストレスと飼育部で与えられた役割で歪ゆがんだ。唯一触れられる《死》という概念を愛好し愛あい玩がんし愛育するようになった。その嗜し好こうが──この【課外活動】という異常な状況になって、完全に花開いてしまったということだ。

　殺人鬼などというのとは次元が違う。殺しは忌き避ひしないし、嫌いでもないし、むしろ好きなようであったが、本質はそこにはない。

　彼女はただ、その先にある《死》を愛していただけだ。

　純粋で純粋な、死の愛好家。

　色々な形の死を見ることを求めた。同時に、最高の形の死に触れることを望んだ。

　全すべての転機は──枯かれ山さん水すい乃の愛あの死体を手に入れ、それを《爪長》にしたとき。氷ひよう花かのＥＣ能力、《相互理解に言葉はいらないコミユーン・イン・ザ・ハンド》でその死体の記き憶おくを共有した結果、自分達たちは彼女と石いし堂どう幸ゆき也や達に関する出来事の情報を手に入れた。

　そしてそれは──識しき神がみ練ねり亜あとの取引で識神界かい人との生首を喋しやべらせるようにしたとき、同様に読み取った彼の記憶によって、完かん璧ぺきに補強された。

　陽よう花かは全てを知ったのだ。石堂幸也と識神界人、そして彼らが愛する一人の女性の間に何があったのかを。

　そして、界人の死を羨んだ。

　思うにあのとき決意したのだろう。自分も──こうして死にたいと。

　直接的に手を下したのは乃愛だが、本質的には、彼は石堂幸也が殺した。

　純粋な正義と復ふく讐しゆう心しんによって与えられる、何にも混ざりけのない、死。

　それこそを、彼女も求めたのだ。

　どうせ一度しか与えられないものならば、自分も同じように、正義によってもたらされる純粋な死がほしいと。

　石堂幸也に、正義の味方に、殺されたいと──

　だから。

「わたしも、ぜ、全部、聞いてたわけじゃない、けど。想像とか、入ってる、けど。多分、陽花は、これがしたくて、こう、したくて、全部……」

「なにそれ……最悪。わけわかんない」

「歪んでいる。我は不快だ」

「私を攫さらったのも。ＥＣ増幅器エキスパンダーも。全部、カモフラージュだった……ということかしらね」

　凜りん達は眉まゆを寄せて、そんなことを呟つぶやく。

「ぜんぶ、陽花の、陽花の、せいなの。わたしは、脅されてただけで、何も、何も。だから、おねがい、殺さない、で……！」

　必死だった。求められるなら土下座だってしよう。靴だって舐なめよう。

　ようやく、暴君だった姉の支配から逃れられるのだ。こんなところで死にたくない。

「……」

　陽よう花かの身体の上にいる、彼女の首を絞しめて殺した、石いし堂どう幸ゆき也やが──こちらを、一いち瞥べつ。

　ひどく冷たい目で。

　失禁しそうになった。いやだ。死にたくない。殺される。

　しかしそこで──

「殺さないわ。でも……一つ、やってほしいことがあるの」




　今は薬やく園えん坂ざか優ゆう理りという名で呼ばれている女性が、熟考の末といった様子で、そんなことを言った。
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《薬園坂優理　──　大講堂内部／バックヤード》




　今の話に出てきていた、彼女のＥＣ能力。《相互理解に言葉はいらないコミユーン・イン・ザ・ハンド》。

　その能力を使って、試したいことがあった。

　優理は首を回し、マナミリィの近く、蔦つたで捕ほ縛ばくしたまま運んできた識しき神がみ練ねり亜あを見やった。

「拘束したままでいいから、識神を寝かせて。そこに倒れてる──《爪長》の隣となりに」

「我は構わないが……」

「……何をするつもりなのかね？」

　夜や子こはさりげなく──自分の上着を脱いで、その《爪長》の顔にかぶせていた。その行為で、あるいは今まで気付かなかった猫ねこ啼なき達たちも何かに気付いたかもしれなかったが、考えないようにした。

　そう──考えない。夜子がかぶせた上着の下にあるもののことは。

　たとえどれだけおぞましくても、どれだけ懐なつかしくても。

　それが既に終わっているものであることだけは、忘れないようにしなくてはならない。

　だから、今考えるべきは、これからのことだ。

　未来だ。

「……」

　立ち上がった幸也は、どこかぼんやりとした表情でこちらを見ていた。

　優理はそんな彼の視線を見返し、

「こいつはわたし達を憎んでるわ」

「……そうだな」

「補足せざるをえないが……逆恨みのようなものではあろうがね。やれやれだ」

　夜子が肩を竦すくめる。彼女の存在が今はありがたかった。そうでないときなど今までにもなかったが。

「彼女はこれからもずっと、幸ゆき也やの……わたし達たちの命を狙ねらい続けるかもしれない。それをどうにかしたいの」

　どうにかする手は、最も簡単な手は、誰だれの頭にも理解できていた。

　それをしないために、優ゆう理りは今、こうして彼の目を見つめている。

「……無駄かもしれないけれど。残酷かもしれないけれど。間違っていることかもしれないけれど。わたしは、理解っていう最後の手を諦あきらめたくはない。だから彼女に手伝ってもらうわ」

　理解したように、彼の瞳ひとみが小さく揺れた。

「それは……でも……」

　優理は意識的に唇を曲げ、

「わたしが、いいって言ってるのよ。わたし以上に権利を持ってる人、いる？」

　自分自身というモノの使い方について。

　それをどう利用するかについて。

　たとえ彼であっても、死体を操る能力を持っていた隠お岐き陽よう花かであっても、口出しはさせない。

　自分が許可する。




「あなたのＥＣは、右手と左手を使えば最大三人で記き憶おくを共有できるんでしょう。だったら、このわたしの死体と識神を繫げてそれをやりなさい。特に、わたしが死んだときの記憶が確実に彼女に伝わるようにするの。できるわよね？」




　そう、これはきっと、無駄で、残酷で、間違いだ。

　あるいは──命を奪うことよりも。
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《識しき神がみ練ねり亜あ　──　大講堂内部／記憶》




　夢を見ていた。

　だがそれはいつしか夢ではなくなっていた。

　あまりにも現実味がありすぎて、あまりにも自分とは関係がなさすぎて。

　だから逆に、理解してしまった。

　これは他人の記憶なのだと。

　リアル。リアル。リアルすぎる実体験。自分ではないが自分の記憶として共有される情報。脳のう髄ずいに刻み込まれた現実。知らない出来事を思い出す。

　過去であり、現在だ。今、されている。記憶の中身は自分なのだから、自分が、されている。

　彼の顔がある。識しき神がみ界かい人と。自分の弟。けれど。彼がしているのは。この自分にしているのは。見たことのない表情。自分は姉であり姉ではない。痛苦と不快と悪寒が入り交じる。恐怖と怒りと不安が自らを塗り潰つぶす。どうしてそんなことを。そんなことを！

　識神練ねり亜あはそれを彼女自分として追体験し続けた。在るものは無数。呼気。告白。霧きり。怯おびえ。指。不満。臭い。病的。地面。憧憬。舌。謝罪。重み。興奮。汗。戦せん慄りつ。拳こぶし。体重。恥辱。震ふるえ。不理解。嫌悪。懇こん願がん。祈り。唾つば。圧迫。刃やいば。抱擁。歯。高揚。傷。歓かん喜き。屹きつ立りつ。罪。愛。




　──死。




　彼は自分を覗のぞき込んで、笑顔で言う。

『好きな人を殺すのが、こんなに気持ちいいなんて知らなかった』

　でも。彼のしたことは、それだけでは終わらなくて。

　ああ、それは。それだけは。

　生きていた彼女自分は知らなくても、今の死んだ彼女自分はそれを体験してしまっている。

　そんな、そんな本当に気が狂いそうになるほど冒ぼう瀆とく的てきでおぞましくてあってはならなくて悪あく魔ま的てきでしかしそれをやっていたのは識神練亜が心の底から愛していた弟




「やめてぇぇぇぇぇぇぇっ！」




　悲鳴と共に目覚めた。それが自分の口から出たものかどうか、現実感はまるでなかった。

　目覚めた瞬しゆん間かんに見えたのは、ぎょっとしたような雰囲気の生徒達たちが何人か。自分と同じ記き憶おくを見てしまったのだろう、発狂したように身をよじりながら頭を抱えて失禁する隠お岐き氷ひよう花か。

　そして、今この瞬間を待っていたらしい、部屋の外から飛び込んできた一春。

　彼女は部屋の壁かべに《監督権限ワン・マン・インデイー・ムービー》で《首割れ》達の姿を無数に映し、音も大音量で発し、彼らの注意が逸それた一瞬の隙すきに、手にしていたナイフで練亜を拘束していた植物の蔦つたを断ち切った。勢いで練亜の肌も裂けたが気にする様子はなかった。

　一いち春はるはさらにそのまま体当たりするように突進し、反応した凜りんの拳とマナミリィの緑を奇跡的に搔かい潜くぐり──

　才さい連れん夜や子この背後に回り込んで、その首筋にナイフを突きつけた。

「は、あ、は、ははっ……動いたら、殺すよ。ハル子は殺すよ！　知ってる！　この子が一番の鍵かぎ！　大元！　この子だけは殺されたくないよね！　だから、そのまま！」

　爛らん々らんと光る目。片手に抱いているのは彼の生首。もはや喋しやべることはない彼の首。

　一春は追い詰められたように、あるいは興奮したように息を荒らげながらこちらを見、

「練亜さん、今だよ！　やっちゃえ！」

　練ねり亜あは自分が何をすべきかわかっていた。

「……《撃剣神装ヒズ・ヴアルキリー》」

　自分のＥＣ能力で、鎧よろいを身に纏まとう。背に翼つばさを生やす。手には剣を。

　そして練亜は、緩かん慢まんに、緩慢に、一歩ずつ、歩を進めていって──

「え……？」

　夜や子こに刃やいばを突きつけていた一いち春はるの喉のどを、その剣で、貫いた。

　血を噴ふき出して、彼女は倒れる。

　即死だ。

「あは。あはは……」

　笑えてきた。どうしようもなく、可笑おかしかった。

　もう無理だ。わかってしまった。

　記き憶おくを共有した結果として。本人と全く同じように、あるいはそれ以上の体験の中。

　識しき神がみ練亜は、これ以上ない真実性をもって、理解させられてしまった。




　自分の弟は、とっくの昔に壊こわれて、怪物になっていたのだ、と。




　それが真実。間違っていたのはこちら。

　だから当然だ。

　──自分も、壊れなくては。
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《薬やく園えん坂ざか優ゆう理り　──　大講堂内部／バックヤード》




　笑っていた練亜の肩の震ふるえが、突然に、ぴたりと止まった。

　表情が消える。無になる。

　優理はその瞬しゆん間かん、本能的な何かに導かれるように、走った。

　一春の血だまりの中に佇たたずんでいた練亜は、何の気もない動作で、手中の剣をちらりと見て。

　僅わずかの迷いもなく、その剣先を自らの喉へ向けて突き入れ──

「待ちな、さいっ！」

「優理！」

　刃の前に飛び込んだ。肩口が貫かれ、痛みが走る。

　けれどこれは偽物の痛みだ。エクトプラズム体がいくら怪け我がをしても、本物ではない。それに、生きたまま《首割れ》に囓かじられたときのことを思えば屁へでもない。

　ぼうっとした瞳ひとみで、練亜が自分を見ていた。

　その口元だけが動いて、小さな小さな呟つぶやきが聞こえてくる。

「──ごめんなさい。ごめんなさい、先生。ごめんなさい」

「識しき神がみ……」

「私が間違っていました。私達たちが間違いました。私の弟が間違いました。ひどいことを。あんなことを、貴女あなたに。償つぐないます。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい──」

　優ゆう理りは痛みと彼女の様子に眉まゆを寄せながら、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

　視界の端には、真新しい赤い澱よどみがある。一いち春はるは……間に合わなかった。まさか練ねり亜あがこれほどまでに直接的な答えを出してしまうとは思わなかった。後悔する。一春だって、救わなければならない生徒であることには変わりなかったのに。

　でも、ならば、せめて──練亜だけは。

「──いい？　これだけは覚えておいて。わたしは、あんたを死なせないためにわからせたの。残酷でひどいことだとわかっていても。だから、絶対に、それはさせない」

「でも。私は、償いをしなければ。間違った。間違いすぎて。私達は……」

　ぶつぶつと呟く。目は虚うつろ。こちらに喋しやべっているのか、それとも独り言に近いものなのか。

　優理は目を細め、唇を舐なめて、

「そんなに、申し訳ないと思ってるなら──」

　こうするしかないのか。自分達の選択こそ間違っているのかもしれない。

　けれど、届いたのなら、続けなくては噓うそだろう。

「識神練亜。お願いよ。わたし達がこの【課外活動】を生き残るのに、力を貸して」

　周囲にいる生徒達の、驚きよう愕がくに満ちた視線を感じる。

　優理はじっと練亜の顔を見続けていた。

　今の言葉は、ゆっくりと彼女の理解に届いたようだった。瞳ひとみの焦点がほんの少しだけ確かなものになり、しかし依然として表情自体はぼんやりと。

　視線を優理と交わらせて。

　練亜はロボットのように、人形のように。

　無感情な愛想笑いを浮かべた。

「──わかりました。守ります。私は貴女達を命をかけて守ります。償います。何でもお申し付けください。死ねと言われれば死にます」

「……だから死んじゃ駄目だってば。教育的指導、するわよ……」

　ああ──命を救いはしたが。

　彼女は、そのために、壊こわれてしまったのかもしれない。

　完かん膚ぷなきまでに。今まで以上に。

　彼女はここに至るまで、復ふく讐しゆうの名の下にあらゆる暴虐を繰くり返してきた。だがその報いであると考えるのは傲ごう慢まんのはずだ。

　これでよかったのだろうか、と思わざるをえなかった。

　正しかったのか。正しくはなかったのか。

　わからない。

　道を誤ったかもしれない生徒達たちの前、正しい道を胸を張って示せるのが教師なのだから。

　やはり自分は、既に失格しているのかもしれないと思った。
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《石いし堂どう幸ゆき也や　──　大講堂内部／壇だん上じよう》




　凜りん達の助けを得て、ひとまずの安全を確保した。

　壇上から、幸也は大講堂の中を見渡す。恐怖にがたがたと震ふるえるだけになった氷ひよう花かをとりあえずバックヤードに閉じ込めてから、動きの鈍くなった《首割れ》を排除し、出入り口を簡易的に封ふう鎖さした。広い空間は静けさに満ちている。

　唯一、座席の隙すき間まに叩たたき込まれていたはずの乃の愛あの身体だけが、なくなっていた。生きていて逃げたのか。死んでいてまた何かが起こったのか。何も答えはなく、不吉な気配はあったが、今は乃愛の行方ゆくえよりも考えるべきことがたくさんあった。

　これからのこと。

　隠お岐き陽よう花かのこと。

　優ゆう理りの死体のこと。

　識しき神がみ練ねり亜あのこと。

　今回の出来事でこの身に刻まれた、生と死のこと──

「あ……」

　自分の手が、どうしようもなく情けなく震えていることに気付いた。止まらない。

　しかし──

　そっと横に誰だれかが立つ気配があり、その手が握られた。

　一人ではなく、二人に。

「その震え……治ち療りよう法ほうは、これしかないわ」

「テンプレだがね。未確認水すい棲せい生物に『ッシー』とつけるくらいテンプレだ」

　強引に、無理矢理に、押さえられる。

「話して。聞くわよ」

「……」

「今だけはいいのではないかね。そこにいる彼女は、悩みを聞いてくれる保健室の先生だ。私という不登校児に居場所を作ってくれた友とも利りたける先生だ」

「ちょっと。その男みたいな名前嫌いなんだから、フルネームで呼ぶのは──」

　正直、逃げたくて。その時間に、戻りたくて。

　二人の手を握り返しつつ、

「友利ゆーりねえちゃん」

「……ん。そうね。その子供のころの渾あだ名なのほうが……まだ、ましね」

　目を閉じて。いろんなことを考えて。

　懺ざん悔げする。

「とりかえしのつかないことを、してしまったんだ」

「うん」

「本当に。理屈じゃなくて。ただの感情で。この手で、俺おれは──ひとを、ころしたんだ」

《首割れ》を排除したのでもなく。

　死んでもいいと思いながら界かい人とを殴り続けたのでもなく。

　黒玉を求めて誰だれかを襲おそったのでもなく。

　ただ、純粋に。思いだけが暴走して。

　殺した。

「俺は、もう……」

　一度言い澱よどんでしまうと、次の言葉は出なくなった。

　沈ちん黙もくが続く。

　髪かみが擦れる音で、優ゆう理りが顔を上げ、眼前の大講堂に目を向けたのがわかった。

「不思議な感じね。ここで、【課外活動】が──全すべてが、始まった」

「……」

　握られた手に、僅わずかに力がこもった。

「だから今、わたしは思ってる。全部がここで始まったんだから──全部を、ここに戻せばいいのかもしれないって」

「え……？」

　思わず頭を上げて、彼女の横顔を見てしまう。

　彼女はどこか透明感のある表情で、こちらを見返してきた。

「今だから言うわ。大人として、幼おさな馴な染じみでずっとあんたを引っ張ってきた隣となりの家の友利ねえちゃんとして。あんたを導く責任があると思うから」

「なに、を……？」

「この【課外活動】をクリアして与えられるあんたの願いは、わたしが決めてあげる。クリアしてその願いを叶かなえると誓って。幸ゆき也や」

　何を言っているのか。その願いは、ずっと前から決まっている。

　目の前にいる、大好きな人を。その認められない運命を。

「それじゃあ足りないから言うの。幸也、あんたはこの【課外活動】を完全にクリアして、《全てを元の状態に戻して、この【課外活動】自体をなかったことにしろ》って《校マス長ター》に求めるのよ」

「な──」

「ほう。それは豪ごう毅きな願いだね。しかしまあ、黒玉を千個集めた完全クリア者に与えられるのは、神様レベルの願いを叶かなえる権利だという話だ。それくらいはお安いものだろうさ」

　夜や子こはこんなときでも飄ひよう々ひようと肩を竦すくめるだけだ。

「あなたがわたしを生き返らせたがってるのは知ってる。それを絶対に止やめようとしないことも。でも、わたし一人じゃない……全員の命を救うの。それがあなたのすべきことよ」

　幸ゆき也やはそっと目を伏せるようにした。

「それは……確かに、そうできたら、いいんだろうけど」

「できたら、じゃない。やるの。それを。それ以外は許さないわ」

　どうしてだ。どうしてそんなことを俺おれに言う。

　その気配が伝わったか、

「──幸也だから頼たのんでいるのよ。だって、幸也が一番信じられるもの。他ほかの人間だと、正直、土ど壇たん場ばで裏切るかもしれないけど。あんたに対しては、わたしは必殺の一言を持ってる。呪のろいみたいな……誓約みたいな、魔ま法ほうの言葉を持ってる」

　聞き返すしかなかった。

「それは……？」

　彼女は軽く首を傾かしげるようにする。

　昔、隣となりの家に住んでいた幼おさな馴な染じみが、そのときの幼馴染の顔で。

　石いし堂どう幸也を恋に落とした笑みを浮かべて、言った。




「わたしのことを裏切ったら──嫌いになるわよ、幸也」




　ああ。卑ひ怯きようだ。

　それを引き合いに出されたら、絶対に、裏切れないじゃないか。
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《薬やく園えん坂ざか優ゆう理り　──　大講堂内部／壇だん上じよう》




　しかしそのとき、優理は思っている。

　自分は、場合によっては、幸也のことを裏切ることになるのかもしれないと。

　どこか懐なつかしいものを見るような目でこちらを見ている幸也。夜子と共に握った手の震ふるえは、今は止まっている。けれど手を離はなせば、いつまた震え出すかわからない。

　幸ゆき也やは──危うい。

　彼の命だけは、守らねばならないと思う。守りたいと思う。

　だから、もし。

『自分が彼のもとを離はなれることでしか、彼の生命が守れない』という状況になったとしたら──自分はそうせざるをえないだろう。少なくとも生きていなければ、彼が目的に辿たどり着けないのは確実だ。

　ああ、そうだ。卑ひ怯きようにも、彼の意志を自分の願いで誘導してしまったのだから。

　彼の想おもいをただひたすらに利用するような言葉を言ってしまったのだから。

　それぐらいの覚悟はして当然だ。

　幸也が望み通りの結末に辿り着くためなら、自分はなんでもしよう。

　それがたとえ、彼と永遠に袂たもとを分かつようになることだとしても。

　それがたとえ、この自分という存在が消え去るようなことだとしても──




　誓う。

　誓う。

　偽物かもしれない心に、その決意と覚悟を、誓う。

　なぜそこまでするのか、という他人事のような疑問が心の底から湧わき上がってきた。

　──決まってる。決まってるでしょう？

　偽物かもしれない心だからこそ、それを言い訳にできるからこそ、認めることができた。




　それは勿もち論ろん、自分だって、彼のことを愛しているからだ。




　　　　　　　　　　[image: ‡][image: ‡][image: ‡]

《才さい連れん夜や子こ　──　大講堂内部／壇だん上じよう》




　そしてまた、そのとき、才連夜子は思っている。

　優ゆう理りの言うことは正しい。正しい目的で、正しい方向性だ。異論はない。

　彼の幸せを願う自分は、勿論それを応援しよう。

　けれど──ただ一つ、気になる点がある。

　首尾良く、幸也がこの【課外活動】をクリアして。全すべてのリセットを願ったとしたら。




　──この【課外活動】の間に起こった、少しは進展したと感じられる、彼と自分の好感度の関係も、全てがリセットされてしまうのだろうか。

　何事もなかったように。

　跡形もなく。

　あの放課後の保健室で、ただ、日誌を書く彼の背中を見つめていたときのように。

（それは……少しだけ。ああ、ほんの少しだけ……嫌、だね）

　夜や子こは、ひっそりと目を細めて。

　優ゆう理りと共に握っている彼の手に、そっと力を込めた。

　だって、仕方ないだろう？

　と、心の中だけで、その掌てのひらの温度を通して幸ゆき也やに問いかける。

　嫌だと思ってしまうのは、当たり前だ。




　才さい連れん夜子は、石いし堂どう幸也のことを、愛してしまっているから。

　世界と、彼。

　そのどちらかを取れと言われたならば、迷わず後者を選んでしまうくらいには。
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《石堂幸也　──　大講堂内部／壇だん上じよう》




「──嫌いになるわよ、幸也」




　それはとてつもなく卑ひ怯きような言葉と笑顔で、幸也も笑みを返すしかなかった。

「はは。それは……裏切れないな」

　罪を犯し、間違った自分。それを引っ張るために、あえて彼女が強引に背中を押したのだ。強制だ身勝手だ偽善だと誰だれかに後ろ指を指されることもおそらく覚悟して、この石堂幸也に意志を与えてくれた。

　だったら──そうするだけだ。

「ああ。誓うよ。どんな形でかはわからないけど、俺おれはこの【課外活動】を完全にクリアして──全すべてを元に戻す。【課外活動】が始まる前の状態に」

　優理がさっきそうしていたのと同じように、幸也は背筋を伸ばして眼前の空間を見渡した。

　全てが始まった、大講堂。

　今はがらんとしている。壊こわれた座席。血の跡や死体の残ざん骸がいがそこかしこに。

　けれど、生の気配がないわけではなかった。

　壇上にほど近い座席に座って、猫ねこ啼なきと凜りんが何事か笑って話している。さらにその隣となりにはマナミリィもいて、真ま面じ目めな顔で二人にキュウリか何かを差し出している。凜達たちはそれを見て、さらにほっとしたように頰ほおを緩ゆるめる──

　ああ、彼女達は生きている。

　そうだ。いくら死の気配に満ちていても。その中で生きている者達は、確かにいるのだ。

　それはこの大講堂の中だけの話ではなかった。目を閉じる。寸前まで見ていたものが呼び水になったかのように、瞼まぶたの裏に、ここではないどこかで誰だれかが生きている光景を幻視した。




　スクール水着姿の女子と、お調子者の男子が、二人で歩きながら何事かを言い争っていた。それは紛れもない口くち喧げん嘩かで、口だけでなく拳こぶしやチョップも出ていて──けれど、とても、幸せそうだった。ずれた二人は、しかし一人ではなく二人だからこそ、そのずれを無敵に嚙かみ合わせている。




　生き真ま面じ目めそうな眼鏡めがねの委員長が、髪かみの長い男子に対して下品なジョークを飛ばす金きん髪ぱつの女子を叱しかっていた。彼らの間には、きょとんと首を傾かしげているだけの小動物のような少女の姿もあった。様々な哀かなしみを背負って、様々な想おもいを秘め、それでも意志をもって前に進んでいる──楽園を探す、彼らの姿。




　未まだ見ぬ生徒達たちも、あるいは教師も、見えたような気がした。素晴らしく有用な能力で生き残ろうとしている人間。今にも死にそうになりながら懸けん命めいに走り回っている人間、善性に押し潰つぶされそうになっている人間。割り切って悪に走る人間。人の死を楽しむ殺人鬼もいる。その快楽に今まさに目覚めようとしているものもいる。けれど、誰もが等しく──生きている。




　ゆっくりと、目を開く。幻視はそれでも続いていた。

　今、そうしてこの【課外活動】を生きている彼らの、始まりの姿が映っていた。

　眼前の座席の全すべてが、この学園の生徒達で埋まっている光景。

　全てが始まる前の、いつもの全校集会。

　騒さわがしく、乱雑で、うんざりするほど混こん沌とんとしていて──そして、誰もがただ生きている、当然のように生きている、なんでもない時間。

　そこに戻れればそれはどんなにいいことだろう。だってそこにはまだみんながいる。幼おさな馴な染じみの保健室の先生も、保健室登校児も、今はもういなくなってしまった彼らも、全て。

　彼女はそれを願う。自分もそれを願う。

　どこか眩まぶしく、幸ゆき也やはその幻視に対して目を細めた。

　未来のことなどわからない。だが。

　目指すものがこの光景であることだけは、はっきりしている。

　それは、まだまだ遠いところにあるのかもしれないけれど。

　こうして見えているのだから、いつかは辿たどり着けるだろう。




　──この場所が本来の時間を取り戻す、そのときまで。

　──【課外活動】は、続いていく。







　あとがき




　どうも水みな瀬せ葉は月づきです。課外活動サバイバルメソッド三巻、手にとっていただきありがとうございます！　今回はわりとシンプルめに……そしてわりと一区切りで第一部完な感じ。楽しんでいただけたなら幸いです。

　今回登場する新キャラ達たちに関連してつれづれとー。

　ゲーム脳な人。

　どうやら実績という言い方からすると箱○派のようですが別にトロフィーでもよかった。しかし彼みたいにリアルでも実績を設定して頑張るというのは実は意外にいいのではないか。なんか将来的に家電的なＶＲシステムとかでできないかな……こっちの動きをチェックしてて、部屋の掃除とかするとどこからかピコンって実績解除されるのだ。捗はかどるぞー。あとゲーム脳といえば確かに現実でもぼーっとしてるとリアルがゲームに思えてくることがあり、昔Ｌ４Ｄってゾンビゲームにはまってたときには「あの高台……敵感染者が舌を伸ばしてきそうだな……危険……」とかマジに思ってた。ちなみに知り合いの作家は「ＧＴＡにはまってたときは道端の車奪って出発しそうになってさあ」とか言ってた。貴様それは普通に犯罪だ。




　飼育部。

　私は動物が好きなのですが未いまだかつて自分で動物を飼ったことがありません。子供のころには農家のじいちゃん家ちに鶏とりとか孔く雀じやくとかいたけどな……。ので好きなくせに動物に触るのに慣れておらず、たまに人様のペットとか野良猫とか触ろうとするとやたら挙動不審になっているらしい。よく逃げられる。




　ＥＳＳ部。

　English Study Societyの略らしい。




　それでは今巻の謝辞を。イラストレーターの悠ゆう久きゆうポン酢ず様、今回も素晴らしいイラストありがとうございました！　そして公式海賊本「電撃がーるず水着ふぇすてぃばる！」に描いていただいた白衣水着優ゆう理りもなんというか破壊力抜群すぎてもう……ぐへへー。未見の人は電撃屋で通販とかされてるのでチェックだ！

　担当編集の湯ゆ浅あさ様＆阿あ南なん様。今回も諸々お世話になりました。その他ほかにもデザイナーさん、校閲さん、アスキー・メディアワークスの関係者の方々……。

　そして、この本を読んでくださった読者の皆様に。ありがとうございました！

　それでは、また次の本でお会いしましょう。


水瀬葉月
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水みな瀬せ葉は月づき

３巻目にして早くも「学園ものっぽい著者近影」が苦しくなったので仕方なくコレを出す。一見何の変哲もない薄汚れたルーズリーフ……しかしこの中には俺の高校時代のクリティカル要素、人生初の小説（手書き）が……おお勇者よ、絶対に開けてはならぬぞ……。
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イラスト／悠ゆう久きゅうポン酢ず

すっかり冬らしくなってきました。こたつで暖まりたいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「水瀬葉月先生」係

「悠久ポン酢先生」係
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